

















































































































































































1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年　(IGY>　参加の 一環 として,昭 和31年 に 」;備観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実に発展 して きた。その結果,南 極地域観測隊並び
に極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者から強 く要望 さ
れた。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼事務室が設置 されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,
極地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組されてきた。 しか し,我 が国の南極観測事業の より一層 の進
展のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究セ ンターが発展的に改組 され,大 学共同利用機関として,国
立極地研究所が創設 された。






















資料系に明石資料部門が設置 され,み ずほ基地が観測施設 となった。
研究系の極地気象学研究部門が廃止され,気 水圏遠隔観測研究部門が設置された。(時 限10年)
研究系に損石研究部門,資 料系にオーロラ資料部門が設置された。








大学共同利用機関として設置され(国 立学校設置法の一部 を改正する法律,昭 和48年 法律第103号),極 地に関する
科学の総合研究及び極地観測 を行うことを目的 とする。
2)主 要事業
ア)共 同 利 用





南極地域観測の中核機関 として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行い,並 びに観測成



















帝 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
地 殻 活 動 進 化研 究 部 門
※極 殻 活 動 進 化 研 究 部 門
※阻 石 研 究 部 門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研 究部 門
※寒冷生物学第二研 究部 門
※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
隙 石 資 料 部 門























合 計 1 1 12(6)①13(6)21 26 14 36 124(12)①
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 7(6) 7(6) 12 26(1⇒
資 料 系 1 3 5 2 11
北極 圏環境研究 セ ンター 2① 2 2 1 7①
情 報 科 学 セ ン タ ー 1 1 1 3
南極圏環境モニタリング研究センター 1 1 1 3
管 理 部 18 2 20
事 業 部 6 8 36 50
図 書 室 2 2
(注)()内 は客員教官の定員で外数である。○は外国人客員教授で外数である。
〈定員 の変遷 〉訳 所 長 企画調整官 教 授 助教授 助 手 事務系職員 技術系職員 極地観貝職員 計
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)
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年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,488
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,116 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,113,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627
4 821,502 942,497 1,763,999
5 882,564 1,029,598 1,912,162
6 987,415 965,428 1,952,843


















51 11,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
1
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,116 1,174,016
60 22,141 1,089,282 1,111,423
61 25,042 808,595 833,637
62 28,47211,4。9,849 1,438,321
63 27,198 176L209 788,407
元 28,863 725,673 754,536
2 24,793 789,422 814,215
3 27,519 886,916 914,435




6 27,275 1,102,514 1,129,789
7 46,640 1,290,989 1,337,629
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H.研 究 活 動
国立極地研究所の教官(客 員教官を含む)は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究 グループ,気 水圏研究
グループ,地 学研究グループ,生 物学研究グループ,及 び極地設営工学研究グループに所属 し,研 究に従事 している。
各研究 グループは,将 来計画の推進,共 同研究の進展,前 年度の研究実績等を踏 まえ,年 度 ごとの研究計画を立案 し
実行 している。
平成7年 度に行われた研究活動を,「研究」,「国際共同研究等」,及 び 「シンポジウム等」 に区分 してまとめた。
「研究」においては,各 研究グループごとに,教 官ごとの研究課題 を 「一般研究」に,所 外の研究者との共同研究
の研究課題を 「共同研究」に,文 部省科学研究費補助金による研究課題を 「科学研究費補助金による研究」にまとめ,




「シンポジウム等」では,国 立極地研究所主催の5つ のシンポジウム(極 域における電離圏磁気圏総合観測 シンポ
ジウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学シンポジウム,南 極限石 シンポジウム,極 域生物シンポジウム)の 概要
について,ま た,共 同研究の一環 として行われた研究小集会 ・観測研究小集会についてその題目等をまとめた。
1.研 究
1)超 高層物理学研究グループ
(1)一 般 研 究
放射線帯高エネルギー粒子の計算機 シミュレーション 教授 江尻全機
磁気圏物理学での放射線帯高エネルギー粒子の振舞いに関する研究は,磁 気嵐に伴 うプラズマシー トか ら環電流領
域へのエネルギー注入の過程(リ ングカレント形成)や 高緯度オーロラ粒子の起源,低 緯度オーロラの原因等 と密接
に関連 し,重 要な研究課題である。1970年 代の衛星観測の結果により理論の進展が見 られたが,近 年時間分解能の高
い新たな観測結果が出てきて,新 しい理論的検討が必要 となってきた。理論シ ミュレーションの技術 も進歩 し,新 た
な計算手法の開発 を行い,ス ーパーコンピューターによ り高エネルギー粒子分布の時間発展を求めることが出来た。
今回は特に高エネルギーイオンの損失過程 として電荷交換過程 とクーロン衝突 をシミュレーションに取 り入れ,そ の
効果 を明 らかにする事が出来た。磁気圏尾部 より注入された高エ ネルギー粒子の分布関数の時間的及び空間的発展を
求め,衛 星観測データと良い一致が得 られた。 さらに,そ れらが磁気圏高エネルギー粒子のダイナ ミックスと直接因
果関係 を持つ事が推論された。
オーロラ/大 気光の単色全天観測用高感度映像 システムの開発
教授 岡野章一,教 授 江尻全機,助 手 岡田雅樹
短時間で激 しく変化するオーロラの発光現象の研究には短い露光時間で撮像 を行 う必要がある。さらにオーロラ発
光の物理を追究するにはオーロラスペク トルの単一成分を,す なわち単色で撮像 しなければならないが,そ のために
は非常 に明るい光学系に,感 度が高 くかつ読み出し速度の速いデジタルカメラを組み合わせた高い性能が必要である。
本研究は,従 来得られなかった高い性能を持つ単色全天撮像システムの設計,製 作を行 うことであ り,そ のようなシ
ステムはオーロラ研究のみならず全地球的な超高層発光現象である大気光の研究にも多大 な貢献 を果たす。平成7年
度は光学系お よび撮像セ ンサーの設計を行った。光学系 としては,対 物 レンズにFl.4,f=6mmで 視野全角180度 の
魚眼レンズを用い,さ らにリレー光学系により有効径73mmの 干渉フ ィル ターを単色分離に使用 し光軸か ら最大角7
度の平行光束を作 り出 し,最 終的に直径12mmの 単色全天像を結像できるものとした。撮像センサーとしては,高 い
量子効率 を持 ち,1024×1024の 画素をもつ背面照射型のCCDカ メラを用いるが,通 常の読み出 し速度ではオーロラ
観測に適さないため,特 に読み出し回路 を雑音 を増や さずに高速化 し,約1秒 での全画面の読み出 しを実現 した。 シ
【 ?
ステム全体の完成は平成8年 度に持ち越 された。
オーロラの共役点位置 と太陽風磁場 との関係の研究 教授 佐藤夏雄
アイスラン ド 「フッサフェル」観測拠点とその地磁気共役点に位置する南極の 「昭和基地」 と 「あすか基地」 とで
高感度TVカ メラを用いてのオーロラの同時観測を1991年 に実施 した。 この観測は,南 極側が2個 所で同時観測 して
いる事から,可 視 オーロラの経度方向の視野範囲は約1,600kmで ある。その為,オ ーロラの共役性を検証する上で,
オーロラが観測視野範囲外に出る確率は1点 観測 より大幅に改良で きた。この観測期間中,特 に1991年9月9-10日
の夜間に興味深い共役点オーロラが観測 された。3点 で観測 されたオーロラの相関解析か ら,フ ッサ フェルで観測 さ
れたオーロラと最 も共役性の良いオーロラがあすか基地で観測され,昭 和基地では観測されなかった。この原因は太
陽風の磁場のY成 分が地球磁気圏磁場 との相互作用により,地 球磁力線が大きく損 じれた効果によると解釈できた。
昭和基地大型短波 レーダーシステムの研究 助教授 山岸久雄,教 授 佐藤夏雄,助 手 行松 彰
昭和基地大型短波 レーダー第1装 置は平成7年2月,現 地に設置され,試 験観測 を開始 した。当初,パ ワーアンプ
の異常発振,パ ワーアンプ内の電源雑音の漏れ,パ ワーアンプ及び受信器の送受切 り替えスイッチのアイソレーショ
ン不足など,数 多 くの問題点が現地隊員の調査により明らかにされ,そ の対策を施 した結果,7月 より良好なエ コー
が安定に受信で きるようにな り,定 常的な観測が開始された。南極域での短波 レーダー共同観測を行っている英国ハ
レーベイ基地のデータとの比較 を行い,両 者に良好なエコーが受信された9月27日 のデー タにつき,初 期解析を行っ
た。レーダー視野が昼間の時間帯では,惑 星間磁場が南向きの間,カ スプ域固有のエコー領域が低緯度 に移動を続け,
惑星間磁場がパルス状 に北向きになると,カ スプエコーは急に高緯度に移 る様相が見いだされた。また,両 レーダー
の連なった視野の中で,カ スプエコーの領域が地方時数時間にわた り拡が っていることがわか り,カ スプの経度方向
の拡が りを調べ る上で短波 レーダーは有効であることがわかった。
なお,レ ーダー試験運用時に数々発生 した技術的問題点については,今 年度進行中の短波 レーダー第2装 置の設計,
製作 にあた り,十 分考慮 され,改 善策が とられた。
小型短波 レーダーシステムの研究 助教授 山岸久雄,助 手 堤 雅基
北海道母子里の小型 レーダーシステムは昨年(平 成6年)1月,増 設システム(ロ グペ リアンテナ8基,送 信出力
1600w,8ビ ーム走査)に 対する無線局免許が取得 され,同 年8月 からスポラデ ィックE層 やF層 のパルスレーダー観
測が開始 された。観測結果 としては,5時 間にわたって継続するE層 エ コー,ド リフ ト性のF層 エコーなどが観測 さ
れた。
本 レーダーでは配列 アンテナの本数 と送信出力の制約か ら,1000km以 上遠方からのエコーはあ まり期待できない
ため,比 較的近傍の中緯度電離圏を,高 い空間分解能で測定することを検討 した。中緯度電離圏の沿磁力線 イレギュ
ラリテ ィーに見 られるlkm程 度の細かい空間構造 をパルス レーダー方式で観測するには数μsの狭いパルス(占 有帯
域lMHz以 上)を 送信する必要があ り,周 辺 に及ぼす電磁干渉が危惧 される。そこで,現 在,通 総研が沖縄の海洋
レーダーで採用 しているFMCW方 式 を導入 し,シ ステムにFMCWオ プションを追加 した。これにより,本 レーダ 一ー
はパルス方式 とFMCW方 式の両方で動作が可能 となった。 この方式の場合,送 信周波数を25MHzと して,周 波数掃
引幅100kHz,掃 引周期20msに より,距 離分解能1.5km,最 大 ドップラー速度150m/sが 得 られる。
平成7年11月30日,パ ルス及びFMCW併 用 システムに対する無線局免許 を取得 した。以後,次 年度夏期のスポラ
デ ィックE層 を集中的に観測する準備 として試験的観測,処 理プログラムの開発 を行った。
イメージングリオメータによる極冠域での降下粒子観測の研究 助教授 山岸久雄,教 授 佐藤夏雄
われわれは降下粒子の空間分布を電離層電波吸収領域の形態として測定するイメージングリオメータを開発 し,オ ー
ロラ帯の地磁気共役観測点であるアイスランド及び昭和基地,ま たデンマーク気象研究所 と共同で極冠域のデンマー
クスハーブン(グ リー ンラン ド東岸)に て観測を行っている。
本年,新 たにイメージングリオメータを極冠域での地磁気共役点である南極中山基地,及 びスバールバル島ロング
イヤ ビエンに設置することを計画 し,製 造 した。ロングイヤビエ ンについては,極 地研がア ンテナ及び位相マ トリク
スを担当 し,デ ンマーク気象研究所がアンテナ支柱,受 信器,デ ータ収録を担当,ス バールバル大学が運用 を担当す
ることになった。現地設置はデンマーク気象研究所のピーター ・スタウニ ングとスバールバル大学 により平成7年8
月に行われ,8月19日 より順調にデータの取得が行われている。
中山基地については5月 よ り名古屋大学太陽地球環境研究所 グラウンドを借用 し,ア ンテナの仮設,試 験観測を行
い,現 地設置隊員の訓練を8月 に実施 した。観測機器は9月,上 海に送 られ中国の砕氷船 「雪龍」に積載 されたが,
同船に トラブルが発生 し,中 山基地への設置は不可能になり,上 海に機器を持ち帰 った。
EXOS-Dオ ーロラ可視光撮像装置データ解析 助手 門倉 昭,教 授 江尻全機
EXOS-D　 (あけぼの)衛 星搭載のオーロラ可視光撮像装置　(ATV-VIS)　 のデータ処理 を進めている。今 まで観測 し
たほぼ全データについて,正 確な撮像時刻 を求め,確 定軌道データ,姿 勢デー タを含めた撮像情報インデックスデー
タを作成 し,座 標付けされた画像を作成 した。1991年5月 か ら9月 の南半球,1992年1月 から2月 の北半球,1992年
12月か ら1993年1月 の北半球データが取得 されている。南半球におけるデータは,地 磁気活動が活発な期間に取得 さ
れたために,様 々な形態のオーロラ活動がみられ,そ れらの形態の時間変化が,最 高8秒 という時間分解能で とらえ
られている。北半球におけるデータは,地 磁気活動が比較的静かな時に取得されてお り,こ の期間の特徴的なオーロ
ラ活動 として,磁 気地方時23時,磁 気緯度70度 付近に島状に孤立 した輝度の高い領域が存在する,と いうデー タが5
例得 られている。
北欧 ロケ ッ ト実験電 場観 測 データの解析 助手 門倉 昭,教 授 江尻 全機
1994年12月1日 に ノルウ ェーの ア ン ドーヤ にて行 われ た,S-520-21号 機 ロ ケ ッ トに搭 載 され た直流 電場観 測器
に よって取得 され たデー タの解析 を進め た。 ロケ ッ トがオー ロラアー クを横切 る時 に,電 場ベ ク トルの方 向や強度が
特 徴的 に変化 して いる こ と,ま た周期約1秒 の脈動 的 な変 化が アー クの外 側 に存 在す るこ とが示 され た。　EISCAT電
場 デー タやIMFデ ー タと同時解析 を進め てい る。
EXOS-D放 射線帯モニター装置データ処理及び放射線帯の大規模構造変化に関する解析研究
助手 行松 彰
科学衛星EXOS-D　 (「あけぼの」)搭 載の放射線帯モニター装置(RDM)の データ処理が軌道に載 り,東 工大地球惑
星科学科,東 北大サ イクロ トロンRIセ ンターと共同で,こ れまでに取得 され或は現在 も取得され,宇 宙科学研究所に
蓄積 され続けているデータの組織的なデー タベースの構築及びその解析を引 き続 き推 し進めた。数年間に及ぶ この観
測で得 られた地球磁気圏放射線帯の長期変動を示す図が作成され,特 に放射線帯の大規模構造変化を伴 う現象に焦点
を当てた解析を行い,最 近の観測技術の進歩に伴い,再 び脚光を浴びて研究が盛んになった,こ の古 くて新 しい分野
において,　IUGG及 び放射線帯モデリングに関する国際学会にて発表することができた。
超高層モニタリングシステムの基礎開発 助手 菊池雅行,助 手 行松 彰,教 授 佐藤夏雄
PC/AT互 換機をベースとした,マ ルチタスク環境でのネットワーク透過型データ収録,編 集,機 器制御 システム
の基礎開発及び実証運用を行なった。特にファイルフォーマットの検討,ク イックル ックシステムの仕様検討,機 器
制御 アルゴリズムの検討及び実験 を行 った。最終的に,超 高層分野で使用 されている各種 フォーマ ッ トのうち,
NASAが 提唱するCDFフ ォーマ ットを採用 した。 クイックル ックスシステクはネットワークを経由 した監視 を念頭に
お き,　XWindowシ ステム上での実装を行 った。
超高層分野でのマルチタスクOSの 使用は海外では主流にな りつつあるが,国 内での使用はあまり実績がない。 こ
のシステムに必要 とされる技術は将来ネットワークの高速化が進んだ場合,機 器の遠隔制御を簡便に,し かも確実に
行うための要 となる。海外に多数の観測基地を持つ必要のある超高層分野 にとって,将 来必須の技術 となることが予
想される。
電磁粒子 シミュレーションによる飛翔体近傍のプラズマ電磁環境の研究 助手 岡田雅樹,教 授 江尻全機
電磁粒子 コー ドを用いて,飛 翔体近傍におけるプラズマ粒子の運動を追跡 し,飛 翔体周辺で発生するプラズマ波動
の励起,プ ラズマシース領域の形成に関するモデル化を行 った。宇宙実験 ・観測フリーフライヤ(SFU)に よって得
られた観測デー タと比較することにより,実 際の飛翔体近傍で発生 しているプラズマの挙動を説明するモデルを作成
することができた。
MFレ ーダーによる極域中間圏領域の観測計画
助手 堤 雅基,教 授 岡野章…,教 授 江尻全機,助 教授 山岸久雄
第V期5か 年計画により昭和基地に設置予定のMFレ ーダー装置を用いた中間圏領域の観測に向け調査 を開始 した。
既に極域MFレ ーダー観測で実績のあるオース トラリアのアデ レイ ド大学に堤が学術振興会の研究員 として赴き,レ ー
ダー技術の習得 とともに,オ ース トラリアの南極Davis基 地でのMFレ ーダー観測データの提供を受け,特 に大気重力
波の振舞について解析 を行っている。
ポーラーキャップ域のオーロラダイナミックスの研究 教授(客 員)巻 田和男
午後側で特徴的に見 られる,バ ン ド状 オーロラは時々周期的(T=100sec～200sec)に 出現 し,高 緯度に移動 して
は消えることを繰 り返す。 このような周期運動はどのようなプロセスで起 きているのか解析を行 った。使用 したデー
タはスバルバールで観測されたオーロラとほぼ同時刻に磁気圏昼側境界域を飛んでいたGEOTAIL衛 星の磁場変動デー
タである。この解析によると,地 上のデータでは140秒 程度の周期的なオーロラ運動が見 られたが,　GEOTAIL衛 星の
磁場データではこのような周期の磁場変動のみが見られるというより,も っと広い周期にわたって変動が観測 されて
いた。 これらの結果に対する解釈 として,磁 気圏境界域で広い周期にわた り存在 している磁場変動の…部が粒子 と相
互作用 を起こし,そ の周期変動 と同期 して粒子の降下が起 こるため,地 上で周期的なオーロラが見 られると考えられ
る。 しか しなが ら,何 故,午 後側で特徴的に起 こるのか,あ るいは太陽風のいかなる状況がこの現象を引き起こすの
か,例 が少ないため今のところ良くわからない。
このような点 を理解するのには,午 後側オーロラ現象の例を増やし,そ の時の特徴や状況を詳 しく調べる必要があ
る。 このために,南 極の中山基地(中 国基地)で 観測 された長期間のオーロラデータの解析を開始 した。中山基地で
の午後側オーロラの一部を解析 してみると,や は り周期的なバン ド状オーロラが頻繁に出現 していることがわかった。
今後,こ のような例 と磁気圏境界域でGEOTAIL等 で観測された磁場変動データとの比較検討を行ってい く。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
佐 藤 夏 雄 国立極地研究所
極域超高層における太陽エネルギー輸送 ・変換過程
の研究
イ.一 般共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
市 川 行 和 宇宙科学研究所 ・教授 オーロラ生成物理過程に関する研究









菊 池 崇 通信総合研究所 ・主任研究官
南北 イメージングリオメータ網 によるCNAの 時間
空間特性の研究
麻 生 武 彦 京都大学工学部 ・助教授 多点オーロラ立体観測に関する研究
前 田 佐和子 京都造形芸術大学 ・教授
DMSP衛 星オーロラ画像データの画像処理に基づ く
極域擾乱の研究
島 倉 信 千葉大学工学部 ・教授
磁気圏VLF波 動の信号処理及び到来方位 ・偏波の実
時間測定
柴 崎 和 夫 國學院大学文学部 ・助教授 オーロラ発光メカニズムと地磁気擾乱 との関係
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
渡 邊 尭 茨城大学理学部 ・教授 太陽活動と極域大気変動との関係





野 村 彰 夫 信州大学工学部 ・教授
極域 中間圏金属原子層観測の為の共鳴 ドップラーラ
イダーの開発
坂 翁 介 九州大学理学部 ・助教授 オー ロラブ レイクア ップと赤道Pi2脈 動の研究




南 繁 行 大阪市立大学工学部 ・講師 極域における大気波動の研究
長 井 嗣 信 東京工業大学理学部 ・助教授
極域の磁場 オーロラ変動に伴 う地球近傍の高エネル
ギー粒子のダイナミクスの研究
大 家 寛 東北大学理学部 ・教授
科学衛星 「あけぼの」 によるプラズマ波動観測 と地
上観測相互比較によるオーロラ発光域における波動
粒子相互作用の研究
森 岡 昭 東北大学理学部 ・教授
ロケ ット・地上観測 にもとつ くオーロラ活動 とHF
波動の相関に係わる研究
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 磁気圏内波動 ・粒子相互作用の研究




田 中 義 人 山口大学教育学部 ・教授
磁気圏サブス トームに伴 う極域か ら低緯度への高エ
ネルギー粒子の流入機構
杉 浦 正 久 東海大学開発技術研究所 ・教授
極域における波動 と沿磁力線電流による磁気圏一電
離圏結合過程の解析的研究
利根川 豊 東海大学工学部 ・助教授 地上多点観測お よび人工衛星によるULF波 動の研究
佐 藤 夏 雄 国立極地研究所 磁気圏嵐郡と太陽圏現象
平 島 洋 立教大学理学部 ・助教授
オーロラX線 の空間分布および時間変化による磁気
圏 ・電離圏結合 と高エ ネルギー粒子加速の研究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.国 際学術研究
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 カスプ帯 とオーロラ帯2対 共役点観測による太 7～8 江 尻 全 機
陽風エネルギー流入過程の研究 岡 野 章 一
ト




岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
岡 野 章 一 ・教 授 北極域における上部成層圏オゾンの研究観測 7
イ.一 般研 究C
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
門 倉 昭 ・助 手 イメージングリオメータを用いたオーロラの南
北半球共役性の研究
5～7 山 岸 久 雄
宮 岡 宏
行 松 彰
菊 池 雅 行
ウ.日 本学術振興会 日英科学協力事業共同研究
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 昭和基地一ハ レ基地短波 レーダーによる極域電 7～8 江 尻 全 機
磁圏 ダイナ ミックスの日英共同研究 岡 野 章 一




渡 辺 正 和
(4)研 究 成 果 の 発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月




Observations　 of　 the　 Geomagnetic　 Field　 byF. Tohyama, STEP　 GBRSC　 NEWS,　 5,　No.1995










極域気水圏リモー トセ ンシングデータ利用に関 平沢尚彦,山 内 恭, 南 極 資 料,39巻,2号,198 1995
する研究小集会報告 江尻全機 一204
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Absence　 of　 correlation　 between　 periodic　 pul一H.　 Minatoya, J.　Geomag.　 Geoelectr.,　 47,1995




Computer　 experiments　 of　 spacecraft-plasmaM.Okada, J.Geophys.Res.,100,215491995
interactions　 in　 a　dilute　 and　 high-beta　 plasmaY.Omura, nd 一21559
with　 a　fast　 plasma　 flow H.　 Matsumoto
Observations　 of　thermospheric　wind　 velocitiesH.　 Nakajima, App1.Opt.,34,No.36,83821995.12
and　 temperatures　 by　 the　 use　 of　 a　Fabry-PerotS.　Okano,
一8395
DoPPIer　 imaging　 system　 at　 Syowa　 Statiol1,H.　Fukunishi　 and
Antarctica T.　Ollo
高高度気球による北極及び日本上空上部成層圏 岡林 昌宏,田 口 真, 大気球シンポジウム 1995.12
オゾン観測 福西 浩,岡 野章 一, 平 成7年 度,55-58
H.　Gernandt
Polar　 Patrol　 Balloon　 (PPB)　 に よ り観 測 さ れ た鈴木裕武,平 島 洋, 大気球シンポジウム 1995.12
制動輻射X線 スペク トルの不変磁気緯度依存性 村上浩之,江 尻全機, 平 成7年 度,89-92
山上 隆正,児 玉正弘,




題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
PPB6号 機による宇宙線の観測m 国本修司,村 上 聡, 大気球シンポジウム 1995.12
中川道夫,高 橋 保, 平 成7年 度,100-103
西村 純,山 上 隆正,
平島 洋,森 本幸司,
村上浩之,江 尻全機,
山内 誠,河 野 毅,
小玉正弘,山 極 巌
MUレ ーダーによる高分解能流星観測の光学同 中村卓司,津 田敏隆, 第10回 大気圏シンポジウムプ1996.2
時観測への応用 深尾昌一郎,堤 雅基 ロシーデ ィングス,平 成7年
度,66-69
S-520-19号 機 搭 載吸 収 セル に よる地 球 コロ渡辺真規子,福 西 浩, 第10回 大気圏シンポジウムプ1996.2
ナの観測 渡辺重十,川 原琢也, ロシーデ ィングス,平 成7年
岡野章一 度,122-125
A　 convection　 enhancement　 event　 observedY.　Ebihara, Proc.　 NIPR　 Symp.　 UpPer1996.2










Polar　 cusp,　 plasma　 mantle　 particles　 and　 theirK.　Makita and Proc.　 NIPR　 Symp.　 UpPer1996.2
relationships　 to　polar　 rain M.Ayukawa Atmos.Phys,9,25-33
Investigation　 of　 plasma　 density　 disturbancesM.　 Okada, Proc.　 NIPR　 Symp.　 UpPer1996.2





Systematic　 analysis　 for　 the　 study　 of　 auroralH.　Minatoya, Proc.　 NIPR　 Symp.　 UpPer1996.2
conjugacy:　 An　 apPlication　 to　periodic　 pulsatingN.　Sato, Atmos.Phys.9,63-66
auroras T.　Saemundsson,　 and
T.　Yoshino
Time　 lag　 of　 auroral　 breakup　 m　 conjllgateN. Sato, Proc.　 NIPR　 Symp.　 UpPer1996.2
hemispheres T.　Nagaoka,　 and Atmos.Phys.9,72-74
T.　Saemundsson
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イ.口 頭 によ る発表
題 目
ll I
1発 表 者 発表した学会等の名称
1
発表年月
流星エコーを利用 した風速 ・温度変動同時観測 堤 雅基,津 田敏隆, 日本気象学会 1995.5
による中間圏界面領域の大気潮汐波の解析 中村卓司,深 尾昌一郎
S-520-19号 ロケ ッ トLAPに よる地球 コロナ観川原琢也,岡 野章 一, 第4回 科学衛星 ・宇宙観測 シ 1995.6
測 渡辺真規子,渡 辺重十, ンポ ジウム
福西 浩
S-520-21号 機MAP　 (Multi-channel　 Aurora今井 正,岡 野章 一, 第4回 科学衛星 ・宇宙観測 シ 1995.6
Photometer)に よ る オ ー ロ ラ の 観 測 福西 浩 ンポ ジウム
PLANET-B/UVSの観 測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 福 西 浩,渡 辺重十, 第4回 科学衛星 ・宇宙観測 シ 1995.6
田 口 真,高 橋幸弘, ンポ ジウム
岡野章一,川 原琢也
On　 Newly　 Formed　 Radiation　 Belts　 Observed　 by行松 彰,江 尻全機, IUGG　 XXI　 General　 Assembly,1995.7
Radiation　 Monitor　 Aboard　 Akebono　 (EXOS-D)長井嗣信,高 木俊治, Boulder,　 Colorado,　 USA
紺野敦子,寺 沢敏夫,
河野 毅,愼 野文命
Conjugate　 study　 of　 electrodynamics　il/　 the佐藤夏雄, SCAR総 会STARWGシ ンポ ジ1995.8
auroral　 and　 cusp/cap　 regions T.　Saemundsoon
, ウム
R.　Liu
流星エコーを利用 した中間圏界面領域の半日周 堤 雅基,津 田敏隆, 日本気象学会 1995.10
期潮汐波の風速 ・温度変動同時観測 中村卓司,深 尾昌一郎
AKEBONO　 Observation　 of　 Radiati(m　 Belts行松 彰,江 尻全機, Workshop"Radiation　Belts:1995.10
Particls 長井嗣信,高 木俊治, Models　 &　 Standards",Brus一




Computer　 simulation　 oll　 the　 formation　 of　 the海老原裕輔,宮 岡 宏, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
plasmasphere　 and　 the　 convection　 electric　 field遠山文雄,江 尻全機 星圏学会
model
放射線 帯の ダ イナ ミクス1989-1994年 の 「あ け紺野敦子,長 井嗣信, 第98回 地球電磁気 ・地球惑1995.10
ぼの」による観測i高 木俊治,行 松 彰, 星圏学会
1河 野 毅,愼 野文命





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Polar　 Patrol　 Balloon　 (PPB)　 に よ り観 測 さ れ た鈴木裕武,平 島 洋, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
制動輻射X線 スペク トルの不変磁気緯度依存性 山田顕宏,江 尻全機, 星圏学会
山上隆正,小 玉正弘
昭和基地短波 レー ダーシステム建設 と初期運用 山岸久雄,行 松 彰, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
経過 佐 藤夏 雄,昭 和 基地 星圏学会
HFレ ー ダ ー研 究 グ ル
一 プ
ポーラカスプ/ク レフ ト領域における昼間側電 西野正徳,太 田久智, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
離層吸収現象のダイナ ミクス 山岸久雄, 星圏学会
P.　Stauning,
J.　A.　 Holtet
多点オーロラモ トグラフィ国際協同観測 麻生武彦,浦 島 智, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
宮岡 宏,江 尻全機, 星圏学会
Ake　 Steen,
Urban　 Brandstr6m
パ ルセ ーテ ィングオー ロラ生成 に伴 うWhistler宮 岡 宏,森 岡 昭, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
mode　 ELFエ ミッシ ョンの直接 観測 大家 寛,岡 田敏 美, 星圏学会
鶴田浩一郎,江 尻全機
S520-21号 ロケ ッ トに よ るプ ラ ズマ計 測 ・波山本真行,小 野高幸, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
動観 測 とwakeの 影響 大家 寛 星圏学会
昭和基地Super　 DARN　 HFレ ー ダーの運 用及び行松 彰,山 岸久雄, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
データ処理解析 システム と観測初期結果 佐藤夏雄,他,昭 和基 星圏学会
地HFレ ー ダー研究 グ
o
ル ー フ
南極昭和基地における熱圏風のファプリーペロ 久保 田実,福 西 浩, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
一 ドップ ラー イメー ジ ング観 測 岡野章一 星圏学会
ミルズ クロス型 イ メー ジ ングリオメー タの 開発 藤 田裕一,山 岸久雄, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
西野正徳 星圏学会
1994年9月 共役観 測 に よる オーロラ と地磁気変橋本久美子,佐 藤夏雄 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
動の共役性 星圏学会
北 欧 ロケ ッ ト実 験(J-ARCI)に よる電 場 観 測門倉 昭,江 尻全機, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10




題 目 ミ 発 表 者 !発 表した学会等の名称 発表年月
1
一
昭和基地に於けるスペク トルマ トリクス法によ|菊 池雅行,山 岸久雄, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
るリアルタイムVLF方 探システムの開発 島倉 信 星圏学会
i




あけぼ の衛星/PWSに よる高 城混 成周波 数花岡 史,大 家 寛, 第98回 地球電磁気 ・地球惑
ミ
1995.10
(UHR)波 動近傍 スペ ク トルの特性 小野高幸,飯 島雅英 星園学会　　　　　　　ll
PLANET-B搭 載 紫外線 撮像 分光計(UVS)の 開田口 真,福 西 浩, 第98回 地球電磁気 ・地球惑
lI
1995.10
発 渡部重十,高 橋幸弘, 星圏学会 1
岡野章 一,川 原琢也 1
流星エコーを利用 した中間圏界面領域の半 日周 堤 雅基,津 田敏隆, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
期潮汐波の風速 ・温度変動同時観測 中村 卓 司,深 尾 昌一一郎 星圏学会 1
南極昭和基地におけるレーザーヘテロダイン分 小 出理史,田 口 真, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10|
光計 を用 いた オゾ ン ・メタン ・一酸化二窒 素 ・ 福西 浩,岡 野章一 星園学会 1
硝酸の観測 1
Observations　 of　 ozolle　 in　 the　 arctic　 upPer岡林昌宏, 第98回 地球電磁気 ・地球惑1995.10{
stratsophere　 by　 optical　 sensors　 ol/　board　 BT一H.　Gernandt, 星圏学会
5　 balloons 岡野章 一,田 口 真,
福西 浩
S-520-21号 機 搭 載 フ ォ トメー ター に よる オ今井 正,岡 野章一, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
1
一ロ ラ観 測 渡部重十,福 西 浩 星圏学会
ハ レ ア カ ラ に お け るOI557.711m,NaD及 びOH 椿 俊光,岡 野章一, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10
(8-3)大 気光の全天撮像観測 阿部利広,福 西 浩, 星圏学会
木山喜隆
1
MUレ ー ダー と分 光 計 に よる 中間 圏上 部 のOH　 高橋 久夫, 第98回 地球電磁気 ・地球惑 1995.10







津 田敏隆,深 尾昌一一郎,``堤 雅基
SFUに よる宇宙飛翔体のプラズマ電磁環境に関岡田雅樹,渡 辺勇三,第98回 地球電磁気 ・地球惑1995,101







題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月








一 キ ング グルー プ
あけぼの衛星搭 載ATV-VISに よるオー ロラ観測門倉 昭,江 尻全機, 第6回STEPシ ンポ ジウム 1995.11
小口 高
昼側オーロラの特性 巻 田和 男,鮎 川 勝, 第6回STEPシ ンポ ジウム 1995.11
山岸久雄,西 野正徳
レーザーヘテロダイン分光法 を用いた大気微量 小 出理史,田 口 真, 第6回STEPシ ンポジ ウム 1995.11
成分 の リモー トセ ンシ ング 福西 浩,岡 野章一




オーロラ トモグラフィの第一回多点国際協同観 麻生武彦,浦 島 智, 第19回 極域における電離圏磁 1995.11
測 藤田淳文,中 井裕二, 気圏総合観測シンポジウム




南極 昭和 基 地で の オ ー ロ ラEsと 光 オ ー ロ ラの 蒔 田好行,巻 田和男, 第19回 極域における電離圏磁 1995.11
関係 野崎憲朗 気圏総合観測シンポジウム
昼側オーロラの午前 ・午後での比較 巻 田和男,鮎 川 勝, 第19回 極域における電離圏磁 1995.11
西野正徳,山 岸久雄 気圏総合観測 シンポジウム
フ ァブリペ ロー ドップ ラー イメー ジング システ 久保 田実,福 西 浩, 第19回 極域における電離圏磁 1995.11
ムを用いた高緯度熱圏中性風の観測 岡野章一 気圏総合観測 シンポジウム
ファブリペロー干渉計 を用いた中層大気運動の 石 井 守,森 弘隆, 第19回 極域における電離圏磁 1995.11




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
北欧 ロケ ッ ト実験(J-ARCI)電 場観測 結果 門倉 昭,江 尻全機,第19回 極域 における電離圏磁 1995.11




感性 語 に よるDMSP衛 星 オー ロラ画像検索 シス黒住祥祐,前 田佐和子, 第19回 極域 における電離圏磁 1995.11
テムの改良 宮 岡 宏,門 倉 昭, 気圏総合観測シンポジウム
行松 彰
i
PPBに よるオ ー ロラX線 と昭和 基地 ・ア イスラ平島 洋,下 林 央, 第19回 極域 における電離圏磁 1995.11




PPB#6を 用いた南極域 における宇宙粒子(プ中川道夫,国 本修 司, 第19回 極域における電離圏磁 1995.11
ロ トンとヘ リウム)の 観測 片寄祐作,村 上 聡, 気圏総合観測シンポジウム





河野 毅,山 極 巌,
森本幸司,村 上浩之,
鈴木裕武,平 島 洋
昭和基地HFレ ーダー建設 と初期結果 山岸 久雄,行 松 彰, 第19回 極域における電離圏磁1995.11
佐藤夏雄,極 地研超高 気圏総合観測 シンポジウム
層物理 グループ,36次
南極観測隊宙空部門,
HFレ ー ダー 共 同研 究
グルー プ
昭和基地Super　 DARN　 HFレ ー ダーの制御 ・運行松 彰,山 岸久雄, 第19回 極域における電離圏磁 1995.ll
用及びデータ処理解析 システムと観測初期結果 佐藤夏雄,他,昭 和基気圏総合観測シンポジウム
地HFレ ー ダー 研 究 グ
ル ー プ,　 M.　 Pinnock
1
昭和基地HFレ ーダーで観測 された中規模TID 小川忠彦,山 岸久雄, 第19回 極域 における電離圏磁 1995.11
行松 彰,佐 藤夏雄, 気圏総合観測シンポジウム 1
加藤泰男,大 高…弘







題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
SFUに よる宇宙飛翔体のプラズマ電磁環境の研岡 田雅樹,渡 辺勇 三, 第19回 極域における電離圏磁 1995.11
究 佐 々木 進,松 岡 忍, 気圏総合観測 シンポジウム
江尻全機
粒子 コー ドに よるプラズマ圏 ダイナ ミックス に 海老原祐輔,宮 岡 宏, 第19回 極域における電離圏磁 1995.11
関する計算機実験 遠山文雄,江 尻全機 気圏総合観測シンポジウム
Auroral　 photoemission　rate of　 the　 first　 nega一恩 田邦 蔵,宮 岡 宏, 第19回 極域における電離圏磁 1995.11
tive　 balld　 system　 of　 N2+　 atλ427.8nmob一市川行和,江 尻全機 気圏総合観測シンポジウム
served　 by　 the　 sounding　 rocket　 and　 its　simula一
tion　 using　 measured　 electron　 differential　 ener一
gy　flux
Pc3脈 動の振幅変調 と磁気圏粒子環境 坂 翁介,渡 辺 修, 第19回 極域における電離圏磁 1995.ll
佐藤夏雄,山 岸久雄, 気圏総合観測シンポジウム
門倉 昭
大磁気嵐における夜側 リージ ョン2沿磁力線電 渡辺正和,飯 島 健 第19回 極域 における電離圏磁 1995.11
流系の変形 気圏総合観測シンポジウム
共役点におけるオーロラブレイクアップ開始時 佐藤夏雄,橋 本久美子, 第19回 極域 における電離圏磁 1995.11
間差 加藤賢一 気圏総合観測シンポジウム
南極における微気圧観測 南 繁行,鈴 木 裕, 第19回 極域 における電離圏磁 1995.11
佐藤夏雄,江 尻全機, 気圏総合観測シンポジウム
山岸久雄,西 野正徳
11/vestigation　 of　 possible　 electromagnetic　dis一 M.Okada
,
AGU　 Fall　Meeting 1995.12
turballces　 caused　 by　 spacecraft-plasma　in一 B.T.Tsurutani,





次期南極大気球観測計画 江尻全機 大気球 シンポジウム 1995.12
平成7年 度
高高度気球 による北極及び日本上空上部成層圏 岡林 昌宏,田 口 真, 大気球 シンポジウム 1995.12
オゾン観測 福 西 浩,岡 野章一, 平成7年 度
H.　 Gernandt
Polar　 Patrol　 Balloon　 (PPB)　 に よ り観 測 さ れ た鈴木裕武,平 島 洋, 大気球 シンポジウム 1995.12
制動輻射X線 スペク トルの不変磁気緯度依存性 村上浩之,江 尻全機, 平成7年 度
山上隆正,小 玉正弘,
PPBワ ーキ ン ググルー
プ
～20一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
PPB6号 機による宇宙線の観測皿 国本修司,村 上 聡 大気球シンポジウム 1995.12
中川道夫,高 橋 保, 平成7年 度
西村 純,山 上 隆正,
平島 洋,森 本幸司,
村上浩之,江 尻全機,
山内 誠,河 野 毅,
小玉正弘,山 極 巌
MUレ ーダーによる高分解能流星観測の光学同 中村卓司,津 田敏隆, 大気圏シンポジウム 1996.2
時観測への応用 深尾昌一郎,堤 雅基 平成7年 度
S-520-19号 機 搭 載 吸収 セ ル に よる地 球 コロ渡辺真規子,福 西 浩, 大気圏シンポジウム 1995.12
ナの観測 渡辺重十,川 原琢也, 平成7年 度
岡野章一
SCと 放射線帯 行松 彰 「SCに関連 した太陽地球系 1996.3
現 象の総 合解析」　(STE研 究
連絡会主催)
Nightside　 subauroral　 field-aligned　 current　 sys一渡辺正和,飯 島 健 The　 spring　 MIST 1996.3
tem　 during　 great　 magnetic　 storms (Maglletoshere-Ionosphere一
Solar-Terrstrial)　 meeting
非構造格子を用いた電磁粒子コー ドによる宇宙 岡田雅樹,大 村善治, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
飛翔体のプラズマ電磁環境の計算機実験 松本 紘 会
狭帯域放射 と相互作用する木星電波Sバ ース ト 村上利幸,大 家 寛, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
発生機構の研究 小野高幸,飯 島雅英 会
Planet-B搭 載 サ ウ ンダー な らびにプ ラズマ波動小野高幸,大 家 寛, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3




宮岡 宏,小 林 香
S520-21号 ロケ ッ ト観測 にお け るwake効 果 の山本真行,小 野高幸, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
プラズマ波動の観測への影響について 大家 寛 会
南極昭和基地における熱圏ダイナ ミックスのフ 久保 田実,福 西 浩, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
昭和基地短波 レーダー 一初期運用 と解析結 山岸久雄,行 松 彰, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3




HFレ ー ダ ー で 観 測 し たEcho　 regionお よ び西谷 望,小 川忠彦, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
Dopplervelocityの 地磁 気活動 度依存性佐藤夏雄,山 岸久雄, 会
行松 彰,渡 辺正和
Pc5地 磁気脈動 に伴 うCNA脈 動の振幅位相変加藤賢一,山 岸久雄, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
化の空間構造 佐藤夏雄 会
Expansion　 typeのpulsatingオ ー ロ ラ の 拡 大 収 縮瀧澤博和,森 岡 昭, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
速度 について 宮岡 宏 会
1994年9月 共役観測によるオーロラと地磁気変橋本久美子,佐 藤夏雄 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
動の共役性 会
周期的パ ル七一 テ イングオー ロラの共役性 諸岡倫子,佐 藤夏雄, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
港屋浩一,小 林公蔵 会
午後側 オー ロラ(12-15MLT)の 特徴 巻 田和男,鮎 川 勝, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
西野正徳 会
昭和 基地Super　 DARN　 HFレ ーダー観測初期結行松 彰,山 岸久雄, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
果 一その2一 佐藤夏雄,他,昭 和基会




ア ラスカ ・ポー カー フラ ッ トにおけ る高分解 能 村山泰啓,森 弘隆, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
イメージ ング ・リオ メー タ実験 貝沼昭司,石 井 守, 会
五十嵐喜良,山 岸久雄,
西野正徳
1995年7-12月 のMUレ ー ダ/光 学 同時観 測 に中村卓司,津 田敏隆, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
おける下部熱圏の背景中性風と温度変動 深尾昌一郎,堤 雅基 会




題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
ファブリーペロー干渉計を用いた夜光観測 によ 石井 守,森 弘隆, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
る下部熱圏 ・中間圏の速度場の推定 佐 川永一,巌 本 巌, 会
村 山泰啓,亘 慎 一,
長妻 努,岡 野章一
光学オゾンゾンデによって観測 された1995年 の岡林 昌宏,岡 野章一, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
三陸及びスピッツベルゲン上空成層圏オゾン高 H.　 Gernandt, 会
度分布 田口 真,福 西 浩
月表層テク トニクスの解明一周回衛星搭載 レー 山路 敦,山 口 靖, 地球惑星科学関連学会合同大 1996.3
ダーサ ウ ンダーに よる観測計画 一 小野 高幸,佐 々木品, 会
岡田達明,月 回収探査
機搭載 レーダーサ ウ ン




(1)一 般 研 究
北極雪氷圏の年々変動の研究 教授 小野延雄
地球規模の気候や環境の変化は北極圏に顕著に現れると考 えられている。 しか し,年 々変動も増幅 して トレンドを
覆い隠すので,ノ イズ的年々変動の実態を明らかにすることが重要である。国際北極海航路開発計画　(INSROP)　 の
委員会活動の中で,シ ベ リア沿岸沖の北東航路海域の海氷状況の年々変動を調査 した。その結果,航 行難易度は年に
より海域 によって変動が大 きいことがわか り,温 暖化 トレン ドの抽出などには代表性のある標本海域 を選定すること
が重要であるとの認識が得 られた。
氷床 コアによる過去三十万年間の気候 ・環境変動の復元に関する研究(1)
教授 渡邉興亜,藤 井理行,助 教授 神山孝吉,本 山秀明,　COE研 究員 島田 亙,教 授(客 員)川 田邦夫
過去三十万年間の気候 ・環境変動 を明 らかにする雪氷 コアを採取するために,東 南極東クイーンモー ドランド地域
の ドーム頂上に位置する ドームふじ観測拠点 において,「氷床 ドーム深層掘削観測計画」による深層掘削 を開始 した。
深層掘削によって得 られた氷コアを用いて,現 場での層位観察,薄 片観察,密 度の測定,電 気伝導度の測定 を実施 し
た。また,ド ームふ じ観測拠点での初めての越冬 となる1年 次 となるので,雪 氷コアの中の層構造や物質分布の形成
機構 を解明するための基礎的な情報を収集するための,地 上気象,雪 尺による堆積量,表 面積雪サンプル等の各種気
象 ・雪氷観測 を実施 した。
北極雪氷圏科学の推進
教授 渡辺興亜,藤 井理行,助 教授 神山孝吉,助 手 本山秀明,　COE研 究員 島田 亙
北極雪氷圏が,過 去および現在の地球規模の環境変動に果た している役割を明 らかにすることを主な目的 として,
国内及び国外の研究 グループと共同研究 を進めている。今年度は 「北極圏スーバルバル諸島北東島雪氷掘削お よび解
析」をロシアの研究者にロジステ ィックスの支援 を仰いで実施 した。その後ノルウェーの研究者と掘削 コアの協同研
究を実施 している。国内的にはスーバルバル諸島での雪氷掘削計画の一環,国 際的にはICAPPの 初年度とい う位置づ
けである。「ロシア国セムリナヤゼム リア,タ イ ミル半島偵察」 を実施 し,ヘ リコプターや航空機の運用面の調査 を
行った。同時にロシアのセムリナヤゼムリア観測体勢を現地調査 し,将 来の共同研究の可能性について打ち合わせた。
「カナダ偵察」 として,ペ ニー氷帽への予察 とカナダ国研究者 との打 ち合わせ を実施 した。物理的な側面か らの研究
を中心 に日本が参加することに合意 した。「北グリーンラン ド深層 コア掘削解析計画　(North　GRIP)　参加」のため研
究打ち合わせを実施 した。「シベリア冬期偵察」を行い,現 地状況調査 ・雪氷サ ンプリングを実施 した。
光 ファイバジャイロによる氷床表面の微細地形の連続測定 助手 古川晶雄,教 授 渡辺興亜
光 ファイバジャイロとは,サ ニャック効果 を利用 して運動体の回転の角速度や姿勢角を検知する光ファイバセンサ
である。この研究で使用 した光ファイバジャイロは,3軸 方向の光ファイバループを持 ち,航 空機,車 両などの動揺
体の3軸 方向の姿勢角 と角速度を検出する。 この光ファイバジャイロを設置 した雪上車で南極氷床上のルー トを走行
して,セ ンサ より次々と出力 されるデータを記録 した。これ らのデータを解析することにより,氷 床表面地形の連続
プロファイルを得た。この連続プロファイルは表面の数十cmス ケール凹凸を反映 していると考えられ,逆 にこのプ
ロファイルから氷床表面の凹凸のスケールと頻度に関する情報 を得ることが可能 となると考えられる。
極域降雪中および極域積雪中の物質の空間的 ・時間的濃度変動に関する研究 助教授 神山孝吉
降雪中の物質濃度は時間的にも空間的にも変動 している。降雪は積雪 となって地表面に堆積 していくが,極 域では
溶けることな く氷河 ・氷床を形成 してい く。降雪中に含まれる物質濃度は大気環境 を反映 している。 したがって大気
環境の時空間変動が降雪中の物質濃度変動 として現われ積雪 として固定される。積雪層には固定された物質の時間変
動が層構造 とともに保存される。 しかしなが ら積雪中一部の物質は結合あるいは分解 し化学変化を生 じ,ま た一部の




北極 スバ ール バル北東 島Vestfonna氷 河210m雪 氷 コア掘削
助教授 神 山孝 吉,助 手 本 山秀 明,教 授 渡辺興亜
スバー ルバ ル諸 島の北 東 に位 置す る北東 島Vestfonna氷 河 にて 日本 ・ロ シア ・ノルウェー との共 同観測計 画 として
氷河 コア掘削 を行 った。本 計画は国際北 極科学研 究委 員会(IASC)雪 氷WGの 共 同研 究計画 であ る環北 極海雪氷 コア
計画(ICAP)の 一環 と して位 置づ け られ る。掘削 地点 を北東 島西 島最 大氷河氷 帽 中央 部最高 地点(79°58'N,21°02
'E
,600ma.s.1.)に 設 定 し,ヘ リが到 着 した直後 の5月19日 か ら5月28日 に掛 け て掘 削,ヘ リを待機 した6月11日
まで ピッ ト観測 と試 料採取,掘 削 コア解析 な どを行 った。その後掘削 試料 を冷 凍状態で ニー オルソ ン基地 に輸送 した。
北極域の雲 と降水の変動の研究 助教授 和田 誠
1992年 か らXバ ン ドの鉛直 レーダを用いて降水の観測を続けている。1995年3月 にレーダー反射強度 と降水量の比
較観測を行った。 このときのデータを基に して,1992年 か ら1995年 までのレーダー反射強度データを用い月降水量の
見積 もりを行った。レーダーの調整不良等 によるデータの絶対値 に関する問題点が見つかったが,相 対値 を議論する
ことによって次の結果を得ることができた。
1992年8月 か ら1995年3月 までの約3年 間でみると1,2月 頃の冬 と6月 頃降水量が少ない。この傾向は同時期の
ノルウェー気象研の観測デー タにもみられる。降水のあるな しを示す降水の存在頻度と,　lkm高 度のエコーのある
なしを示すlkmエ コーの存在頻度のデータにも同 じ傾向が見 られる。 しか し3km,　 5kmエ コーの存在頻度のデー
タでははっきりしない。一方 ノルウェー気象研の雲量データは冬 に小さく夏に大きい傾向が見 られ,6月 頃の降水量
の少ない季節に対応する減少は見られない。雲量 と降水 量についての結果 を考えると,冬 は雲が少ないために降水量
も少ない。 しか し,夏6月 頃は,雲 は多いが雲の降水効率が悪 く降水量が少ない と考えられる。
南極 ブライ ド湾に形成 される沿岸ポ リニアの海洋過程 助手 牛尾収輝
ポリニアと呼ばれる,海 氷域内の開水面 または薄氷 ・疎氷域は大気一海洋間の熱 ・物質交換,さ らには水塊形成に
寄与することで重要な研究対象である。特に厳寒期に現れる沿岸ポリニアは,活 発な海氷生産を引き起こしながら,
海洋構造の形成に大 きく影響する。そこで人工衛星NOAA及 びMOS-1に よる画像をもとに,ブ ライ ド湾(東 経24度,
南緯70度 付近)の 海氷分布の特性 を調べた。9～10月 の冬季で も,海 氷密度の小さい状態が維持 されてお り,ま た過
去の海洋観測データか ら,冬 季の対流混合がほぼ海底まで(水 深は250～300m)達 していることがわかった。塩分,
溶存酸素量の他,化 学的成分の分布 も合わせて,海 洋構造 の特徴を把握 した。 また沿岸ポリニアとして昭和基地北方
に形成される大利根水路は大陸斜面上に位置することから,両 ポリニアの海洋過程を比較することによって,沿 岸ポ
リニアが南極海氷域に果たす役割を検討 した。
氷床 中 での気 泡 か らAir-hydrateへ の交 換 に関 する不均一核生 成モデル
COE研 究員 島田 亙,教 授(客 員)本 堂武夫
氷 床 中に は過 去 の大気 成分 が気 泡の形 で 閉 じこめ られてい るが,深 度 の増 加 とと もに収縮 し,や が てAir-hydrate
へ変 換す る。 これ まで,気 泡か らAir-hydrateへ の変換 の律速 過程 は,核 生成 の困難 さに よる もの と考 え られ て きた
が,ご く最近,氷 中の気体 の拡散 の困難 さに起 因す る とい う考 え方 も提 案 された。 しか し,両 者 とも実 際の観察結 果
を うま く説明 で きてい ない。
氷 床 コア 中で は,気 泡 もAir-hydrateも 散在 してい る。 この 系の場 合,固 相 中の固相 の成 長で あ るため,あ る程 度
離 れた もの は独 立 して いる とみ なす こ とがで きる。 また,　Grain　 Boundaryや 不純 物 な ど核生成の助 け とな りうる も
のが 多数含 まれてい る。 したが って,こ の よ うな もの に よる 「不均 一核 生成」 を考 える必 要があ る。
そ こで,こ れ らを考慮 して,気 泡 の散在す る氷 中でAir-hydrateは,核 生 成 に有効 な不純物 を含 む気 泡か ら順 に変
換 してい くと予 想 した。 このモ デルを用い る と,氷 床 コアの観察結果 を良 く説 明す るこ とがで きた。
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
日本上空における大気中二酸化炭素の酸素同位 中澤高清,遠 井充子, 日本気象学会 1995.5
体比の観測 石澤み さ,田 中正之,
森本真司,青 木周司
JARE35ド ーム計画活動 報告 と東南極S16一 ドー庄子 仁,斉 藤隆志, 気水圏シンポジウム 1995.7





ドームふ じ観測拠点建設 斉藤 健,中 川和 久, 気水圏シンポジウム 1995.7
伊東政志,大 日方 …夫,
田口雄 二,小 西勇 二,
佐藤佳昭,白 岩孝行,
庄子 仁,石 沢 賢二,
佐野雅史,竹 内貞男,
横 山宏太郎,渡 辺興亜
SARイ ンター フェロメ トリに よる南極 の氷河氷西尾文彦,木 村 宏, 気水圏シンポジウム 1995.7
床の変動の研究 古川晶雄,見 冨 恭
ERS-1/　 SAR,　 MOS　 -1/MESSR画 像 を用 い高橋 晃,藤 井理行, 気水圏シンポジウム 1995.7
たベルジカ山脈周辺の氷床の研究 古川晶雄,長 幸平,
西尾文彦
南極域衛星データの画像特徴量 による領域分割 村本健一郎,得 永敬信, 気水圏シンポジウム 1995.7
松浦弘毅,山 内 恭
南半球海氷域 における大気の熱エネルギー収支 岡田 格,山 内 恭 気水圏シンポジウム 1995.7
の季節変化について
昭和基地における地上放射観測結果 青野正道,岸 隆幸, 気水圏シンポジウム 1995.7
戸嬰井敬三,山 本義勝,1金 戸 進
,山 内 恭





氷床 コア解析用ECM増 幅器の開発 とコンピュ大井正行,成 田英器, 気水圏シンポジウム 1995.7
ー タ接続 渡辺興亜
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極南やまとコアから求められた氷期 における 町田敏暢,中 澤高清, 気水圏シンポジウム 1995.7
CO2,CH4,N20濃 度 及 び,δ13Cの 変 動 成田英器,藤 井理行,
青木周司,渡 辺興亜
東南極氷床 ドームFに おける夏期の昇華蒸発 ・ 白岩孝 行,田 口雄二, 気水圏シンポジウム 1995.7




ドームふ じ～昭和基地ルー トにおける無人気象 榎本浩之,本 山秀明, 気水圏シンポジウム 1995.7
観測1994年 観測結果 白岩孝行,斉 藤隆志,
亀田貴雄,古 川晶雄,
高橋修平,渡 辺興亜
気象レーダの新 しい解析法による高さ毎の降水 畑中雅彦,木 村慎也, 気水圏シンポジウム 1995.7
強度の推定(5) 吉 田 豊,和 田 誠,
平沢尚彦
みずほ700mコ アの基本解析か ら推定される堆河野美香,福 岡孝昭, 気水圏シンポジウム 1995.7
積 中断 一み ず ほ700mコ ア とH15コ アの 火 山起山内英子,遠 藤邦彦,
源物質の対比 藤井理行
雪圧密過程の粒子径,気 泡径 とδ180の関係 成田英器,本 堂武夫, 気水圏シンポジウム 1995.7
渡辺興亜
光ファイバジャイロによる氷河 ・氷床表面地形 古川晶雄,渡 辺興亜 気水圏シンポジウム 1995.7
の連続測定について
東南極,沿 岸一 ドームふ じ間の表面積雪中の化 本山秀明,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1995.7
学成分 渡辺興亜
東南極Sl6一 ドームふ じ間の堆積環境 本山秀明,古 川晶雄, 気水圏シンポジウム 1995.7
藤井理行
東 南極 沿岸 ～ ドー ムFト ラバ ース ルー ト沿 いの 白岩孝行,庄 子 仁, 気水圏シンポジウム 1995.7
表面積雪構造 と密度について 斉藤隆志,横 山宏太郎,
渡辺興亜
東南極沿岸平頭氷河からの液相流出量の観測 斉藤隆志,横 山宏太郎, 気水圏シンポジウム 1995.7
渡辺興亜
南極昭和基地におけるレーザーヘテロダイン分 小 出理 史,田 口 真, 気水圏シンポジウム 1995.7




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
昭和基地における海塩粒子と硫黄化合物粒子の
「





古賀聖治,永 尾一平, 気水圏シンポジウム 1995.7
田中 浩,小 林智子,
藤井理行,青 木周司








南極沿岸ポ リニアにおける海氷生産 と対流混合 牛尾収輝,滝 沢隆俊, 気水圏シンポジウム 1995.7
大島慶一郎,河 村俊行
Ice　 production　 and　 deep-water　 entraiI/ment　 inShuki　 Ushio, IAPSO　 XXI　 General　 Assem一1995.8
the　 Antarctic　 coastal　 polynya Takatoshi　 Takizawa, bly
KayI.Ohshima,
Toshiyuki　 Kawamura
南極東 クイー ンモー ドラ ン ド沿岸の ポ リニ アに 牛尾収輝,滝 沢隆俊, 日本海洋学会秋季大会 1995.10
おける海氷生産と対流混合 大島慶一郎,河 村俊行
第35次南極地域観測隊気水圏系内陸旅行概要報庄子 仁,斉 藤隆志, 日本雪氷学会 1995.10










北 極 スピ ッツベル ゲ ン ・オス ゴル ド氷河 におけ 五十嵐誠,神 山孝吉, 日本雪氷学会 1995.10
る氷コアの科学組成 本 山秀明,藤 井理 行,




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
SARイ ンター フェロ メ トリに よる南 極の芽 氷河西尾文彦,木 村 宏, 日本雪氷学会 1995.10
・海氷の変動の研究 古川晶雄,高 橋晃,
見富 恭
南極 アイスコア中の低分子ジカルボ ン酸 河村公隆,春 日部英輝, 日本雪氷学会 1995.10
藤井理行,渡 辺興亜
極域降雪中の物質の空間的 ・時間的変動 と極域 神山孝吉 日本雪氷学会 1995.10
積雪中の物質濃度変動
東南極氷床 ドームふ じにおける夏の昇華蒸発 ・ 白岩孝行,田 口雄二, 日本雪氷学会 1995.10




東南極,沿 岸 一 ドームふ じ間の氷床表面の形成 本山秀明,神 山孝吉, 日本雪氷学会 1995.10
過程 古川晶雄,藤 井理行,
渡辺興亜
ドームふ じにおける気温 ・風の変動の特徴 一 榎本浩之,本 山秀明, 日本雪氷学会 1995.10
1994年 の無人気象観測 一 白岩孝行,斉 藤隆志,
亀田貴雄,古 川晶雄,
高橋修平,渡 辺興亜
Nepal　 Himalaya,　 Rikha　 Samba氷 河 の1974-94藤田耕史,藤 井理行, 日本雪氷学会 1995.10
の氷河変動 中尾正義
スバ ルバー ド ・北東 島氷床210mコ ア の層位 観成田英器,本 山秀明, 日本雪氷学会 1995.10
測から得られた古環境と力学的情報 神山孝吉,渡 辺興亜,
的場澄人
東南極沿岸平頭氷河からの液相流出量の観測 斉藤隆志,本 山秀明, 日本雪氷学会 1995.10
横山宏太郎,渡 辺興亜
光ファイバジャイロによる氷床表面地形の連続 古川晶雄,渡 辺興亜 日本雪氷学会 1995.10
測定
ア イ ス レー ダ に よる ドームF～Sl6間 の南極 氷前野英生,神 山孝吉, 日本雪氷学会 1995.10
床内部層の観測 古川晶雄,浦 塚清峰
南北両極における産業革命以降の降水の酸性化 藤井理行,神 山孝吉, 日本雪氷学会 1995.10
渡辺興亜
一36一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月1
ス ピッツベルゲン,バ エルバ川流域の水文学的 魔王裕二,竹 内由香里, 日本雪氷学会 1995.10
特徴 中林宏典,伊 藤 一,
渡辺興亜
融雪氷の酸性化と雪結晶内の物質分布特性の評 伏見碩二,河 村俊行, 日本雪氷学会 1995.10
価 飯田 肇,古 川晶雄
北極スバールバルの冬季の降雪雲 和 田 誠,青 木 周司, 日本気象学会 1995,lolI
五十嵐誠,山 内 恭




南極域のOLR分 布の季節変動 と大陸内陸域の雲平沢尚彦,山 内 恭 日本気象学会 ;1995.10
量変動 i
{
大気球を用いた成層圏大気中のメタン炭素同位 中澤高清,菅 原 敏, 日本気象学会 1995.10
i







新たに 「南極圏環境モニタリング研究センター」が設置 され,地 学研究グループは研究系で2部 門,資 料系で2部
門,1セ ンターに所属する12名 の教官及び2客 員部門の4名 の客員教官,1名 のCOE研 究員で構成されるようになっ
た。
(1)一 般 研 究
(1.1)固 体地球物 理学
昭和基地周辺域及び南極における固体地球物理学研究
教授 神沼克伊,教 授 渋谷和雄,助 手 野木義史,助 手 金尾正紀,助 手 土井浩一郎,助 手 青木 茂,
COE研 究員,久 保篤規
(1)重 力測定
平成6年 度に南極で得 られたデー タの整理を行なった。「しらせ」の海上重力計NIPRORI-　 2に より得 られたデー
タを用いて,測 線上の重力異常を求めた。昭和基地で得 られた超伝導重力計のデータ解析 を開始 した。総合研究大
学院大学の天文科学専攻 との共同研究 として採択された 「南極 ・昭和基地 と日本を結んだ超伝導重力計 による地球




前年度同様の方式でデータ編集がなされ,　JARE　DATA　 REPORT　 No.207と してまとめた。得 られた地震データを
解析 し,次 のような研究が進行 した。
① リュッォ ・ホルム湾地域における地殻 ・最上部マ ントル構造の地震学的研究
②昭和基地の地震検知率と超高性能地震計の低温特性に関する研究
(4)人 工地震
南極での人工地震に使用するペ ネトレーターの開発研究を継続 し,位 置決定方法について検討 した。このペネ ト
レーター開発の一環 として,火 山ペネ トレーターの開発 を,九 州大学島原地震火山観測所の清水洋助教授が代表と
な り,科 研費を申請 し,宇 宙研究所とともに協力 している。
(5)地 磁気
「しらせ」の3成 分磁力計により得 られたデータの解析を継続 した。
(6)テ ク トニクス
船上の地磁気3成 分のデー タや昭和基地の地震波速度異方性から,南 極プレー トの構造やダイナ ミクスを調べた。
(1・2)古 地磁気学
古地磁気学的研究 助教授 船木 實
(1)JARE35次 隊で採集 した古地磁気学用岩石試料の切断及びデータの整理を行 なった。これらの試料のうち,ア ム
ンゼン湾リーセルラルセン山周辺から採集された岩石について,交 流消磁,熱 消磁,熱 磁化分析を行ない,ど の地
層が,信 頼で きる自然残留磁気を持っているかを調べた。
(2)JARE35次 隊で採集 したやまと明石のうち最 も大きなY-9403限 石の磁気学的研究 を行なった。この結果Y-9403
阻石はHグ ループに分類 される事,厳 しい風化 を受 けていることなどが明らかになった。
(1・3)地 質学
東南極楯状地の地質学的 ・岩石学的 ・地球化学的研究
教授 白石和行,助 教授 本吉洋一,助 教授(客 員)石 塚英男
(1)リ ュツォ ・ホルム岩体の地質学的 ・岩石学的 ・年代学的研究
SHRIMPに よるジルコンのU-Pb年 代 に加 え,　Sm-Nd法 による同位体年代の測定 を行い,あ らたに1300-2840Ma
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とい うNdモ デ ル年 代 を報 告 した。岩 石学 の分野 では,リ ュ ッ ォ ・ホルム湾南 部で 見い だ され た高温 高圧変 成岩 を
用い た実験 岩石学 的研 究,ミ グマ タイ トの詳細 な記載,　Al2Sio5鉱 物の産状 につ いての再検討 な どを行 った。
(2)七 一ルロ ンダーネ山地の岩石学 的 ・地球 化学的研 究
これ までの 同位 体年代 に加 え,新 たにCHIME　 (Chemical　 Th-U-total　 Pb　isochron　 method)法 によ り,ざ くろ石
黒雲母片 麻岩 中のモ ナザ イ トのア イソ クロン年代(493Ma)が 報 告 され,パ ンアフ リカン変動 との関連 につ いて問
題 を提起 した。 また,岩 石学 的 にはお もに全岩化学 組成や 同位 体組成 を もちいて,超 塩基性 岩,泥 質片 麻岩,花 嵐
岩類の原岩 の検討 を行 った。
(3)エ ンダー ビーラ ン ドの岩石学 的 ・地球 化学的研究
SHRIMPに よって新 たに報告 されたMt　 Vechernyayaか らの770Maと い う年代値 につい て,と くに レイナー岩体 の
テ ク トニ クス と関連 した検 討が行 な われた。 ナ ピア岩体 に関連 しては,　Casey湾 沿岸の岩 石記載 に加 え,フ ッ素 を
加 えた系 での実験 岩石の結果 が報告 され,超 高温 下での黒雲母 の安定性 に関 し新 しいデ ー タを提 示 した。
(4)ゴ ン ドワナの地 質学的 ・岩 石学的研究
ゴ ン ドワナのなかで東南極 に連続す る とされる イン ドのEasterll　 Ghatsや ス リラ ンカな どの地質構造,同 位体 な
どの分析結 果 を もとに,具 体 的 なデー タに もとつ くゴン ドワナの対比が議論 され た。
なお,本 年9月 に イタ リアの シエ ナにおい て第7回 南極地学 国際 シ ンポ ジウムが 開催 され,上 記研究 テーマ に関
連 した多 くの成果 を発表 した。
(1・4)地 理 ・地形学
南極地域の氷河地形,周 氷河地形および後期新生代地質に関する研究
助教授 森脇喜一 助手 三浦英樹
(1)南 極沿岸域における第四紀後期の氷床変動史と環境変動史に関する研究
加速器 を用いた放射性炭素年代測定法により,リ ュツォ ・ホルム湾沿岸の隆起海浜 には,3～4万 年前の年代を
示す海楼化石が現地成として存在することが確実になった。これは最終氷期極相期以前の海成層が氷食を受 けるこ
となく保存 されていることを意味 し,東 南極氷床は最終氷期極相期に大拡大 した とする従来の考えに再検討 を要す
ることを示 した。このような新 しい資料に基づいた東南極氷床変動像や海水準変動観 に対 して,こ れまで考 えられ
て きた汎世界的な第四紀後期の海水準変動曲線が もつ問題点について検討を行った。
(2)中 緯度高山地域および北海道の現在および氷期の氷河 ・周氷河地形,環 境 に関する研究
南極地域の周氷河地形,現 象,作 用 との比較の目的で,ス イスアルプス,日 本の北アルプスおよび北海道の周氷
河作用 ・地形の調査 を行った。山岳地域では特に岩石氷河を中心 とした周氷河地形の地温や流動の観測 を行 った。
また,化 石周氷河現象を現在の永久凍土地域と比較 ・検討することで北海道の最終氷期極相期の永久凍土環境を復
元 し,調 査結果の一部をまとめた。





神 沼 克 伊 国立極地研究所 南
研
研 究 課 題
極地域のジオダイナ ミクスと地殻の進化に関する
究
イ.一 般共 同研 究
研究代表者 所 属 職1研 究 課 題
瀧 上 豊 関東学園大学法学部・助教授 震 奈箕鑓 ㌫ するゴンドワナ大陸の古地鮮
松 本 剛 海洋科学技術センター ・研究員 環南極海嶺の構造 と南極プレー トの変形 に関する研
究
井 上 源 喜 大要女子大学社会情報学部 ・助教授
南極昭和およびマ クマー ドオアシスの環境 に関する
地球化学的研究
一39一
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
有 馬 眞 横浜国立大学教育学部 ・教授 ナピア岩体の岩石学的および地球化学的研究
富 樫 茂 子 地質調査所 ・課長
惑星原料 としての阻石中の揮発性 ・難揮発性元素の
挙動
廣 井 美 邦 千葉大学理学部 ・教授
ゴン ドワナ大陸の形成 と分裂にともなう地質過程の
研究





岩 田 修 二 東京都立大学理学部 ・教授 南極露岩地域における地形発達
酒 井 英 男 富山大学理学部 ・助教授
南極 ・南極海 ・インド東部から得られた資料による
ゴン ドワナの古地理 と分裂過程の研究
小山内 康 人 福岡教育大学 ・助教授
西エ ンダービーランドの地殻形成史の研究 一変成岩
岩石学,同 位体岩石学か らのアプローチー
島 崎 邦 彦 東京大地震研究所 ・教授
南極大陸の地殻及び上部マ ントルの構造の地震学的
研究
安 藤 雅 孝 京都大学防災研究所 ・教授
STSデ ータを用いた上部マ ントルの異方性 ・不均質
構造の研究
赤 松 純 平 京都大学防災研究所 ・助教授
極域におけるテレメータ地震観測システムの開発に
関する研究
伊勢崎 修 弘 千葉大学理学部 ・教授
南極沖南 イン ド洋の海洋底拡大史 と過去の海洋の物
質循環に関する研究
松 岡 憲 知 筑波大学地球科学系 ・講師 周氷河地形形成作用の観測技術の開発
伊 藤 潔 京都大学防災研究所 ・助教授 人工地震実験によるナピア岩体下部地殻構造の解明
佐 藤 忠 弘 国立天文台 ・助教授
超伝導重力計による,南 極昭和基地での長周期重力
潮汐及び関連現象の研究
上 野 直 子 東洋大学文学部 ・教授 南極産岩石の磁気的研究









吉 田 栄 夫 立正大学文学部 ・教授 南極地域の第四紀環境変動の自然地理学的研究
永 井 寛 之 信州大学理学部 ・教授 南極 産限石 中のTetrataeniteの 物性 的研 究
藤 巻 宏 和 東北大学理学部 ・教授
衝撃により溶融 した南極限石の岩石学的 ・地球化学
的研究
石 塚 英 男 高知大学理学部 ・助教授 セールロンダーネ山脈の地質構造発達史の研究
中 西 一 郎 京都大学理学部 ・助教授
南極昭和基地で記録 されたコアフェーズを用いた地
球内核の異方性構造の解明




研 究 代 表 者 ・職1 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
澁 谷 和 雄 ・教 授 南半球 における衛星測地 ・リモー トセンシング
の国際協力による推進
6-7 野 木 義 史
金 尾 正 紀
イ.一 般研 究(C)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者




本 吉 洋 一
澁 谷 和 雄 ・教 授 SCAR-GPSデ ータの解析 による南半球長距離
基線ベ クトル解の精度評価
6-7 金 尾 正 紀
ウ.奨 励研 究(A)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
金 尾 正 紀 ・助 手 広域地震波形の国際ネッ トワークを用いた南極
プレー ト下の微細速度構造の推定
7 な し
三 浦 英 樹 ・助 手 土壌微細形態 を用いた最終氷期の凍土環境 と周
氷河地形の形成プロセスの復元に関する研究
7 な し
(4)研 究成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
(1・1)固 体地球物 理学 金尾政紀,神 沼克伊 南 極資料,39,156-169 1995.7
南極 ・昭和基地における地震検知率(英 文)
人工地震データの再解析によるみずほ高原の下 伊藤 潔,金 尾政紀 南極 資料,39,233-242 1995.11
部地殻反射波の検出(英 文)
南極域 における地殻磁気異常の格子 点デー タ 渋谷和雄,野 木義史, 南極資 料,39,243-25ユ 1995.11
(英文) 竹中 潤
コ ンピュー タ通信 ネ ッ トワー クを利用 した昭和 金尾政紀,神 沼克伊, 南極資 料,39,303-320 1995.11
基地の固体地球物理学データの伝送,管 理,公 渋谷和雄,野 木義史
開について
Shear　 wave　 Q　 structure　 for　 the　 hthosphere　 inM.　 Kanao and　 J.　Aka一Proc.　 NIPR　 Symp. 1995.10
the　 Lutzow-Holm　 Bay　 regiol1,　 East　 Antarctica.matSU Antarct.Geosci.,　8,　 1-14
一41一
Eig t PitZt.A.A MAV]
Coda Q of local earthquakes observed on theJ. Akamatsu, Proc. NIPR Symp. Antarct.  1995.10
southeast Tibetan Plateau-Comparison withH. Kaku and Geosci.,  8  ,  15-24
 Liitzow-Holm Bay region, East  Antarctica.— M. Kanao
An analysis of the SKS splitting at SyowaA. Kubo, Proc. NIPR Symp. Antarct.  1995.10




Seismicity around the Antarctic Peninsula. K. Kaminuma Proc. NIPR  Symp. Antarct.  1995.10
Geosci.,  8  ,  35  —42
One year observations with a superconductingT. Sato, Journal of the Geodetic Soci-1995












Geomagnetic field variations recorded withinY. Nogi, Proc. ODP, Sci. Results, 143:1995
ODP drill pipe at Site 865 and their implica-J. A. Tarduno and College Station TX (Ocean
tions for paleomagnetic studies. In Winterer, E.W. W. Sager Drilling  Program)  ,  373-379
L., Sager, W. W., Firth, J. V., et al.
Inferences on the nature and origin of basaltY. Nogi, Proc. ODP, Sci. Results, 143:1995
sequences from the Cretaceous Mid-Pacific J. A. Tarduno and College Station TX (Ocean
Mountains (ODP Sites 865 and 866) as de-W. W. Sager Drilling  Program)  ,  381-388
duced from downhole magnetometer logs. In
Winterer, E. L., Sager, W. W., Firth, J. V., et
al.
Mangetization of seamounts-derived sedimentsY. Nogi, Proc. ODP, Sci. Results, 143:1995
from Site 869 inferred from Leg 143 down-J. A. Tarduno and College Station TX (Ocean
hole magnetometer logs. In Winterer, E. L.,W. W. Sager Drilling  Program)  ,  389-393
Sager, W. W., Firth, J. V., et al.
42
LIN
 Cretaceous magnetostratigraphy and paleo-
latitudes from the Mid-Pacific Mountains,  ODP 
Sites 865 and 866 : Constraints on guyot for-
mation and Pacific plate translation. In Winter-
er, E. L., Sager, W. W. Firth, J. V., et al.
   
• - • CLL 
Magnetic structures of seamounts in the 
western Pacific Ocean deduced from ODP Leg 
144  downhole magnetometer logs. In  Haggerty, 
J., Premoli-Silva, I, Rack, F., et al.
Magnetic reversal stratigraphy of Jurrasic 
oceanic crust from Hole 801C downhole mag-
netometer measurements. In Haggerty, J., 
 -Premoli-Silva , I, Rack, F., et al.
(1  • 2) MIIEU-4-a 
Mageneticproperties of high peterologic grade 
L-LL chondrites: Tenham, Tuxtuac, Willard and 
Forrest  (b)  .
(1  • 3)  irm,  --T-
Geochemical and isotopic studies of syenites 
from the Yamato Mountains, East Antarctica: 
Implications for the origin of syenitic  magmas.
Rb-Sr and Sm-Nd ages from the Highland 
Complex of Sri Lanka.
J. A. Tarduno, 
W. W. Sager 
and Y. Nogi
Geochemical characteristics of mafic dike 
rocks from the  Sol'. Rondane Mountains, East 
Antactica. 
The Stability field of amphibole from the  Sor 
Rondane Mountains, East Antarctica: Implica-
tion to the emplacement pressure of syenite 
magma. 
Structural evolution of metamorphic and int-
rusive rocks of the  Sor Rondane Mountains, 
East Antarctica.
H. Ito, and 
Y. Nogi
H. Ito, 
Y. Nogi and 















Proc. ODP, Sci. Results, 143: 
College Station TX (Ocean 
Drilling  Program)  ,  395-398
Proc. ODP, Sci. Results, 144: 
College Station TX (Ocean 
Drilling  Program)  ,  631-638
Proc. ODP, Sci. Results, 144: 
College Station TX (Ocean 
Drilling  Program)  ,  641-647
Proc.  NIPR Symp. Antarct. 
Meteorites,  8  ,  305-323
Geochim. Cosmochim. 
Acta, 59,  1363  —1382
Proceedings of the Japan 
Academy, 71, Ser. B,  5  , 
 139-144
Proc. NIPR Symp. Antarct. 









T. Oba and Proc. NIPR Symp. Antarct. 1995 .10
K. Shiraishi Geosci. ,  8  98-106
T. Toyoshima, Proc. NIPR  Symp.  Antarct. 1995 .10
M . Owada and  Geosci. ,  8  75  —  97
K. Shiraishi
43
題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
Sm-Nd　 and　 Rb-Sr　 isochron　 ages　 for　 meta一K.　 Shiraishi, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1995.10
trondhjemites　 from　 Cape　 Hinode,　 East　 An一H.　Kagami　 and Geosci.,8,130-136
tarctica. K.　Yanai
Sapphirine-bearing　silica-undersaturated　gra一 Y.　Motoyoshi, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1995 10
nulites　 from　 Forefinger　 Point,　 Enderby　 Land,M.　 Ishikawa　 and Geosci.,8,121-129
East　 Antarctica:　 Evidence　 for　 a　clockwise　 P-TG.　L.　Fraser
path?
The　 significance　 of　euhedral　 calcic　 plagioclaseY. Hiroi, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1995.10
inclusions　 in　 garnet　 from　 the　 LUtzow-HolmY.　Motoyoshi, Geosci.,8,107-120
Complex,　 Eas　 Antarctica:　 A　 textural　 indicatorK.　 Shiraishi　 and
of　partial　 melting　 in　pelitic　 gneisses.D.J.Ellis
蛍光X線 分析装置による岩石の定量化学分析: 本吉洋一,白 石和行 南極資料,39,40-48 1995
(1)主 要元素
Cambrian　 orogenic　 belt　 in　 East　 Antarctica　 andK.　 Shiraishi, Journal　 of　 Geology,　 103,1995
Sri　 Lanka:　 Implications　 for　 Gondwana　 as一D.J.Ellis, 469-471




Iron-rich　 kornerupine　 in　 sheared　 pegmatiteE.　S.　Grew, European　 Journal　 of　 Mine一1995






Geological　 map　 of　the　 northern　 Yamato　 Moun一Y.　M toyoshi, Geological　 Map　 Series,　 Sheet1995
tains　 (　2　)　Mt.　 Torimai.　 Antarctica.K.　 shiraishi　 and 27　 (2)　 (with　 explanatory
M.Asami text,　 14P)
(1・4)地 理 ・地形 学 三浦英樹,平 川一臣 地学雑誌,104,189-224 1995
北海道北 ・東部における化石凍結割れ目構造の
起源
A　 proposal　 for　 the　 source　 vent　 of　 theH.Miura Geographical　 Reports　 of1995
Rishiri-Wankonosawa　tephra　 (Rs-Wn)　 ,　the　 Late Tokyo　 Metropolitan　 Univer一
Pleistocene　 marker　 tephra　 in　 northern　 Hok一 sity,30,131-143
kaido.
一44一
題 目 1著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
第四紀土壌研究の方法論に関する試論 三浦英樹 近堂祐弘教授退官記念論文集, 1995













Marine　 fossils　 of　 30-40　 ka　 iII　raised　 beachA.　 Igarashi, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1995 10
deposits,　 and　 Late　 Pleistocene　 glacial　 historyN.　 Harada　 and Geosci.,8,219-229
around　 LUtzow-Holm　 bay,　 East　 AI/tarctica. K.　 Moriwaki
ESR　 and　 TL　 dating　 of　 Quaternary　 sediments　 il1M.　 Takada
, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1995 10




セール ・ロ ンダー ネ山地,や ま と山脈,昭 和基 森脇喜一 世界の山やま,岩 田修二ほか 1995
地付近の山,エ ルスワース山地,南 極横断山地 編,古 今書 院,ll7-130
1
イ.口 頭 による発 表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
(1・1)固 体 地 球 物 理 学
Heat　 flow　 measurements　 in　 the　 Antarctic
Peninsula　 Region.
Vector　 geomagnetic　 anomaly　 field　in　Antarctic
Ocean.
Vector　 geomagnetic　 anomaly　 field　in　the　 East
Scotia　 Sea.




The　 fourth　 Seoul　 Interna-　 1995.　 5
tional　 Symposium　 on　 Antarc-
tic　Science　 IUGG
The　 fourth　 Seoul　 Intena－1995.5
K,　Kaminuma tional　 Symposium　 on　 AIltarc一
tic　Science　 IUGG







題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ユーラシア大陸東部におけるIRIS観 測点のSKS野田卓亜,久 保篤規 地球惑星科学関連学会合同大 1995
波による異方性 会
南太平洋における沈み込み帯の異方性 平松良浩,久 保篤規, 地球科学関連学会合同大会 1995
金尾政紀
兵庫県南部地震の余震域近傍での地震観測 久保篤規,大 倉敬宏, 地震学会秋季大会 1995
田所敬 一,菊 池文孝,
寺島 敦,大 内 徹,
飯尾能久
1点 での遠地波形 を用 いた地殻のS波 スプ リ久保篤規,金 尾政紀 地震学会秋季大会 1995
ティング検出の試み一昭和基地での例一
南極大陸におけるS波 スプリテ ィングによる 久保篤規,平 松良浩, AGU　 Fall　meeting,　 S41C-　 71995
異方性 金尾政紀,安 藤雅孝
Shear　 wave　 splitting　 in　 Antarctica　 and　 theY.　Hir matsu, 地球惑星科学関連合同学会 1995
southern　 Pacific　 subduction　 zones.A.Kuboand
M.Kanao
広帯域地震波形より推定した東南極大陸の地殻 金尾政紀,渋 谷拓郎 地球惑星科学関連合同学会 1995
及び最上部マ ントルにおけるS波 速度構造
南極 ・昭和基地 における地震検知率一1987一金尾政紀,神 沼克伊 地震学会秋季大会 1995
1993年 の時間推移と震源分布一
東南 極,リ ュ ツォ ・ホルム湾域 の地殻構造 金尾政紀 地球惑星科学関連合同学会 1995
火山用ペ ネトレータの開発一衝撃加速度の測定 清水 洋,松 島 健, 地球惑星科学関連合同学会 1995





Present　 Status　 on　 Seismological　 ObservationsK.　Kaminuma, W　 InternationalSymposium1995.9
at　Syowa　 Station,　 East　 Antarctica M.Kanaoand on　 Alltarctic　 Earth　 Sciences
K.　Shibuya
Observations　 on　 Solid　 Earth　 Geophysics　 atK.　Kaminuma, W　 InternationalSymposium1995.9





Study　 on　 the　 Heterogeneity　 and　 Anisotropy　 for
shear　 wave　 structure　 in　 the　 crust　 and　 upper-
most　 mantle　 in　 the　 LUtow--Holm　 Bay　 Region,
East　 Antarctic　 by　 the　 detailed　 analyses　 of
Teleseismic　 Waveform.




(1・2)古 地 磁 気 学
Collection　 of　Yamato　 meteorites　 by　 the　 35th
Japanese　 Antarctic　 research　 expedition.
A　 Paleomagnetic　Relationship　 between　 East





東南極大陸,始 生代ナピア岩体 と原生代 レイナ
ー岩体 との関係について:再 検討
東南極 レイナー岩体の変成年代の再検討
New　 indicator　 of　 partial　 meltillg　 of　 high-grade


















白 石 和 行,加 々 美 寛 雄,



















イ ヤ ー 本吉洋一 日本地質学会第102回 学術大1995.4
△
云
レイナ 本吉洋… 地球惑星科学関連合同会 1995.3















題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Rheological　 evolution　 of　 the　 Lbtzow・HolmM.　 Ishikawa　 and W　 InternationalSymposium1995.9
Complex,　 East　 Antarctica. Y.　Motoyoshi on　 Antarctic　 Earth　 Sciences
Phase　 relations　 of　 a　 sapPhirine-cordieriteT.　Kawasaki, 孤　 International　 Symposium1995.9
o
granulite　 from　 Rundvagshetta,　Eas 　 AntracticaM.　 Ishikawa on　 Antarctic　 Earth　 Sciences
at　high　 pressures. and　 Y.　Motoyoshi
Metamorphic　 and　 structural　 evolution　 of　theY.　Motoyoshi　 and V皿　 International　 Symposium1995.9
LUtzow-Holm　 Complex,　 East　 Antarctica.M.　 Ishikawa on　 Antarctic　 Earth　 Sciences
Re-examination　 of　the　 metamorphic　 and　 protol一K.　Shiraishi
, 珊　 International　 Symposium1995.9
ish　 ages　 of　the　 Rayrler　 Complex:　 significance　 ofD.　J.　Ellis, on　 Antarctic　 Earth　 Sciellces




Metamorphic　 evolution　 of　deep　 crustal　 highY.　Osanai, W　 InternationalSymposium1995.9
temperature　 granulites　 from　 Tonagh　 Island　 inM. Owada, on　 Antarctic　 Earth　 Sciences
the　 Archean　 Napier　 Complex,　 East　 Antarctica.K.　 Shi aishi,
B.　J.　Hensen　 and
N.　Tsuchiya
Isotopic　 re-equilibrium　 of　 early　 to　 middleM.Owada, VII　 InternationalSymposium1995.9
Archean　 crust　 by　 late　 Aarchean　 tectonot一Y. Osanai, on　 Antarctic　 Earth　 Sciences
hermal　 event　 in　 the　 Napier　 Complex,　 EastH.　Kagami　 nd
Antarctica. K.　 Shiraishi
(1・4)地 理 ・地形 学
南極 リュッ ォ ・ホルム湾の隆起海成堆積物の 五十嵐厚夫,森 脇喜一 日本地質学会第102回 学術大1995.4
14C年 代 とその意義 会




現行の土壌分類の方法は第四紀学において意味 三浦英樹 日本第四紀学会大会 1995.8
があるか?一 北海道北部,浜 頓別の堆積性の重
粘土 を例にして一
Origin　 of　 fossil　 periglacial　 wedges　 and　 per一H. Miura　 and 14th　 Congress　 of　 Interna一1995.8
mafrost　 environment　 during　 the　 coldest　 stageK.　 Hirakawa tional　 UnioIl　 for　 Quaterllary
of　 the　 last　 glaciation　 in　 northern　 and　 eastern Associatiol1
Hokkaido,　 northernmost　 Japan.
一48一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Raised　 Beach　 Deposits　 of　30-40　 ka　dated　 by
|
TAMS,　 and　 Late　 Pleistocene　 glacial　 history　 in
:
the　 LUtzow羽01m　 Bay　 region,　 East　 Antarctica.
(1・5)南 極 環 境 モ ニ タ リ ン グ セ ン タ ー
Baroclinic　 disturbances　 propagatiIlg　 westward
in　the　 Kuroshio　 Extension　 regioll　 as　 seen　 by　 a























他に第15回 南極地学 シンポジウム(国 立極地研究所主催)で 発表多数。
一49一
B.南 極陽石
(1)一 般 研 究
南極 陽石の分類 学的研 究 助教授 小 島秀康,助 手 今栄直也
当研 究所 には,1995年3月 までに南極で発見採 集 され,持 ち帰 られた約8900個 の限石 が保 管 されてい る。 これ らは
順次 同定分 類が 進め られ てい る。今 年度 は,Y-79限 石 の一部 とY-86陽 石 の分 類 を継続 して行 ったほか,Asuka-87,
88,90,Y-92,94限 石 の初期処 理 及 び同定 を行 った。Y-793605が 火星 を起源 限石 として 同定 ・公 表 され,コ ンソー
テ ィアム研究 の準 備が行 われ た。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
小 島 秀 康 国立極地研究所 ・助教授 南極限石の精密分類 と南極損石総合カタログの作成
イ.一 般共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
富 樫 茂 子 地質調査所 ・課長
惑星原料 としての阻石中の揮発性 ・難揮発性元素の
挙動
藤 巻 宏 和 東北大学(理)・ 教授




研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者





題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
原始太陽系星雲の凝縮過程 今栄直也 日本惑星科学会誌(遊 星人),1995.9
4,153-160
Mineral　 paragenesis　 of　 the　 sapphirine-bearingIshizuka,H. Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1995.10
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(1)一 般 研 究
マイクロデータロガーによる海産動物の行動研究 教授 内藤靖彦
マイクロデータロガーを用いて海産哺乳類(ネ ズミイルカ),爬 虫類(ア カウ ミガメ),魚 類(サ ケ,ヒ ラメ)な ど
の遊泳行動中の水深,水 温,遊 泳速度,塩 分,胃 内温度を記録 した。特にサケについては新たに開発 した小型のデー
タロガー(径14mm,長 さ75mm)を 用い,本 研究で初めて母川回帰直前の遊泳行動のデータを大量に収集すること
に成功 した。その結果,サ ケは海から川にほとんど時間をおかずに入れること,高 水温海域では遊泳水深 を深 くとる
ことによってエネルギー消費を抑制 している可能性があることを明らかにした。
南極 ・季節海氷域における沈降フラックスの研究 教授 福地光男,助 手 谷村 篤
海氷圏生物総合研究計画(SIEFS)は 海氷域特有の生物過程を明らかにする目的で第33次 南極地域観測隊(1991/
92年)か ら開始された。基礎生産及びその沈降過程の時系列変動,動 物プランク トン ・底生生物 ・遊泳生物の動態,
高次捕食者へのエネルギーの流れ及び古環境に関する研究を主要課題 とし,昭 和基地周辺での3カ 年の越冬観測(第
33次 ～第35次)を 行った。 また,東 京大学 ・海洋研究所 ・白鳳丸による南極研究航海(KH-94-4)に おいて,フ
ラックスの実験 を行 った。採集 された沈降粒子試料は,は じめに混入動物プランクトン　(swimmers)　 を取 り除いた
後,沈 降管を用いて沈降速度の速い粒子群(FSP:〉 約80m/day)と 遅い粒子群(SSP:<約80m/day)に 分別を行 っ
た。最大のフラックスが1月7日 ～9日 の537m層 において観察され,　FSP,　SSP合 計で約780mg/m2/dayに 達する。そ
の後フラックスは時間の経過 と共に徐々に減少 し最後の採集口(1月19日 ～20日)に 最小 となった。わずか3日 間の
フラックスの急激な増加は,表 層において単発的なブルームが発生 したもの と思われ,ま た生物活動が活発になり多
量の沈降粒子を生産する期間も数 日間であったことを予想 させるものである。
沈降速度か ら逆算する とそのブルームは1月7日 の数日前に起こった可能性が高い。顕微鏡観察の結果,　FSP粒 子
群の主体は動物 プランク トンの糞粒,オ キア ミの脱皮殻,有 孔虫などであ り,　SSP粒 子群 においては微細なデ トライ
タスが多数観察 された。オキアミなどの糞粒が有機物下方輸送において重要な働 きを担っているものと思われる。
タイ ミール とセベルナ ヤ ・ゼム リアの土壌微 生物 と植物相 につ いて 教授 神 田啓 史
1995年8月 に行 われ た タイ ミール,セ ベ ルナヤ ・ゼ ム リアの調査研 究(ド イツ ーロシア共同研究)に オブザ ーバ ー
で参加 した際,土 壌 の性 質 と植生 につい て調査 し,ま た試 料 を持 ち帰 って,微 生物の土壌 表面 の微 生物群集 の分析 を
行 った。 タイ ミールで は主 と して レビンソ ンー レ ッシ ング湖,セ ベ ルナ ヤ ・ゼム リヤ ではボ ルシェ ヴ ィー ク島,レ ボ
ルーシ ョン島,コ ム ソモルス ク島で調 査が行 われ た。 タイ ミー ル地域 とセベ ルナヤ ・ゼム リヤ では大 きな植生 の相違
が あ り,前 者 は種 子植物 が優 占 し,後 者 は蘇 苔類,地 衣 類が優 占 し,生 態系 にお ける種子 植物 の役 割 は少 ない。 コム
ソモルス ク島では アカデ ミーク氷 河周辺 の微 生物 はNovosieversia　 glacialisの 根 もとで最 も高 いバ イオマス,3.23x10
cell/9d.　Wt,.が認 め られ た。
氷河末端域の土壌小型節足動物群集 助教授 大山佳邦
地球環境変動 による氷河域の急速な後退が言われ,そ こに成立 しているツン ドラ生態系 も大 きく変動 していること
が予測される。 しか しその重要な構成要素である小型節足動物の動態はほとん ど知 られていない。そこでスピッツベ
ルゲン島の氷河末端域で,禄 地から植物遷移の各相を網羅する方法でこの群集の体系的な調査 を行った。氷河後退直
後の植物が全 く認め られないモレーンの細砂中に極めて少数のケダニ とトビムシ個体が出現 し,モ レーンに最 も早期
に侵入するパ イオニア生物が微小 な土壌動物であることを示 している。 さらに先駆植物群落内には単純で貧弱である
が,サ サラダニ ・トビムシ ・ケダニの優占する最初の群集が形成される。この群集は植物群落の一時遷移に伴って,
まず生息密度 を増大 させ,続 いて多様性 を高める方向に変化 し,チ ョウノスケソウやヤナギの群落に認められる複雑
なササラダニの優占する群集へ と移行する。このように北極 ツン ドラにおける土壌動物群集の形成過程 をほぼ追跡す
ることがで きた。
南極産蘇類中の微小動物 助教授 大山佳邦
昭和基地のある東南極の出現する真の陸上動物は約30あ る動物門のうち,原 生動物,輪 形動物,線 形動物,緩 歩動
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物,節 足動物 の5門 に限 られる。最近 になって昭和基 地付近 の露 岩域 に加 えて,リ ーセ ル ・ラルセ ン山,マ ラジ ョー
ジナヤ,ラ ングホブデ,ス カー レン,ス トラン ドニ ッパ,お よび内陸 のセール ロ ンダー ネな どか ら新 たな資 料が追加
され た。 これ らを基 に昭和基地付 近の線 虫類 につ いての ま とめが行 われた。 これ まで昭和基地付 近の線 虫類 は3種 と
され ていたが,今 回の資料 に よって5属6種 が確認 され るよ うに なった。 新た な知 見 と してはマ ラジ ョー ジナや基 地
付 近か ら発 見 された ものが新種 であ り,こ れ はEudorylaimus　 shiraseiと 命 名 され た。 また内 陸のセー ルロ ンダーネか
らParagrolaimus　 davidiが 見つか ってお り,こ の主 は ドロニ ング ・モー ドラ ン ドの内陸 各地か ら広 く報告 されて いる。
内陸のセールロンダーネ山地の節足動物相 と生物地理 助教授 大山佳邦
七一ルロンダーネ山地は昭和基地の西方約700krnに あり,海 岸から内陸へ100km以 上も入ったヌナターク群である。
ここではこれまで地衣類の調査が行われていたが,そ れ以外の生物 に関 してはほ とんど知られていなかった。ここで
新たに トビムシ1種,サ サラダニ1種,ケ ダニ3種,合 計5種 の節足動物が発見された。セールロンダーネ山地はそ
の西方に遙かにウェッデル海まで点在する ドロニング ・モー ドラン ドの内陸ヌナ ターク群とその東の リュッツォホル
ム湾を隔てて昭和基地からエ ンダービーランドにかけての沿岸域の動物相を比較するための重要な地点である。今回
の研究で同定 された節足動物のうち,ケ ダニの1種 はこの両方の地域か ら報告されているが,他 の4種 は西方の動物
相 と類似 し,昭 和基地以東の動物相 との違いを示 している。これをもとに動物の分類境界を設けるには例数が少なく,
早急には断定はで きない。今後の詳 しい研究 を待たねばならないと思われる。
昭和基地周辺 定着氷域 の沈降 フラ ックス 助教授 渡邉研 太郎,教 授 福地光 男
第35次 南極 地域観測 隊で昭和基 地近 くの定 着氷域 において実施 した,海 氷 下のセ デ ィメン トトラ ップに よる沈降粒
状物 観測で得 た試 ・資料 につ き分 析 ・解析 を行 った。
1994年8月 か ら12月 にか け,昭 和基 地近 くの定点A2(69°00'S,39°38'E,水深約160m)に お いて水深150mに 時
間分画子規(12試 料)の セデ ィメン ト トラ ップ を設置 し,沈 降粒状物 の採集 を2回 に分 けて行 った。 これ と並 行 して
同定点,水 深20,50,100,150mの4層に設置 した簡易型 のセデ ィメン トトラ ップに よ り,4回 にわた り沈 降粒 状物
を採 集 した。
簡易型 セデ ィメン トトラ ップの採 集 によれば,採 集 された動物 プ ランク トンの糞粒 は浅い層で細 く,深 層 で太 く,
動物 プラ ンク トンの大 きさによ り鉛 直分布が 異な るこ とが示唆 された。 タイマー式 トラ ップの採集 では,8月 下旬 を
中心 と して10月 中旬 まで糞粒が 多 く採 集 されたが,そ の後11月 には微 細藻類 の フロ ック様 の物が多 くな った。粒状 物
の沈降 フラ ックスは8月 か ら9月 上旬 にか けて増 え たが そ の後一 時減少 し,10月 上旬 には最大値304mg乾 重量/m2/
dayと な った。11月 上旬 にか けて また減 少 し,そ の後 わず かに増加 した。昭和基 地近 くの定着氷 下で,冬 か ら夏 にか
けてア イスアル ジーな どに よる海洋 上部で の基礎生産が増 え,動 物 プ ランク トンによる捕 食が増 える ことに対応 した
結 果 と考 え られた。
海氷圏生物生産過程の研究 助手 工藤 栄,教 授 福地光男
北海道サロマ湖において自動昇降式海洋観測装置を開発 し,こ の装置と時間分割式セジメン トトラップを係留設置
して,季 節海氷発達 ・消長期間全般 にわたる海洋環境 と基礎生産者動態のデークの収集 を行 った。海氷が生成 される
直前,融 解が始 まる時期の海水の冷却 ・加熱状況,海 氷が発達 している期間の水中のクロロフィル量変動,沈 降する
基礎生産者の時間変化に関する時間連続データの取得に成功 し,過 去のサロマ湖の季節海氷発達期の基礎生産者活動
との相互比較 を行った。
アイスアルジーの生息環境の特徴の研究 助手 工藤 栄
サロマ湖に発達する季節海氷中に大増殖するアイスアルジーの生活環境の実態を捉えるべ く,季 節海氷上で海氷の
物理 ・化学的環境の測定およびアイスアルジー現存量の調査を行った。海氷の温度及び塩分量より海氷中に存在する
液体部分(ブ ライン)の 存在量を推定 し,そ の中に存在すると考えられる栄養塩量お よび海氷中に到達する光 量など
に関する時間連続的データの取得 を行った。
南極産蘇類の有性生殖 助手 伊村 智
極球に生育する蘇類では,有 性生殖の頻度が低いことが知 られている。この原因を明らかにするために,極 地研究
所 に保存 されている多数の南極産蘇類の乾燥標本を検討 した。
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その結果,雌 雄の生殖器官である造卵器 ・造精器の形成頻度は予想以上 に高いことが明 らかになった。 しか し,生
殖器官は成熟するものの,受 精卵の出現頻度は低 く,ま た受精卵か ら形成 された胞子体の多 くは発達途中で枯死 して
いた。結果的に,胞 子の散布 に成功 した胞子体の形成頻度は極めて低かった。これらの結果は,極 域の蘇類の有性生
殖過程で最も障害になるのは受精の段階であることを示 している。極域では液体 としての水は少なく,ま たその存在
時間はきわめて限られており,蘇 類の生殖器官の成熟時期 と同調する機会が低いためと考えられる。
海鳥類の潜水行動の研究 助手 加藤明子
北海道天売島で繁殖する海鳥であるウミウ及びウ トウの潜水行動の研究を行った。ウミウは92年 と94年 には主に浮
魚であるイカナゴ,カ タクチイワシを採食 してお り繁殖成功が高かったが,93年 はホ ッケなどの底層魚 を多 く採食 し
てお り,繁 殖成功は低かった。95年 は繁殖初期はホッケ,　Sebastes　spp.な どの底層魚を採食 していたが,6月 半ば頃
か らイカナゴに変化 した。ウミウは92年 と94年 は豊富な浮魚資源を利用 してお り,浮 魚資源の乏 しかった93年 と95年
の繁殖初期には採餌 にかける時間を増加 させ,底 層魚を採食 していたが繁殖成功は低かった。ウミウは餌条件の変化
によって餌の種類や採食深度を変化 させてお り,海 洋環境のモニターとして利用できると考えられる。一方ウ トウは
体重約0.5k9で 中層性の浮魚を採食する海鳥である。新たに開発 された軽量小型化 されたマイクロデータロガーによ
り,そ の潜水行動 を調査 したところ,体 サイズに比 して長 く深い潜水 を行 っていた。これはウ トウが潜水行動に適応
した生理的な特徴 を持っていることを示唆 している。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 極域生態系の変動の基礎研究
イ.一 般 共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
服 部 寛 北海道東海大(工)・ 助教授
海氷域における動物プランク トンの分類 と生態学的
研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学(医)・ 助手
キングジョージ島(中 国長城基地周辺)に おける陸
生線虫類の分類学的及び生態学的研究
西 山 恒 夫 北海道東海大学(工)・ 助手 寒冷水域魚類の移動 ・回遊 と生理生態に関する研究
柏 谷 博 之
国立科学博物館(筑 波実験植物園)
・室長 ゴン ドワナ大陸起源の地衣類の化学変異 と分化
岡 田 博 大阪大学(理)・ 講師
南極産蘇類の葉緑体DNAと 染色体からみた系統関
係
松 村 皐 月 遠洋水産研究所 ・部長
衛星海色データ利用による南大洋生態系モデルの研
究
佐々木 洋 石巻専修大学(理 工)・ 助教授
海氷下における生物起源粒子の沈降過程に関する研
究
山 口 征 矢 東京水産大学 ・教授
海氷域における低次生産の動態に関する生態学的研
究
奥 谷 喬 司 東京水産大学 ・教授
南極域における魚類 ・底生生物の分類及び代謝活性
に関する研究




研究代表者 所 属 職 研 究 課 題
樋 口 正 信 国立科学†専物館 ・研究官 南極における隠花植物の繁殖動態に関する研究
大 谷 修 司 島根大学(教 育)助 教授 土壌藻類を用いた環境監視の評価
綿 貫 豊 北海道大学(農)・ 助手 ウミウ類の潜水と採食生態の研究
;




中 野 武 登 広島大学(理)・ 助教授 南 極産地衣類 のphotobiontに 関す る研 究
田 上 英一郎 気象研究所 ・室長 南極海における生物地球化学的素過程に関する研究
菓子野 康 浩 姫路工業大学(理)・ 助手 極域藻類の光合成生理に関する研究








長 島 秀 行 東京理科大学(基 礎工)・ 教授 南極淡水域に生育する微細藻類の温度特性
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.国際学術研究
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
内 藤 靖 彦 ・教 授 北極における氷河端末域の生態系変動 6～8 福 地 光 男
大 山 佳 邦
神 田 啓 史
工 藤 栄
イ.一 般研 究(A)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題1研 究年度 研究所教官の分担者
内 藤 靖 彦 ・教 授 標識型 マ イクロデー タロガーに よる水生動物 行 6～7 福 地 光 男
動の時系列的解析研究 谷 村 篤
加 藤 明 子
江 尻 全 機
宮 岡 宏
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加 藤 明 子 ・助 手 ウミウの潜水お よび飛翔行動に伴 う生理生態的
反応
7～8
(4)研 究 成 果 の 発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Analysis　 of　 possibility　 of　 feeding　 of　loggerheadTanaka,H., Nippon　 Suisan　 Gakkaishi,　 61　 :1995
turtles　 during　 internestil/9　 Periods　 based　 onSato,K., 339-345.




Body　 temperature　 independence　 of　solar　 radia一Sat ,K., MariI/e　 Biology,　 123　 :　197一1995
tion　 in　free-ranging　 loggerhead　 turtles,　 CarettaSakamoto,　 W., 205.




The　 terrestrial　 arthropods　 of　 S¢r　 Rolldane　 inOhyama,　 Y.　a d PolarBiol.,15:341-347,995
eastern　 Dronning　 Maud　 Land,　 Antarctica,　 withHiruta,　 S.
biogeographical　 notes.
The　 significance　 of　 autumnal　 sea　 ice　 biota　 inHoshiai　 T,', Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Biol.,1996
the　 ecosystem　 of　ice-covered　 polar　 sesa.Tanimura,　 A.　and 9.27-34.
Kudoh,　 S.
Marine　 snow　 in　AIltarctic　 coastal　 waters.Marchant,　 H.　J., Proc.　 NIPR　 Syrnp.　 Polar　 BioL,1996
Watanabe,　 K.　and 9.75-83.
Kawachi,　 M.
Occurrence　 and　 distribution　 of　 the　 planktonicIgarashi,　 A., Proc.　 NIPR　 Syrnp.　 Polar　 Biol.,1996
foraminlfer　 NeogIOboquadγinαPαc吻de㎜Numanami　 H,', 9.93-110.
within　 annual　 and　 perennial　 sea　 ice　 of　 theTsuchiya,　 Y.　alld
eastern　 part　 of　LUtzow・Holm　 Bay,　 Antarctica.Fukuchi,　 M.
Differences　 in　 development　f　 summer　 phy一Odate,　 T.　and Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Biol.,1996
toplankton　 bloom　 under　 fast　 ice　 around　 SyowaFuk chi,　 M. 9,125-130.
Station,　 Antarctica.
一56一
Fig t gi*.s, • •
Distribution of marine cladocerans in the Onbe, T., Proc. NIPR Symp. Polar Biol., 1996





Relationships between mouthpart structuresOhtsuka, S., Proc. NIPR  Symp. Polar Biol., 1996
and in situ feeding habits of five neriticShimozu, M.,  9  ,  153  —168.
calanoid copepods in the Chukchi and north-Tanimura, A.,




A record of gastropods and bivalves collectedNumanami, H., Proc.  NIPR  Symp. Polar Biol., 1996
from East Antarctica by the Japanese AntarcticOkutani, T.,  9  ,  207  —  223.





Behavior of three species of the familyIwami, T., Proc.  NIPR Symp. Polar Biol., 1996
Artedidraconidae (Pisces,  Notothenioidei),Numanami, H. and  9  ,  225-230.
with reference to feeding. Naito, Y.
Comparison of trace element concentrations inYamamoto, Y., Proc, NIPR  Symp. Polar Biol., 1996





The relationship between distribution of bryop-Minami, Y., Proc. NIPR  Symp. Polar Biol., 1996
 bytes and soil conditions on deglaciated arcticKanda, H. and  9  ,  307  —  312.
terrain in Ny-Alesund. Masuzawa, T.
)1/ fkjtaiA _hoDfAtVfM- A RIR, 6  :  157-161. 1995
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イ.口 頭に よる発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
極域及び日本列島におけるチ ョウノスケソウ 増沢武弘,神 田啓史, 第18回 極域生物 シンポジウム1995.12
(D四 αs　octopeγ αla)群 落 の 構 造 西谷里美
スピッツベルゲン島における氷河末端域の土壌 吉田勝一,大 山佳邦 第18回 極域生物 シンポジウム 1995.12
小型節足動物群集
Soil　 microbiological　 and　 botanical　 observationsB61te ,M., 第18回 極域生物 シンポジウム 1995.12
at　Taymyr　 peninsula　 and　 Severnaja　 Semlja.Kanda,　 H.
1991/92年(JARE33)～1995/96年(JARE37)福地光男 第18回 極域生物シンポジウム1995.12
間のSIEFS研 究計画関連の活動状況
富 士 山高 山帯 に生育 す る コタヌキ ラ ン(Cα γθ∬木部 剛,増 沢武弘, 第18回 極域生物シンポジウム1995.12
doθη伽鋭)の 定着 神田啓史
日本 の高山か ら採集 された地衣類数種のpho一飯田高明,中 野武登, 第18回 極域生物シンポジウム1995.12
tobiont 神田啓史,出 口博則
南極 産地衣類数種 のphotobiont 青木美恵,中 野武登, 第18回 極域生物シンポジウム1995.12
神田啓史,出 口博則
南極産土壌藻類の分類学的研究 山崎扶美,中 野武登, 第18回 極域生物 シンポジウム1995.12
神 田啓史,出 口博則
鉄制限下における南極産植物 プランクトンの増 武 田重信,坂 口 勇, 第18回 極域生物 シンポジウム1995.12
殖応答 渡邉研太郎
南大洋における有機炭素 フラックスとその有機 早川和秀,半 田暢彦, 第18回 極域生物 シンポジウム 1995.12
物組成 福地光男
夏季の南極海氷縁における沈降粒子 フラックス 鈴木英勝,佐 々木洋, 第18回 極域生物 シンポジウム 1995.12
の変動 高山 真,稲 村忠史,
鈴木光次,工 藤 栄,
福地光男
昭和基地沿岸定着氷下における沈降粒状物の季 渡邉研太郎,佐 藤壽彦, 第18回 極域生物シンポジウム1995.12
節変化 福地光男
南緯60°40',東 経140°00'付 近 の亜 表層 クロ ロ工藤 栄,福 地光男, 第18回 極域生物シンポジウム1995.12
フィル極大 におけるクロロフィル量の日周変動 安田道恵,鈴 木光次,
鈴木英勝,佐 々木洋




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
冬 期 昭 和 基 地 周 辺 定 着 氷 下 にお け る0'itho7zα 谷村 篤,星 野 一也,




マイクロデータロガーにより記録 されたシロサ 田中秀二,都 木靖彰,
ケの鉛直移動行動 岩田宗彦,内 藤靖彦
コマイの寒冷適応とサケプロラクチンの効果 小川瑞穂,菅 井敏行,
村田 淳,綿 貫 哲,
福地光男
ウ トウの潜水行動について 黒木麻希,加 藤明子,
綿貫 豊,内 藤靖彦
餌条件の変動に伴 うウミウの採食および繁殖行 加藤明子,綿 貫 豊,
動の年変化 林 英子,内 藤靖彦
水生大型爬虫類 に見 られた体温維持について 佐藤克文,内 藤靖彦,
坂本 亘,田 中秀二,
松沢慶将,南 川真吾




季節海氷は微細藻類の生活環境 として快適なの 工藤 栄
か?
スピッツベルゲン島のツンドラ実験計画 神田啓史
ウ ミウの採食および繁殖生態の年変化 加藤明子,綿 貫 豊,
林 英子,内 藤靖彦
リュッォ ・ホルム湾東部から得 られた海底堆積1五 十嵐厚夫,沼 波秀樹,
物 コ ア のAMSに よ る14C年 代
Our　 marine　 ecological　 researches
Arctic　 fjord,　Kongs巧ord.
1土 屋 泰 孝,中 村 俊 夫,
'
　 the　 high　 Kudoh,S
L－































題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極 リュツォ ・ホルム湾東部の更新統一完新統 五十嵐厚夫,沼 波秀樹, 日本古生物学会 1996.1
海成堆積物中の有孔虫化石と古環境変動 土屋泰孝,福 地光男,
森脇喜一
1994年,南 極沿岸定着氷域でのフラックス観測渡邉研太郎,佐 藤壽彦, オホーツク海と流氷に関する 1996.2
福地光男 国際シンポジウム
昭和 基地で のMOS-1/MESSR　 QL画 像 に よる渡邉研太郎,斉 藤隆志, オホーツク海と流氷に関する
海氷のモニタリング 白岩孝行,横 山宏太郎 国際シンポジウム
Seasonal　 sea　 ice　 ecosystem　 in　 Saroma　 koKudoh,S.and Okhotsk　 Sea　 &　 Sea　 Ice　 Syrrl一1996.2




Diel　 challge　 of　 chlorophyll　 nuorescence　in Kudoh,　 S., Okhotsk　 Sea　 &　 Sea　 Ice　 Syln一1996.2









(1)一 般 研 究
(A)基 地の生活廃棄物の処理に関する調査研究 教授(客 員)梅 村晃由,教 授 小野延雄,助 教授 鮎川 勝
南極の環境保護に関する監視体制強化への国際的な動向に対応 していくため,標 記課題を取 りあげ,そ の基礎資料
の収集を開始 した。日本南極観測事業では,標 記の具体的な対応 については,既 に観測隊等の実行部隊 と事業部観測
協力室を中心 として環境保全問題への対応が推進 されてきた経緯がある。そこで,当 研究グループでは,観 測協力室
担当者お よび廃棄物担当の越冬隊員等の協力を得て,先 ず,現 状 を把握する作業か ら手掛けた。基地における廃棄物
処理の問題は,汚 水処理と可燃物処理 との問題 に大別される。基地への搬入物は,本 来すべて持ち帰るということが
理想と思われるが,現 実的には現場処理に負う事柄 も大変多い。そこで,現 場処理施設として,新 しい発想に基づ く
極地仕様の施設 ・設備の開発研究 を必要 と考えた。 しか し,現 在の技術力や観測隊の体制あるいは昭和基地の電力 ・
燃料 ・輸送体制等々の制約を考えると,隊 員への作業負担増およびコス ト面などで困難度が高いことが見積もられた。
今後 さらに,具 体的な問題を中心に多方面からの情報収集を行いながら継続的な調査 と検討を行 う。
(B)極 地における人間活動の安全 を工学的見地か ら高める技術的手法の研究
助教授(客 員)横 山宏太郎,教 授 小野延雄,助 教授 鮎川 勝,助 手 寺井 啓
日本南極地域観測隊は第1次 隊以来40年 近 くが経過 し,南 極の自然 とそこで活動する人間が変わらないとしても,
その間にあって環境調節機能を発揮する住居(建 物)と 衣類(装 備類)は 進歩 ・変化を続けてきた。このため昭和基
地の室内環境はかな り変化 してきており,室 内で隊員の着用する衣類 も次第にかわ りつつある。一方,観 測隊の活動
範囲は次第に拡大 し,第IV期5カ 年計画では昭和基地後背の氷床頂部である ドームふ じに基地 を建設 し,氷 床深層掘
削を実施することになった。 ドームふ じは標高約3800mで あるが,気 圧か ら換算すると中緯度地方の標高約4300mに
相当する。さらに気候 は年平均気温が一58度,年 最低気温は一90度 近 くにもなると予想された。これほどの環境は日
本隊のこれまで経験 していないものであり,衣 類装備 には,そ れに対する防御機能が要求される。そこで,著 者の 一
人 ・横山が第35次 隊で越冬する機会を利用 し,こ の ような変化に対応 して活動の安全性 を向上 させる方策を検討する
データを得るため,従 来の装備に試験的に新たな衣服 を加え,基 地内および野外での着用動向をアンケー トにより調
査 した。 さらに,特 に厳 しい環境 となる ドームふ じでの作業ならびに内陸旅行では試作衣類,試 作防寒靴,市 販防寒
衣類等を持参 し,衣 服内気候測定 を行って,そ れらの機能評価を行 うことにした。本年度は,前 年度に引 き続 き南極
で取得 したこれらのデータを持ち帰 り,整 理解析 した。 また,南 極における作業は設営,観 測 とも多岐にわたるが,
その状況を撮影 した写真 を基礎的なデー タとして整理 した。
(C)管 理棟の振動特性の調査 ・研究 助教授(客 員)横 山宏太郎,教 授 小野延雄,助 教授 鮎川 勝
昭和基地開設以来の大型建築物 「管理棟」は,3階 建てで延べ床面積が721m2の 大規模複合建築物である。この管
理棟は,高 さが10mを 越える建物で,下 段から1層 が鉄骨構造,2お よび3層 が大断面集合材 による木造建築 という
構造上の特徴を有 している。本研究は,こ のような大型で,か つ鉄材 と木材がカップリングしているという構造上に
特徴がある建築物の動力学的特性の調査 を目的 としている。第35次 隊で横山が所得 した 「強風時および弱風時におけ
る管理棟の床と天井の振動データ」に基づ く建築物の動力学的特性の解析 を行った。その結果,建 物の耐風剛性を高
めるための補強の必要性が見積 もられた。第36次 隊の夏作業でその補強 工事 を行った,,第36次 隊の越冬期間中に,補
強効果を確認するために,管 理棟の風による振動応答 を実測 した。なお,本 研究は,管 理棟の設計に携わった半貫敏
夫教授(日 大理工学部)と の共同研究 として実施 している。
(D)南 極観測用建物の設計における温度応力の影響に関する研究 教授 小野延雄,助 教授 鮎川 勝
本研究は,継 続的な研究が必要な南極の建築物に関する課題 として,昭 和基地の建築物の設計に関与している半貫
敏夫教授(日 大理工学部)の 指導の下に実施 している設営的な基礎研究課題である。
① 南極観測用建物の設計における温度応力の影響に関する研究
南極観測用建物の主要構造材は,要 求性能,取 り扱い易さなどの点から主 として木材 と鋼材が使われて きた。目的
の建築空間は,こ れらの材料で組み立てられる構造体を断熱材で覆うことにより構成 される。この考え方は,今 後と
も基本的には変わらないことが予想 されるが,複 合材料技術の発展により,要 求性能に応 じた複合材の組み合せで建
一61
物が構成 される可能性は少なくない。本研究は,複 合構造材の組み合せによって造 られる建物が,そ の内外で温度差
50℃ を越える環境に置かれた時の力学的影響の評価 を目的 としている。本年は,線 膨張係数の異 なる材料の組み合わ
せで構成される建築物の温度ひずみ履歴 を推定 し,温 度応力を考慮で きる構造解析手法のソフ ト開発に着手 した。
② アイス ドーム構造の昇華抑制工法の検討
アイス ドーム構造体における氷の クリープと昇華対策を検討 した。そのひとつの方策として,金 網補強を検討 した。
金網で ドーム形 をつ くり,こ れに外側から水を吹き付けて凍結させる作業の繰 り返 しで,金 網入 りアイス ドーム構造
体が作れることを低温実験室の模型実験で確かめた。模型実験か ら,① 頂部の集中荷重を受けるアイス ドーム構造の
クリープに対する金網の補強効果は少ない,② 金網効果は,昇 華によるシェルの部分欠損の発生が構造体を崩壊 させ
ない,③ 従って,低 温下で再度水 を吹き付けるとシェルが簡単に補修できる,な どの結論 を得た。
(2)共 同 研 究
一般共同研究 ◎ 研究代表者







◎木村 茂雄 神奈川工科大学(工)・ 助教授















題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
東南極航空網構想の現状と課題 白石和行 南極資 料,VoL39,170-1881995.7
Current　 alld　 recellt　 air　 operations　 in　JapaneseK.　Shiraishi　 and Proceedings　 of　 the　 Work一1995.4
Antarctic　 Research　 Expedition M.Sano shop　 on　 Antarctic　 Air　 Trans一
portat　 Networks,　 Washington
D.C.
Selection　 and　 mallagemellt　 of　 Japanese　 Ant一M.Kawakubo, Proceedings　 of　 the　 6th　 Syrn一1995
arctic　 personnel. K.　Umeki　 and posium　 on　 Antarctic　 Logistics
K.　Shiraishi and　 Operations,　 Rome,　 Italy,
1994.SCALOP,191-200.
極地雪上車用のアンテナ開発 福島 勲 国際短期大学研究紀要 ・No.1995.3
10.95-ll3




題 目 ミ 著 者1 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
1金網によるアイス ドーム構造の補強 と昇華抑制 勝山範之,大 塚弘樹, 第12回 日本雪工学会論文報告 1996.1
i
工法の検討 半貫敏夫 集,161-166.
南極から見る気候 ・環境変動 横山宏太郎 地 理41(2),40-48. 1996.2
南極観測と地球環境 横山宏太郎 日本農業気象学会北陸支部会 1996.2
誌21,1-8.
※第35次南極地域観測隊気水圏系内陸旅行概要庄子 仁他 1995年 度日本雪氷学会,全 国1995.10
報告 大会講演予稿集,1
※アイス ドーム構造の金網補強と昇華抑制に関 半貫敏夫,勝 山範之, 日本建築学会大会学術講演梗 1995.8
する実験的研究, 君塚慎矢,佐 藤稔雄 概 集,構 造1,563-564.
(1)低 温室での模型実験
※アイス ドーム構造の金網補強と昇華抑制に関 勝山範之,君 塚慎矢, 日本建築学会大会学術講演梗 1995.8
する実験的研究, 半貫敏夫,佐 藤稔雄 概 集,構 造1,565-566.
(2)積 雪,不 同沈下等の外乱 を受けるアイス
ドーム構造 の クリー プ解析
※個別要素法による雪洞の動的崩壊 シミュレー 高橋 誠一一,大 塚 弘樹, 第18回 極域気水圏シンポジウ1995.7
シ ョ ン 半貫敏夫 ム,国 立極地研究所
※アイス ドーム構造の昇華抑制に関する模型実 勝山範之,半 貫敏夫 第18回 極域気水圏シンポジウ1995.7
験 ム,国 立極地研究所
※着氷のための低温風洞試験 に関する考察 露木貴史,木 村茂雄, 風力エネルギー利用シンポジ 1995.11
高永敏行 ウム
※着氷の風力 タービンブレー ドに及ぼす影響に 高永敏行,木 村茂雄, 太陽エネルギー学会講演会 1995.9
関する研究(第 一報 低温風洞試験による着 露気貴史
氷の形態)
※着氷に関する低温風洞試験 木村茂雄 風に関するシンポジウム 1995.12
※Low　 Temperature　 Test　 for　 ice　AccretionS.K mura Workshop　 on　 Wind　 Energy1995.9
in　Cold　 Climat
※Comparsion　of　 wind　 t/lnllel　 tests　 alld　 modelS.　Ki ura, Int.　 Meeting　 for　 wind　 energy1996.3
calculation　 of　 ice　 accretion　 oll　w111d　 turbilleA.　 Marjanimi, in　cold　 climate
blade E.　Peltola　 and
L.　Makkonen
※Change　 in　 aerodynamic　coefficients　 of　 ae一S.　Kimura Int.　 meeting　 for　 wind　 energy1996.3




北極域の雪氷圏観測,海 洋観測,大 気観測,生 態系観測 を学際的に展開することにより北極圏環境科学の推進 を図
ることを目指 して,国 際共同研究 「北極圏環境観測」を以下の4課 題のもとに,国 内の大学 ・研究機関等の北極関連
研究者の協力も得て実施 した。なお現地調査に関 しては文部省科学研究費国際学術研究による補助を受 け,ス バール
バル諸島を中心 として広 く北極域に展開 し観測を実施 した。
(1)北 極圏における地球規模大気環境変動一 その立体構造の把握
スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,温 室効果気体の変動,雲 ・降水の変動と放射収支,ラ イダーによる成層
圏エアロゾール,高 高度気球 による成層圏オゾンの観測を行 った。ロシア,ヤ クーツク,ノ リリスク,テ ィクシにお
いて環北極圏大気環境汚染観測を行った。カナダにおいて水蒸気 ・エアロゾルの輸送過程 と雪結晶成長の観測 を行っ
た。
(2)環 北極海雪氷 コアによる環境変動の研究一国際共同研究によるコアシグナルの対比
カナダペニー氷帽の予察 を行った。スバールバル諸島北東島において掘削を行い,得 られたコアの解析を開始 した。
ロシア,セ ムリナヤゼムリアでの観測の準備を行 うとともに,グ リーンランドのNorth　GRIP計 画にも参画 した。
(3)北 極圏におけるツンドラ生態系観測と陸域環境特性の研究
スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,ヘ キサゴンチャンバーでの連続観測として,チ ョウノスケソウの生理 ・
生態,植 生の遷移に伴 う土壌呼吸,植 生の遷移に伴 う土壌動物相の観測を行った。
(4)北 極海ポリニア航海観測
スバールバル諸島,フ ァンマ イエンフィヨル ド,コ ングスフィヨル ド,ク ロスフィヨル ドにおいて,海 氷観測,海
象 ・気象観測を行った。スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,水 文観測 を行った。また,バ レンッ海において環
境観測を行った。
2)ア イスラン ドを含 む北極域国際共同観測の概要
ダイナミックに変動するオーロラ粒子流入動態や,そ れに伴 うプラズマ波動を1本 の磁力線で結ばれた測点(地 磁
気共役点)で ある南半球の南極昭和基地 とアイスランド国内の多点観測網で同時観測する共役点観測が昭和基地 と呼
応 して1983年 よりアイスランドにて実施 している。 この南北両半球における多点同時総合観測 と我が国のオーロラ総
合観測衛星EXOS-Dに よる磁気圏内の直接観測データとを組み合わせ ることによって,オ ーロラ粒 子エネルギーの南
北両半球への流入動態及びオーロラ現象の生成 ・伝搬機構解明の手がか りを得ることが本研究の目的である。平成7
年度のアイスランドを含む北極域での国際共同観測は科学研究費国際学術研究(課 題名:カ スプ帯 とオーロラ帯2対
共役点観測による太陽風エネルギー流入過程の研究)に よる補助を受け,現 地調査 を通 じて実施 した。
平成7年 度の主な観測活動は1)8～9月 にアイスランドでの可視オーロラの共役点観測,2)2～3月 にスウェー
デンでのオーロラの立体観測,3)12～1月 にグリーンランドでの冬期 オーロラ観測,で あった。アイスランドでは
3観 測点の点検 ・維持を実施するとともに,　TVカ メラ,掃 天フォ トメータやイメージング ・リオメータ等の観測装
置による可視オーロラの昭和基地 との同時観測を実施 した。観測期間の3夜 においてオーロラブレイクア ップや脈動
オーロラ等の貴重なデータを収録で きた。スウェーデ ンのキルナ周辺でのオーロラ立体観測は京都大学との共同研究
であるとともに,国 際共同によるオーロラの発光高度を探る研究である。グリーンランドでは昼間側のオーロラ動形
態の微細構造を観測する事 を主目的とし,サ ンドレのISレ ーダ基地において,各 種オーロラTVカ メラ観測を実施 し
た。
参考:「 国立極地研究所 とアイスランド大学科学研究所間のアイスラン ドー昭和基地共役点に関する共同観測合意
書」(1983～)
3)南 極中山基地 におけるオーロラ現象の 日中共同観測の概要
平成6年 度より5か 年計画で,南 極の中国中山基地におけるオーロラ現象の日中共同観測計画が開始された。中山
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基地はカスプ ・キャップ域に位置 し,そ の地磁気共役点はスピッツベルゲン付近に位置 している。また,第38次 隊で
昭和基地に設置する予定のHFレ ーダーは中山基地上空をカバーするため,地 上観測 とレーダー との同時観測では興
味深い結果が得られるものと期待 している。本計画では,観 測装置 として,日 本側がオーロラ全天TVカ メラ,多 色
掃天フォ トメータ,イ メー ジイングリオメータ,フ ラックスゲー ト磁力計,　CCDオ ーロラ画像撮像装置等を,中 国
側がデジタルアイオノゾンデを準備する。オペレーションは,日 本側の観測装置については 日本人研究者が夏期の中
国観測隊に参加 して設置 を行い,越 冬期間中は中国側の隊員が観測 を行 う。第1回 目は,平 成6年11月 か ら平成7年
の2月 までの間,国 立極地研究所から菊池,青 木が中国隊に参加 し,全 天TVカ メラ,多 色掃天フォ トメー タ及び地
上オゾン観測装置を設置 した。平成7年 度の第2回 目も2名 の 日本人研究者を派遣する予定であったが,中 国側の観
測船の トラブルの為,派 遣は中止になった。この日中共同研究は南極観測の外国共同研究経費を主に用いて実施 して
いる。
3.シ ンポ ジ ウム等
1)シ ンポ ジ ウム
第19回 極域における電離圏磁気圏総合観測 シンポジウム 平成7年ll月21日 ～22日
今回のシンポジウムは,口 頭発表58件 で,以 下のような構成で2日 間にわたって執 り行われた。
1.オ ーロラ光学観測
2.中 間圏 ・熱 圏
3.招 待講演
4.特 別講演
5.衛 星 ・ロケ ッ ト観測
6.　HF・VHFレ ・一 ダー










標 記 シンポジ ウムが1995年11月21,22日 の二 日間 にわた り開催 され,延 べ約80名 が参加 し,58件 の論 文発表が行 わ
れ た。
今 回の シ ンポ ジウムでは,米 国航空 宇宙局マ ー シャル宇宙 飛行セ ンターのT.E.Moore博 士 とワシ ン トン大学 のG.
Hernandez博 士 を招 聴講演 者 と して迎 え,衛 星観測 と地上観測 の両面 か ら極 域超高層 物理 に関す る議論 を行 う英語 に
よるセ ッシ ョンを設 けた。 まず,　Moore博 士 によって,熱 イオ ン力学実験(TIDE)を 行 うPOLAR衛 星搭 載機 器 に関
す る講演 が行 われ たのに続 いて,　Hernandez† 専士 に よって米 国にお けるフ ァブリー ・ペ ロー大気 観測の現状 に関す る
レビュー講演が行 われた。
特別 講演 と して,京 都 大学 工学 部の木 村磐 根教授 と電 気通信 大学 芳野 赴夫 名誉教授 に講 演 をい ただい た。 今年,
HFレ ー ダが昭和基地 におい て本 格運用 に入 った こ とを受 けて,二 日目のHF,　 VHFレ ー ダのセ ッシ ョンにお いて,　HF
レー ダ建設の経過 報告お よびその初期結果が報告 された。昭和 基地か ら伝送 されたサマ リーデー タが示 され実際の レー
ダエ コーに基 づい た議論 が活発 に行 われ た。
今 年の シ ンポ ジウムは,海 外 か らの招待 講演 を中心 としたセ ッシ ョンを設 ける こ とが で きた点 において,こ れ まで
と異 なったセ ッシ ョン構 成 となった。
第18回 極域気水圏シンポジウム 平成7年7月18日 ～19日
今回のシンポジウムに引き続いて 「北極圏環境研究国際 シンポジウム」が開催 されるため,発 表は南極域に関する
研究に限った。南極域での大気,海 洋,雪 氷分野の研究について口頭発表が31件,ポ スター発表が36件 の計67件 の発
表が行われた。雪氷関係では,ド ーム計画の進行状況,ド ームへ至るルー ト沿いの堆積環境,雪 氷コア解析技術に関
する報告が目立った。雪氷 コアの解析結果から過去の環境変動 を論ずるといった報告 は1件 のみであった。他の発表
は ドーム基地で得 られる深層 コアの解析技術に関するもので,解 析技術の準備が着 々と進んでいることを感 じた。気
象関係では,し らせ及び昭和基地で継続 されている気象観測と大気微量成分の測定データを解析 した研究が最も多かっ
た。衛星観測に関する話題では昭和基地で受信 された合成開口レーダの画像 とSSM/1画 像を解析 した結果が報告 され
た。海洋関係では係留観測の序報から海洋場の季節変動と氷縁域のモデル計算について報告 された。
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第15回 南極地学 シンポジウム 平成7年10月26日 ～27日
参加者89名 。地質 と岩石,固 体地球物理,海 洋の地学,地 形など10セ ッシ ョンが用意 され,ベ ルギーお よび韓国か
らの参加者 によるものを含む40件 の口頭発表と10件 のポスター発表があ り活発な議論がなされた。
第20回 南極 陽石 シンポ ジウム 平成7年6月6日 ～8日
今 回の シ ンポ ジ ウムは,参 加 者120名 で,そ の うち2名 の招待者 を含 め,海 外 か らの参加 者 は11名 であ った。発表
論文 は,88件(口 頭 が65件,ポ ス ターセ ッシ ョンが4件,ア ブス トラ ク トのみが19件)で あった。今 回の発 表で は,
コ ン ドライ ト陽石 の中で もよ り始源 的 と言 われてい る炭素 質陽石の発表 が16件 程度 あ り例年 よ り多か った。発表 の90
パ ーセ ン トが英語 によって行 わ れた。
第18回 極域生物 シンポジウム 平成7年12月6日 ～7日
外国からの6名 の研究者 を含め,延 べ約140名 の参加者を得て,口 頭12件,ポ ス ター56件 の発表が行われた。陸上
生物セ ッションでは国際学術研究 「北極における氷河末端域の生態系変動」 を中心に,ニ ーオルスン周辺の植生 ・土
壌微小動物相の遷移やシベリヤにおける日独露共同調査の報告が行われ,活 発な議論が展開された。海洋生物セッショ




研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
大型短波 レーダーの観測 と研究に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平成7年7月31日
南極大気球実験:宇 宙物理学的観測についての研究小集会 江 尻 全 機 平成7年9月22日
極域磁気圏 ・電離圏 ・大気圏結合に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成7年12月18日
オーロラ現象の共役点を含む北極域観測に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成8年1月29日
気水圏モニ タリング研究/観 測のあり方に関する研究小集会 山 内 恭 平成7年10月23日
氷床コア試料の化学解析技術に関する研究小集会 神 山 孝 吉 平成7年11月15日
ドーム深層コアの解析計画立案のための研究小集会 藤 井 理 行 平成7年11月21日
ドーム域における大気科学観測の展望に関する研究小集会 和 田 誠 平成8年1月26日
昭和基地の固体地球物理デ ィジタルデータの利用と成果に関する研究
小集会
金 尾 政 紀 平成8年1月25日
南極 ・昭和基地での重力絶対測定に関する研究小集会 野 木 義 史 平成8年1月22日
惑星物質採集計画に関する研究小集会 小 島 秀 康 平成7年10月18日
エ ンダービーランドの地質調査に関する研究小集会 白 石 和 行 平成8年1月30日
南極海洋生態系の海氷変動への応答研究に関する研究小集会 内 藤 靖 彦 平成7年8月30日
南極における医学研究の将来展望に関する研究小集会一2一 大 山 佳 邦 平成7年9月6日
極域における生物種,種 静間の相互関係に関する研究小集会 神 田 啓 史 平成7年10月20日
「海氷圏生物の総合研究計画」 に関する研究小集会 福 地 光 男 平成8年3月12日
北極圏環境研究に関する研究小集会 渡 邉 興 亜 平成8年2月23日
昭和基地情報通信 システムの構築 とその有効利用に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成7年7月28日
極域 リモー トセンシングデータの解析 とアルゴリズムに関する研究小
集会
佐 藤 夏 雄 平成8年2月6日
3)観 測研究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
第37次 南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会







講 演 題 目 講 演 者 所 属 講 演 日
南極沿岸ポリニアにおける海氷生産と対流混合 牛 尾 収 輝 極地研 平成7年4月5日
南極中山基地に於けるオーロラ光学観測 菊 池 雅 行 極地研 平成7年4月26日
第36次南極地域観測隊 夏隊報告 上 田 豊 第36次 隊長 平成7年5月12日
第35次南極地域観測隊 越冬隊報告 横 山 宏太郎 第35次 越冬隊長平成7年5月12日
小型気球による北極でのオゾン観測 岡 野 暉 一 極地研 平成7年5月31日
マ クマー ド基地 及び アム ンゼ ン ・ス コ ッ ト基地 訪問 の報告 江 尻 全 機 極地研 平成7年6月14日
昭和基地HFレ ーダー観測 一建設 と初期結果一 山 岸 久 雄 極地研 平成7年6月14日
35次 隊や ま と山脈 航空 オペ レーシ ョン 船 木 實 極地研 平成7年6月28日
35次越冬での海氷圏生物観測 渡 辺 研太郎 極地研 平成7年6月28日
7　simple　 zircons　 from　 3　 Complexes　 (the　 Napier,　 thei-







流星 を利用 した大気のレーダー観測 堤 雅 基 極地研 平成7年7月26日








渡 辺 正 和 極地研 平成7年10月11日
1.　SCARの 人工 地震 に伴 う環境 アセス メ ン トについ て
2.イ ン ドの南 極観測 につ いて











鈴 木 利 一 極地研 平成7年12月13日
超伝導重力計の観測から分かって きたこと 神 沼 克 伊 極地研 平成8年1月24日
衛星通信概要と個別 システム例 横 山 幹 男 国際電電㈱ 平成8年1月31日
昭和基地周辺の陸上動物 大 山 佳 邦 極地研 平成8年2月14日
A　 Laboratory　 Study　 of　 the　 Effect　 of　 Frost　 Flowers　 on
Radar　 and　 Infrared　 Observations　 of　the　 Ice　 Surface
Seelye
Martin
ワ シン トン大学 平成8年2月23日





1.資 料 の収集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南北両極域より得 られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物資
料室に収納されている。南極とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」 として出版 されている(昭 和61年3月
発行)。
(1)植 物
極地 よ り得 られた顕 花植物,隠 花植物 の各標本 の収納 点数 を別表 に分類 別,地 域 別に まとめた。その他,オ ー ス ト
ラリア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシ ャス,シ ンガポー ル,イ ギ リス,フ ランス,東 欧 な どの温 帯域 か らも比較 の
ため採集 及び交換 な どで収集 してお り,蘇 苔類 を主 に合計33,500点 の標本が収 納 されてい る。
現在,蘇 苔類の標本 デー タは国立極地研究 所の コ ンピュー タに よるデ ー タバ ンク として蓄積 されてい る。 内外の利
用 者 のため に種 類別(網,科,属,種),地 域別(植 物 区系,大 地名)検 索 に よる標本 リス ト,ラ ベ ルの打 ち出 し,
さらに分布 図の作成 な どの利用 システ ムが 出来てい る。 その他 に写真,図 解 入 りのハ ン ドブ ック として 「昭和 基地周
辺 の蘇苔類」 が出版 され,南 極 ・亜南極 の蘇 苔類 デー タカタログ　(Catalog　 of　moss　 specimens　 from　Antarctica　 and
adjacent　regions)　 が出版 されて いる。
植物標本庫(NIPR)の 収納状況
分類別 顕花植物 隠 花 植 物地域別 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
南米パ タゴニア 10 600 300
亜 サ ウスジ ョー ジア 50 592 50
サ ウスオー クニ ー諸 島 88
ケルゲレン島 100
南 アム ステル ダム 島 5 50
セ ン トポール島 30
クロゼ島 30
極 フォークラ ン ド島 28
南 アフ リカ 38 10
西 シグニ 一高 20 20











南 ケー シー基地 280 200 50





カナダ 115 800 30
北 ア ラス カ 791 L350 50
ア リュー シ ャン列島 110
ト 100 50
極 ア イス ラン ド 30
ブ インラン ド 100
域 スバ ー ルバ ル 150 322
シベ リア 100 300 100
そ チ リ 926
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 368
の 日本 ・欧州 ・東 欧 300 200 15,000 500 100
、
不パ ール 42








収納されている動物標本の主なものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本であり次表に示 した。
ア.剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)
動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウェ ッデル アザ ラ シ 剥 製 親 2
}t 〃 仔 1
〃 ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユ キ ドリ 剥 製 1
〃 卵 1
マ ダラフルマ カモ メ 剥 製 4
ア シナ ガコ シジロウ ミツバ メ 〃 1
オオ トウゾ クカモ メ 〃 5
アデ リーペ ンギ ン 剥 製 親 5
〃 〃 仔 3
〃 卵 6
〃 骨 格 3









ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30
棘皮動物 二 枚 貝 類 27
ナ マ コ 類 4 タ コ 類 7
ヒ ト デ 類 36 線形動物 3
クモヒデデ類 10 紐形動物
ウ ニ 類 27 ヒモム シ類 7
毛顎動物 扁形動物 1
ヤ ム シ 類 3 腔腸動物
触手動物 ヒドロ虫類 18
コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7
節足動物 サ ンゴ類 8
甲 殻 類 56 海綿動物 4
昆 虫 類 5 原生動物
ダ ニ 類 5 有孔虫類 4





ふ じ,し らせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集 された植物 プランク トン,同 定用ホルマリ
ン固定海水標本,冬 期サロマ湖か ら得られた同標本は次表に示 した。
隊 次 標 本 内 容 標 本 数|
7 ふ じ航路上 ・表面海水 181
9 〃 〃 82
14 ふ じ停船観測点 ・各層海水 100
18 ふ じ航路上 ・表面海水 149
19 ・ク 〃 155
20 〃 〃 246
20 定着氷下 ・各層海水 36
23 越冬ルーチン観測 ・各層海水 706
24 Vt　 Vt 330
25 〃 表面海水 ・各層海水 341
26 tl　 ll　 lt 456
27 ・ク 〃 〃 420
28 〃 〃 〃 186
29 〃 〃 〃 180
30 〃 〃 〃 90
1978年 サ ロマ湖 ・各層海水 50
合 計 3,708
その他に,ふ じ,し らせ船上 より各種プランク トンネット採集で得 られた動物プランク トン標本は次表に示 した。
隊次 ノルパックネット MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚魚ネット LHPR採 集器ジ ェ ッ トネ ッ ト
14 33 0 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0 0
19 ll 4 2 0 0 0
20 6 79 0 0 0 0
21 33 42 2 12 2 0
22 16 54 6 6 0 0
23 14 0 0 0 0 0
24 100 olo 0 0 0
25 50 401 3 0 0 0
26 88 llO ll 0 0 7
27 54 80 0 0 22 0
28 28 0 0 0 0 0
29 18 0 0 0 0 0
30 16 0 0 0 0 0
計 505 42928 18 24 7
ー71一
(3)標 本貸出 ・受入状況
ア.広 島大 学(中 野武 登)へ,南 極産冷 凍植物標本19点 を貸 出,一 部分譲(4月20日)
イ.ポ ーラ ン ド科学 ア カデ ミー植物研究所(R.オ キラ)へ 蘇類4点 を貸 出(4月23日)
2)非 生物系資料部門
当部門は極域あるいは極域に関連する地域の物理資料,岩 石資料それに一般資料の収集,整 理,保 管 とその利用に
関する業務 を担っている。
物理資料庫 に関 しては,昭 和基地で定常的に観測 されている地震のデータを保管する一方,前 年度に引 き続 きセー
ルロンダーネ地域のラン ドサ ット,ス ポット衛星データの購入を進めた。 また昭和基地で観測 された気象のデー タの
磁気テープの整理保管 も行った。
岩石資料庫に関 しては,前 年度に引 き続 きリュツォ ・ホルム湾,プ リンスオラフ海岸,や まと山脈,ベ ルジカ山脈,
マクマー ドサウンド,セ ールロンダーネ山地などの岩石の整理保管並びにデータベースの作成 を進めている。
3)オ ー ロラ資料部 門
当部門が担う業務は,オ ーロラに関する公開可能な資料の収集 とその統一的整理 ・保管,並 びに収集 された資料 を
共同利用に供することである。さらに収集資料の至便な検索 システムや解析システムの開発研究を行 うと共に国際学
術連合(ICSU)の 勧告に基づ くオーロラの世界資料センター　(WDC-C2forAurora)の 運営業務 をも担う。
本年度は,国 内外の関係機関 との情報交換 と平行 してデータ収集作業を実施 した他,オ ーロラ画像データ処理 シス
テムの更新を進めた。
4)陽 石資料部門
当部門は,お よそ8900個 の南極阻石を保有 してお り,そ の初期処理,同 定分類を継続 して行っている。また,申 請
のあった南極損石研究計画のうち,第26回,第27回 の南極陽石研究委員会において承認 された計画について陽石の配
分作業を行った。配分 した限石試料は,167点,研 磨薄片は107枚 であった。その他,教 育用陽石薄片セット(22種 類)
を4機 関に貸 し出 した。配分を行 った研究計画及び研究者を別表に示す。
展 示用及 び教 育用陽 石貸 し出 し状 況
(1)NHKへ 損鉄 を1点,コ ン ドライ トを2点 貸 し出す(4月3日)。
(2)和 洋九段 女子高 等学校へ 限鉄 を1点,コ ン ドラ イ トを1点 貸 し出す(6月10日)。
(3)し らせへ 限鉄 を1点,コ ン ドライ トを1点 貸 し出す(7月24日)。
(4)総 研大 へ限鉄 を1点,コ ン ドライ トを1点 貸 し出す(8月2日)。
(5)大 宮市宮 原 中学 校へ限鉄 を1点,コ ン ドライ トを1点 貸 し出す(10月26日)。
(6)NHKへ 阻鉄 を1点,石 鉄 を1点,コ ン ドライ トを1点 貸 し出す(1月17日)。




番号 研 究 計 画 研究代表者
ト
共 同 研 究 者
(*大 学院生)
879 Determination　of　 the　 cosmic-ray　 exposure　 and　 parelltOtto　 Eugster 1|
body　 break-up　 time,　 terrestrial　 age,　 K-Arage,　 and!
ミ
concentration　 of　primordial　 noble　 gases
880Noble　 gases　 in　R-chondrites Ludolf　 Schults
|
H.W,b,,1
881 Chemical　 studies　 of　Antarctic　 achondritesM.　 E.　Lipschutz Richard　 O.　 Sack
882 26AI　 versus　 22Ne/21Ne　 as　 shielding　 Parameter;　 exp.L.　Lindner L.　Schultz
ages　 of　DlO's
883 Shock　 metamorphism　of ellstatite　 chondrites Alan　 Rubil/ Edward　 Scott
884 Sm-Nd　 and　 Rb-Sr　 isotopic　 studies　 of　ureilites:　 FormationL.A.Taylor G.A.Snyder
ages,　 Petrogeneses,　 and　 evel/ts　 ol/　ureilite　 parent　 body
885 コン ドリュール縁 に見 られ る トロ イライ トの成 因の研究 今栄直也 中村 昇,
三澤啓司
886Analysis　 of　pyroxene-bearillg　p llasites John　 T.　Wasson Alan　 Rubin
887CO及 びCVコ ン ドライト中の難揮発性包有物 についての木村 眞
研究
888 Thermal　 history　 of　``equilibrated"　 ordinary　 cholldritesLuigi　 Folco Marcello　 Mellini
889Mineralogical　 characterization　 of　Y86789M.　Zolensky
890 Mineralogical　 and　 compositional　 stlldy　 of　 YamatoM.　 Zolensky A.Krot,
86751 G.Kallemeyn
891L-LLコ ン ドライ ト明 石 を用 い た高 温 高圧 実験 か ら見 た森 寛志 入船徹男
SNc陽 石の成因
892 Trace　 aIld　 minor　 elements　 in　minerals　 of　Nak}11ites　 andG.　Crozaz M.Wadhwa
Chassigny:　 Clues　 to　their　 Petrogellesis
893 Cosmic-ray　 exposure　 and　 terrestrial　 histories　 of　AIltarc一西泉邦彦
tiC　meteOriteS
894 Thermal　 metamorphislτ1　 0f　 the　 C,　 G,　 B　 alld　 F　asteroids廣井孝弘







番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者
(*大 学院生)
895 Determination　of　 comsmic-ray　 exposure　 age,　 break-upOtto　 Eugster
time　 from　 parent　 body,　 and　 trapped　 noble　 gas
composition
896南極産炭素 質 コン ドライ トの強酸 による溶解残 さの 赤井純治
TEM-AEM法 に よるキ ャラ クタリゼ ー シ ョン
897南極産Cl,　 C2炭 素質コン ドライ ト構成鉱物の透過電赤井純治
顕(TEM)に よるキ ャラ クタ リゼ ー シ ョン と くに
熱変成作用の検討
898南極産火星起源損石の年代学研究 中村 昇 三澤啓司,
M.　 Tatsumoto,
W.　 R.　Premo
899エコンドライ ト限石の初期分化のタイムスケールに関す 三澤 啓司 新保 紀夫*,
る研究 中村 昇
900衝突溶融 した南極産H－ コン ドライ ト限石の同位体及び 中村 昇 中島 剛*,
化学組成の研究 三澤啓司,
長尾啓介
901炭 素質限石(CO,CV)のRb-Sr同位体 及 び微 量元 素の研 中村 昇 寺内万里子*,
究 小島秀康,
三澤啓司
902南 極 産 ロー ドラナ イ ト(Yamato791491)の 微 量 元 素 及中村 昇 森川徳敏*,
びRb-Sr,　Sm-Nd同 位体 の研 究 三澤啓司








905 南極ユークライ トの化学的,及 び年代的研究 海老原 充 篠塚 一典*,
三浦弥生,
長尾敬介
906Petrology　 of　Martian　 meteories G.　A.　McKay Johll　 Jones,
宮本正道
一74一
番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者
(*大 学院生)
907Search　 for　carbon　 in　Martian　 meteorites D.S.McKay E.　Gibson,
K.　Thomas,
S.　Clemett
908 Evolution　 of　chondrites　 to　achondrites Sz.　B6rczi K.G.S61ymos
909 Analysis　 of　composition　 of　an　 eucrite
ノ
B.　Lukas
910 Investigation　 of　 metal　 and　 sulfide　 textures　 in　 enstatiteK.　Lodders
.
meteorltes
911Evolution　 of　 meteoritic　 glasses　 iIl　Antarctic　 terrestrialJ.　H.　 Thomassin P.　L.　Coustumer
.
envlronment
912 Impact　 history　 of　enstatite　 chondrites　 and　 aubritesKlaus　 Ke 1 山口 亮
913 Mineralogy　 and　 petrology　 of　enstatite　 chondritesE.　R.　D.　Scott A.N.Krot
914 A　 comparative　 study　 of　 opaque　 phases　 in　 EH,　 ELLin　 Yangtil19 木村 眞
chondrites　 and　 aubrites
915熱変成を受けたCM炭 素質コン ドライ トの鉱物学的研究 中村智樹 松 岡賢 治*,
高岡宣雄
916非 平衡 普通 コ ン ドラ イ トALH77140中 の クラス トの成 因中村智樹 高岡宣雄,
に関する研究 小島秀康
917非平衡普通コンドライ ト中の希ガス 中村智樹 高岡宣雄,
長尾敬介
918Primitive　achondrite希 ガス分析 に よる限石分化過程 の研高岡宣雄 本村廣信,
究 尾崎幸太*,
長尾敬介
919平衡炭素質コンドライ ト陽石の岩石学的研究 池田幸雄 木村 眞
920普通コンドライト角れき岩損石の岩石学的研究 池田幸雄 木村 眞
921FeOに 富むユニーク損石の岩石学的研究 池田 幸雄 木村 眞
922CIグ ループ炭素質コンドライトの岩石学的研究 木村 眞 池田幸雄
923 Mineralogical　 study　 of　new　 Martiall　 meteorite　 Y25-95三河内 岳 宮本正道
924 コン ドライ ト損石中の異質岩片の研究 藤田 隆 今栄直也
75
番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者
(*大 学院生)
925分化した限石の鉱物結晶学的研究と小惑星との関係 武田 弘 石井輝秋,
宮本正道
926 Petrologic　 study　 of　equilibrated　 eucrites山口 亮 K.Keil,
G.　J.　Taylor
927Geochemical/petrographic　investigation　 of　 differentiat一P.　H.　Warren G.W.Kallemeyn
edmeteorites
928原始的エコンドライ ト阻石の鉱物の組成 ・分布 ・形状の 池上恵子* 宮本正道
系統的研究
929炭 素質陽石(CM2,CO3)の 磁 気学的研究 船木 實
930CO炭 素 質 コ ン ドラ イ トのCAIお よび コ ン ドリュー ル中留岡和重
のネフェリン形成 と変成作用 との関係
931 限石中での トロイライ トの部分蒸発組織の検討 土山 明 橘 省吾*
932 月最古の海の玄武岩の,鉱 物学 ・岩石学的研究 荒井朋子* P.　H.　 Warren
933南極 順石 を用 い た,非 平衡chondrite中 のrelict　grainの土山 明 植田千秋,
研究 橋爪 光,
山中敦子*
934 コンドルール形成機構の解明 佐野 有司 寺田健太郎
935 二次 イオン質量分析計(SIMS)を 用いた始源明石の多寺田健太郎 五十嵐丈二
元素同時分析 によるシステマティクな年代決定
936月深部起 源 領石 のU-Pb-Fe-Ni-S同 位体 比 のその場局所 分五十嵐丈二 佐野有司,
析 寺田健太郎
937L-LLコ ン ドラ イ ト陽 石 を用 い た高温 高圧 実験 か ら見 た森 寛志 入船徹男
阻石の成因
938非平衡限石中の金属一硫化物集合体の岩石 ・鉱物学的研 海老原 充 孔 屏*,
究 B.Fegley,Jr.
939 Determination　 of　 cosmic-ray　 exposure　 age,　 Mars-EarthOtto　 Eug ter
transfer　 time,　 K-Ar　 age,　 and　 trapped　 noble　 gas
compositiorl
940 Mineralogy　 and　 petrology　 of　 the　 metamorphosedAlexander　 Krot M.　 Zolensky
carbonaceous　 chondrites
一76一
番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者1
(*大 学院生)




942 The　 magnetic　 properties　 of　meteorites
;
lBrunoLal19
943 Thermally　 altered　 cholldrites M.　 E.　Lipschutz M.　 Zolenskyl
「
944 Study　 of　 textures　 and　 morphology　 of　 ellstatite　 chond一Katharina　 Lodders
rites
;
945 Study　 of　isotopic　 compositions　 of　 llydrogell　 alld　 carbol1Jongmann　 Yal19
1
in　Antarctic　 meteorites




947 コンドライ トの固体惑星物質デー タベースの構築 と応用 武田 弘 宮本正道,
池上恵子*
948鉄損石中の軽元素の分布及びその同位体比の測定 杉浦直治
949Milleralogical　 comparison　 of　 Japanese　 Antarctic　 sher一三河内 岳 宮本正道
gottites　 ALH-77005　 and　 Yamato-793605 1
;
950 Infrared　 diffuse　 renectance　 spectra　 of　 carbonaceous宮本正道 佐藤公表*
chondrites:　 Absorption　 bands　 Ilear　 3μm
1
951太陽系始原窒素同位体組成の探究 橋爪 光 松田准一
1
952揮発性元素(希 ガス ・チ ッ素)を 用いた分化 した限石の松田准一 橋爪 光
成因研究
953普通 コン ドライ ト中の微量元素の分布に関する研究 富樫茂子 木多紀子
954AMS法 とTL法 による落下年代測定の評価 と精密化 三尾野重義 中西章夫
955 Petrology　 of　Antarctic　 carbonaceous　 chondrites池田幸雄 木村 眞
956 Petrology　 of　Antarctic　 ureilites 池田幸雄




番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者
(*大 学院生)





959Yamato　 Rコ ン ドライ トの化学分析 海老原 充 尾嵜大真*
960Yamato　 Rコ ン ドラ イ トのconsortium研 究 海老原 充
961CRコ ンドライ トの金属相 に関する研究 海老原 充 孔屏*
962 非平衡 オーデ ィナ リ ・コン ドラ イ ト中の炭 素に関す る研 海老原 充 孔 屏*,
究 長尾敬介,
杉浦直治
963 Reflectance　 spectroscopy　 and　 mineralogy　 of　carbonace一Takahiro　 Hiroi M.　Zolensky
ous　 chondrites　 in　 co皿ection　 with　 thermal　 metamorph一
ism　 of　the　 C,　G,　B,　and　 F　Asteroids
964 Understanding　of　shock　 history　 of　ordinary　 chondritesAkira　 YamaguchiEd　 Scott











ている。低温実験室は一60℃ まで冷却することのできる超低温室,常 時一20℃ に保たれている低温室2室 及び試料の
貯蔵庫に分かれてお り,南 極大陸で経験する大気の気温に対する環境条件を満たし,低 温下での雪氷学,寒 地工学及
び寒冷生理等の研究に利用 されている。
低温試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納 されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散 されている。
移動棚は,貯 蔵庫中央の通路をは さんで両側に配置 されてお り,一 方は観測隊の中型 ダンボールに入った低温試料
(雪氷,生 物,限 石,土 壌など)が,ま た他方には南極や北極の雪氷 コアがコアケースのまま収納 されている。収納
能力は,中 型 ダンボール208箱 と氷床コア930m相 当である。
現在これ らの両極地域で採取された氷試料の管理,共 同研究に供す る低温試料の配布や基本的な解析の支援 を行っ
ている。特 に昭和58(1983)年 か ら昭和59(1984)年 にかけてみずほ基地で掘削された700m氷 床 コアを始め とする
南極での雪氷 コア及びグリーンランドやスバールバルなどの北極におけるコアは,全 国の研究者に配布され解析 ・研
究が進め られてきた。 さらに南極 ドームふ じ観測拠点のコア解析が新たに実施 されている。
本年度は35次 隊持ち帰 りの雪氷試料,蘇 類 ・地衣類試料などが搬入,整 理 されたのち,共 同利用研究試料 として共
同研究者に配布 された。
低温室の内部 には氷試料だけでなく生物試料,限 石,底 質などの土壌試料 も保管されている。なお,現 在低温室が
手狭 になったため一部の試料保管を外部に委託 している。
主要な雪氷 コアは,低 温資料貯蔵室に保管 されている。
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2.研 究施設 ・設備 の共同利用
1)北 極圏環境研究センター
北極圏環境研究センターは北極域における大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の変動等に関する観測 ・研究を行 うとと
もに,北 極研究に関する情報の提供,助 言を行 うことを目的としている。センターではノルウェー領スバールバル諸
島のスピッツベルゲン島ニーオルスン(北 緯79度,東 経12度)に 設置 した観測基地を拠点 として,現 地観測を継続 し
ている。平成7年 度には延べ36名 がニーオルスン観測基地 を利用 した。主な研究課題 として,北 極圏における地球規
模大気環境変動の研究,環 北極海雪氷 コアによる環境変動の研究,北 極圏におけるツンドラ生態系観測と陸域環境特
性の研究,北 極海ポリニア航海観測を掲げ,国 内外の大学 ・研究機関等の北極関連研究者とともに研究を進めている。
これらの研究を通 して地球規模の気候 ・環境変動の実態 とそのメカニズムを,極 域の視点から解明することを目指 し
ている。また 「国際北極科学委員会(IASC)」 の活動 に対応するとともに,国 際的な共同研究プロジェク トの立案な
どにも参画 している。 さらに北極研究に関する文献,資 料及び情報の収集を行い,広 く共同研究者の利用に供 してい
る。
2)情 報科学 セ ンター
情 報科学 セ ンター では南極昭和 基地の 「多 目的衛星 デー タ受信 システ ム」 で取得 した多量の衛星 デー タを処 理 ・解
析 す る とともに,所 内ネ ッ トワー ク(対 外 回線)の 整備,大 型計算機 の管理 ・運用 を行 った。
平成7年2月 に36次 隊 によ り昭和 基地衛 星デー タ記録 シス テムに これ までのHD96に 替 え,DIR1000Mを 導 入 した。
オー ロラ粒 子加 速域 の 解明 を主 目的 とす るEXOS-D　 (あ けぼ の)衛 星の受信 は,35次 隊(961パ ス),36次 隊(945
パス)を 通 して実施 され,全 て宇宙 科学研究所 の衛星 デー タベー スに登 録 された。 これ らのデー タはEXOS-D衛 星デ ー
タ処理 解析装 置 を用 いて,極 地研 に も移植 され た。 また解 析 ソフ トウェアの整 備 として平 成7年3月 まで にPWSと
LEPデ ー タを時系列 上 に同時表 示す る機 能 を追加 した。
宇宙 開発事 業団(NASDA)の 海洋 観測衛 星MOS-　 1bの 受信 は35次 隊(208パ ス),36次 隊(173パ ス)を 通 して行
情報科学センター計算機ネッ トワークシステム
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われた・ 欧州 リモ ー トセ ンシ ング衛星(ERS-1)及 びNASDAの 地球 資源探 査衛 星(JERS-1)に つい ては,そ れ
ぞ れ35次 隊が77パ ス,34パ スの受信,36次 隊が76パ ス,41パ スの受信 を行 った。衛 星画像処理 装置 の整 備 と して,平
成7年3月 まで にはMOS-　 1衛 星 デー タの クイックル ック表示 をCCT,　CD-ROMデ ー タか らも行 える ように,ま た,
平 成8年3月 まで に はMOS　 (MESSR,　 VTIR,　 MSR),　 ERS　 (SAR),　 JERS　 (SAR,　OPS)　 デ ー タ をCD-ROMに アー カ
イブす るため に機 能 を追加 した。 スウェーデ ンの オー ロラ観測衛 星FREJAの 受信 は35次 隊に217パ ス行 った。
NASAか らの依頼 に対応 し,平 成8年2月24日 に打 ち上げ られ たPOLAR/DELTAロ ケ ッ ト　(NASA)の テ レメー タ
デー タが37次 越冬隊 に よ り追尾受信 された。
3)南 極 圏環境 モニタ リング研 究 セ ンター
南極域に見 られる自然現象は孤立 したものではな く,地 球 システムの中で北極域 を含む他の地域 と深 く関わりあっ
ている。南極域では,大 気圏,海 洋 ・地殻圏,生 物圏諸過程の相互結合作用によって,南 極圏システムが構成 されて
いる。
宇宙への窓として極域に現れる現象は太陽 ・地球系の電磁場相互作用の変動現象 と捉 えることがで きる。成層圏 ・
対流圏をめぐる物質循環の諸現象は地球規模の気候システムの変動 と密接に関連する。また,南 極大陸上の氷床の変
動 は南極大陸地殻の変動と相互に作用 し,海 洋系の変動 とも関連する。陸域 ・海域の生態系はこのような微妙な環境
変動に応答 しなが ら存在 している。
これ ら大気圏環境変動,海 洋 ・地殻圏環境変動,生 物圏環境変動は個 々に独立 した ものではなく相互に結合 してい
る。南極圏環境モニ タリング研究センターは,南 極圏の環境変動の中 ・長期的なモニ タリングを通 じて,そ の変動過
程 ・変動機構 を総合的に研究することを目的 として,平 成7年(1995)4月 に新設され,発 足 した。
平成7年 度は,特 に海洋 ・地殻圏の環境変動分野の研究を中心に進めることとし,次 年度以降その他の研究分野へ
発展する計画である。これらの研究推進のための研究所内の研究グループおよび国内 ・国外の研究機関等との リンク ・
共同研究を発展 させ る必要がある。また,中 ・長期的変動研究のためのモニタリングデータベースの構築を行うとと
もに観測機器 ・手法等の開発 ・研究を行 うこととしている。
4)オ ー ロラ世界資料 セ ンター
オー ロラ世 界資料 セ ンター　(WDC-C　 2　for　Aurora)は,資 料系 オー ロラ資料部 門が管理 ・運営 し,管 理 ・資料棟5
階 に床面積 約84m2の 資 料保管 庫兼 閲覧室 を有 してい る。 当 セ ンターに保管 され る資 料 は,　WDCパ ネルが示 す作業 指
針 を基 本 と し,オ ー ロラ物理 学の進展 に伴 う研究 者の要望資料 をも経 済的物理的事情 を勘案 した上で収 集す る方針 と
している。資料保 管庫 は冷 暖房 ・除湿 器 を備 えている と ともに,リ ー ダプ リン ター利 用 による簡単 な閲覧 と複写が 可
能 となってい る。 デー タ収納能力 は,35mmマ イクロフ ィルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁 気テー プ約1,900本,
マ イ クロフ ィッシュ カー ド数 千枚で ある。　WDC--C2　 for　Geomagnetism　 (京 都大学理学 部)と の 共同 によるAEデー タ
ブ ックの出版 も行 ってい る。






35mm全 天 カメ ラ編集 済フ ィルム
16mm全 天 カメ ラフ ィルム
料 名1観 測 期 間 数 量
編集済フイルム 1970年 ～1994年 100ft,25年 分
フ ィルム(… 部編集不 能) 1966年 ～1969年 100ft,4年 分
オ リジナル フ ィルム 1970年 ～1994年 1,000ft,25年 分
長尺保存 フ ィルム 「1970年 ～1978年 1,000ft,9年 分
ジナ ルチ ャー ト記録11959年 ～1994年 36年分
地磁気3成 分3打 点チャー ト記録
地磁気3成 分35mmマ イクロフイルム











23一 フ ァ イ ル
3一 フ ァ イ ル
100ft,18年 分
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資 料 名 観 測 期 間 数 量
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61一 フ ァ イ ル
計算機取 り組込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6一 フ ァ イ ル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
一
35mm全 天 カメラ編 集済 フ ィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
35mmオ リジナル フィルム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
DMSPオ ーロラ観測記録 1972年 ～1988年 240巻/100ft
South　Pole基 地全天 カ メラフ ィルム 1976年 ～1990年 100ft,15年 分
あ
す
Halley　Bay基 地全天 カメラフ ィルム 麟 二灘} 237巻/100ft
か Mawson基 地全天 カメラフ イル ム {蠕 麟} 410巻/100ft




Maquarie島 基地全 天 カメラフ ィルム





資 地磁 気 マ イクロフ ィル ム(約55基 地) 1976年 ～ 774巻/100ft
料 地磁気 マ イクロフ ィッシュ(約5基 地)





NOAA&TIROS(粒子) 1978年 ～1995年 MT440巻,　 CD-ROM7巻
DMSP　 (粒子)MT 1979年 ～1992年 461巻
DataBook等(閲 覧用) 約350冊




全 天 カメラフ ィル ム









低温資料部門が管理する共同利用施設で,-60℃ まで冷却できる超低温実験室,-20℃ の 自然対流冷却 による実験
室,-20℃ の強制対流冷却の実験室と貯蔵庫からなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は820人 であった。主な利用は,南 極H15氷 床 コアの解析作業,北 極
スピッツベルゲ ンコアの解析作業,雪 氷 コアの自動融解サ ンプリング装置の試作実験,氷 床 コア中の二酸化炭素 と一
酸化炭素の抽出装置の実験,ア イス ドームの実験,各 種機器の耐寒試験などで,他 に第37次 観測隊関連の利用があっ
た。








































部 門 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 越 冬 隊 長 召 田 成 美 気象庁観測部
副 隊 長 兼 越 冬 副 隊 長 石 沢 賢 二 国立極地研究所事業部
定常観測 気 象 佐 藤 尚 志 気象庁観測部
吉 見 英 史 〃
竹 川 元 章 〃
宮 内 誠 司 〃
中 村 辰 男 〃
電 離 層 稲 森 康 治 郵政省通信総合研究所
地 球 物 理 田 中 俊 行 国立極地研究所事業部
研究観測 宙 空 系 有 澤 豊 志 電気通信大学電気通信学部
加 藤 泰 男 名古屋大学太陽地球環境研究所
大 高 一一 弘 郵政省通信総合研究所
気 水 圏 系 中 山 芳 樹 国立極地研究所事業部(㈱ 日本パブリック)
田 中 洋 一 国立極地研究所事業部(㈱ ジオシステムズ)
東 信 彦 長岡技術科学大学二1二学部
亀 田 青 雄 北見工業大学工学部
藤 原 濤_ 郵政省四国電気通信監理局
森 本 真 司 国立極地研究所北極圏環境研究センター
地 学 系 丸 山 一 司 建設省国土地理院
青 山 雄 一 国立天文台地球回転研究系
生物 ・医学系 伊 村 智 国立極地研究所研究系
設 営 機 械 中 西 実 国立極地研究所事業部(い す"自 動車㈱)
佐 藤 仁 国立極地研究所事業部(㈱ 大原鉄工所)
市 川 一 男 山梨医科大学業務部
寺 田 俊 孝 国立極地研究所事業部(㈱ 小松製作所)
中 村 吉 夫 国立極地研究所事業部(㈱ 日立エ ンジニアリングサービス)
齋 藤 雅 彦 国立極地研究所事業部(い す"自 動車㈱)
濱 片 正 和 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーディーゼル㈱)
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部 門 氏 名 所 属




























廃 棄 物 安 達 雄 治 電気通信大学施設課

















部 門1氏 名 所 属
1
隊 長 兼 夏 隊 長 ; 上 田 豊 名古屋大学大気水圏科学研究所





海 洋 化 学 並 木 正 治 海上保安庁水路部
1
海 洋 生 物 野 村 潔 北海道大学水産学部 1
測 地 山 本 宏 章 建設省国土地理院
研究観測 宙 空 系 山 岸 久 雄 国立極地研究所研究系
気 水 圏 系 古 川 晶 雄 国立極地研究所研究系
地 学 系 有 田 正 志
川 野 良 信;











設 営 一 般i増 田 光 男1国 立極地研究所事業部(金 子架設工業㈱)
川久保 守 国立極地研究所事業部
i福 井 均 国立極地研究所事業部(㈱ 福井)
和泉澤 統 一一 国壷極地研究所事業部(飛 鳥建設㈱)





氏 名 所 属




部 門 名 観 測 項 目
電 離 層 ○電界強度測定
海 洋 物 理 ○海洋物理観測
海 洋 化 学 ○海洋化学観測
海 洋 生 物 ○海洋生物観測
測 地 ○基準点観測
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目
宙 空 系 太陽エネルギー輸送 と変換過程に関する総合研究計画
・極球擾乱と磁気圏構造の総合観測
気 水 圏 系 気水圏環境変動観測計画
・大気化学観測計画
地 学 系 第H期 東 クイーンモー ドランド地域の地学研究計画
○東南極大陸における地殻動態及び地殻形成過程の総合研究
・クイー ンモー ドランド及びエ ンダービーランドの地殻形成過程の研究調査
・地殻活動の総合監視 ・測量計画





部 門 名 観 測 項 目
極 光 ・夜 光 ○全天カメラによる観測
○写真観測
地 磁 気 ○地磁気三成分及び基線値決定のための絶対測定













部 門 名 観 測 項 目
宙 空 系 太陽エネルギー輸送 と変換過程に関する総合研究計画
・テ レメ トリーによる人工衛星 観測
・極域擾乱と磁気圏構造の総合観測
・観測点群による超高層観測














[目 的]第36次 南極地域観測隊の編成及びその他実施準備に資するため,隊 員候補者 に対 して,冬 期の寒冷地にお
いて雪中行動等に関す る各種訓練 を実施 した。
[期 間]平 成6年3月14日 ～3月18日
[場 所]長 野県南安曇郡安曇村乗鞍地区を中心 とする一帯
(2)夏 期総合訓練
[目 的]第36次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動 に関する各種訓練や観測計画等 に関する講義を行い,所 要の知
識や技術を習得 させ ると共に,団 体生活 を通 して隊員の相互理解を深めるために実施 した。
[期 間]平 成6年6月20日 ～6月24日
[場 所]文 部省菅平高原体育研究場を中心とする菅平高原一帯
(3)音BP9男1」訓1練
観測部門別訓練は,南 極地域 において必要な機器の取扱いや保守訓練,オ ペ レーションを円滑に進めるための訓練
を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。
4)行 動概要及び観測概要
(D概 要
第36次 隊56名 お よび交換 科学 者1名 は,1994年11月14日,「 しらせ」 にて東京 港 を出発 した。12月3日 フ リーマ ン
トルを出港後,各 種の船上 観測 を しつつ南下 し,8日 南緯55度 を通過,14日 氷 海 に入 った。18日 には定着氷 に入 り,
24日 昭和 基地見 晴 ら し岩 沖 に接岸 した。往路 の総 チ ャージ ング砕氷 回数 は,流 氷域で632,定 着 氷域で706で あった。
定着氷域 での厚 い多年氷 の一部流 出な ど35次 越冬 隊か らの詳 しい海氷 情報,そ れ らに基づ く 「しらせ 」の適切 な操 船
に より,33次 隊 までの あすか基地 オペ レーシ ョンが なかった とはいえ,東 京 出港か ら昭和 基地接岸 までの 日数は,日
本 の南 極観測 で最短 とな った。
昭和 基地 にヘ リコプ ター第1便 が飛 んだの は,12月18日,基 地北方約100klnの 流氷城 南縁部 か らであ った。引 き続
き接 岸 までの期 間 に,大 陸上 のSl6地 点へ の内陸用 全物資,昭 和基地へ の優 先物資 と要員 を空輸 した。接 岸 後は,燃
料 のパ イプ輸 送,大 型機材 の氷上輸送,一 一般物資 の空輸 を実施 し,1995年1月12日 に持 ち込 み物 資の輸送 が終了 した。
総輸 送物資量 は,約1070ト ンで,う ちSl6へ は90ト ン,昭 和 基地へ の氷 上輸送 量は190ト ンちか くにのぼった。
昭和基地 での建設,設 備 工事 は,12月19日 か ら2月14日 までの間 に当初予定分 を完了 した。その 間,観 測関係 では,
昭和 基地 において測地,生 物 ほかの観測,大 型短波 レー ダーア ンテナ設置,気 球 回収 実験 な ど,ま た リュ ツォ ・ホル
ム湾沿岸 の地質,測 地,生 物,海 洋 な どの調査が行 われ た。 内陸で は,ド ー ム越冬 隊員の新観測 拠点 入 りと物資輸送
のため,ド ーム往復旅 行が夏 隊員 を加 えて実施 され,初 越冬 が開始 された。
2月1日,35次 隊 と36次 隊 との実質 的な越冬交代 を行い,15日,昭 和 基地最終 便に よ り夏 隊の全員 が 「しらせ」 に
戻 った。 「しらせ 」 は,1月25日 に昭和基地 を離岸 し,定 着氷域 で490回,流 氷域 で801回 のチ ャー ジング航行 をへて,
2月19日 に流氷縁 を出 た。 の ちアム ンゼ ン湾 に向かい,リ ーセル ラルセ ン山北 西域 で25日,26日 に地学,測 地調査 を
した。3月1日 か ら船上 観測 を しなが ら東航 し,流 速係留 系 を回収後,12日 か ら東 経150度 に沿 って北 上,16日 に南
緯55度 を通 過 し,21日 シ ドニー に入港 した。36次 夏隊 は35次 越冬隊 とともに,28日 空路 シ ドニーか ら成田 に帰着 し,
夏期行動 を終 えた。
(2)昭 和基 地 オペ レー シ ョン
① 輸 送
12月18日 の第1便 以降,昭 和基地へ の優先物資 を空輸 し,21日 か ら24日 にかけて は,内 陸用物資約90ト ン(ス リン
グ22ト ン,燃 料 ドラム83本,そ の他)をSl6へ 空輸 した。 昭和 基地へ の氷 上輸 送 は25日 に開始,当 初 予定の70ト ンを
大幅 に上 まわる186ト ンを運 び,29日 に終了 した。 また25・26日 にはW軽 燃料420ktt,JP5燃 料100ktを 見晴 らし岩貯油
施設 までパ イプ輸 送 した。本格 空輸 は1月3日 開始,12日 に昭和 基地へ の総物資 約980ト ンの輸 送 を完 了 した。持 ち
一88一
帰 り航空機は,セ スナが1月15日,ピ ラタスが16日 に 「しらせ」へ搬入された。
② 建設 ・設備改修作業
夏期建設作業および観測部門の建設支援作業は,13件 あった。新築一1:事は放球棟,気 象棟観測架台,35次 隊で未完
成の高床式通路および防火区画,倉 庫棟基礎工事の4件,改 修1事 は管理棟補強工事,環 境科学棟 ・気象棟外装張 り
替え工事の3件,支 援工事は通信アンテナ基礎工事,イ ンマルBア ンテナ基礎工事 ・設置工事,大 型短波 レーダーア
ンテナ基礎工事,　GPSア ンテナ基礎工事 ・設置一[事・観測棟ボ ンベ庫新築工事,金 属 タンク基礎工事 ・設置T.事 の6
件であった。工事 は12月19日 か ら2月13日 の うち作業可能な49日 にわたって行われ,基 礎工事 を優先 して行い,資 材
輸送 を持って鉄骨建て方,内 外装工事,改 修工事が行われた。建設延べ人員は,1439人 目(観 測隊964人 目,残 業242
人目,し らせ支援233人 目)を 要 し,順 調に終了した。
(3)船 上観測
① 電離層
オメガ電波を連続受信 し,そ の伝搬特性 に関するデータをえた。
② 大 気
1991年 のピナツボ火山噴火の影響を知るため,大 気混濁度を東京か らドームふ じ観測拠点 まで観測 した。また,大
気微量成分の分布 と変動,地 球表層での収支を研究するため,対 流圏下部のオゾン,大 気と表層海水中の二酸化炭素
などの濃度を航路上で観測 した。
③ 地磁気 ・重力
地磁気3成 分 と重力 を測定 し,そ の間,航 路上の9地 点で,磁 力計検定のため 「8の 字航行」をした。重力は,測
器の トラブルのため,観 測を往路の12月12日 に打ち切った。
④ 海洋物理 ・化学 ・生物
停船観測は,南 下航路5点,東 行航路8点,北 上航路4点,計17地 点でCTD,　ニスキン採水,ノ ルパ ックネッ ト
などの観測 を実施 し,他 に予定 した5地 点では,天 候や日程の都合で中止 した。その他,表 面採水 を77点,　XBT観 測
を138点,　XCP観 測を南下航路の5点 で実施 した。また,表 面海水を連続採水する海洋生物モニタリングシステムに
よる観測を航行中実施 した。なお気象衛星NOAAで 追跡す るアルゴスブイを3地 点,オ ース トラリアの気象ブイを南
下航路の2地 点で放流 して。ブライド湾東部の海底地形測量は,帰 路のリュツォ ・ホルム湾の浮氷域脱出に予定以上
の 日数を要 し,調 査地域 も海氷に覆われている状況か ら断念 した。
⑤ 生 物
表面海水中の懸濁粒子の有機物量や組成,全 炭酸濃度,溶 存態有機物などを調べるための試料を適宜採取 した。 ま
た,こ れ らの鉛直分布の試料を停船観測のニスキン各層採水(12地 点),バ ン ドン各層採水(8地 点)に よって取得
した。
⑥ 係留系揚収
白鳳丸によ り,64°40/S,140°20'E,水 深3260mの 海底に1月14日 設置 された全長約300mの 流速係留系を,3月10
日に現場到着後約3時 間で回収 に成功 した。
(4)昭 和基地及び周辺における観測
① 潮汐 ・海潮流
潮位計センサーを東 オングル島西の浦に設置 し,既 設潮位計 との検定 ・比較観測をした。また,オ ングル海峡で流
速計による係留観測を した。
② 生 物
定着氷域での海洋物資循環過程 を調べるため,北 の浦,北 の瀬戸の3地 点で計5回,ニ スキン採水器,バ ンドン採
水器,ポ ンプ等 により,海 水中の各種化学成分の鉛直分布測定試料 を採取 した。また,コ アーサ ンプラーにより海底
堆積物,ツ ブ篭 により底生生物を採取 した。
③ 測 地
地殻動態の全地球的監視 ・測量のため,33次,34次 隊に続いて絶対重力測定を昭和基地の国際基準点で計21日 間に




南極域への温室効果気体 など,大 気微量成分の輸送過程研究のため,大 気球による成層圏 ・対流圏各高度の大気採
取が39次 隊で計画されている。その準備のため,地 上に落下 したサ ンプラーの捜索 ・回収方法を1月21日 と2月6日
に実験 し,と もに回収に成功 して貴重な経験が得られた。
⑤ 大型短波 レーダーの設置
短波 レーダーは,エ コーの ドップラー効果から極域電離層プラズマの運動 を広範囲に観測で き,磁 気圏プラズマの
運動,ひ いては太陽風か ら磁気圏へのエネルギー供給の様相を知る有力な手段である。これを用いた国際観測ネット
ワークに昭和基地 も入ることにな り,送 受信用アンテナ16基(高 さ15m,列 長225m)と 受信専用アンテナ4基(高
さ15m,列 長45m)が 東オングル島の最高点付近に設置された。このアンテナ設置を中心 とするレーダーシステムの
建設工事は,12月20日 か ら1月30日 にかけて372人 目を要した。
(5)沿 岸調査
リュ ツォ ・ホルム湾 とその周辺 の露岩地域 では,12月24日 か ら1月31日 にか けて,ラ ングホブデ(地 質,生 物,海
洋),オ メガ岬(地 質,測 地),奥 岩(地 質),ア ウス トホブデ(地 質),ル ン ドボー クスコ ラー ネ(地 質),ス カルブ
ス ネス(生 物),ス カー レン(地 質)に おいて,当 初予定 の調査 を実施 で きた。 また,ア ム ンゼ ン湾 リーセ ルラルセ
ン山北西域 では,悪 天 のため2月25・26日 のみ地学 ・測地調 査 を実施 した。
地質調査 は,地 殻形成 過程研究 を目的 とし,花 嵐岩類 を中心 に,ペ グマ タイ ト,ア プラ イ ト,メ タベ イサ イ トな ど
に重点 を置 き,オ ングル島 を含 め実働32日 間,約2ト ンの岩 石試料 を採 取 した。 測地調査 では,　GPSに よる既 設基準
点 の改測 と結 合 を行 い,3点 の基準点 を新設 し,ま た精密 重力比較 調査 を した。生物調査 は,蘇 類 の分子系統 ・繁殖
構 造研 究 を中心 に,ま た海洋調査 で は,ラ ングホ ブデ と東 オ ングル島西の浦 の潮位比較 観測 を した。
(6)内 陸調査
ドーム夏旅行(次 第参照)に おいて,ル ー ト上の6地 点に自動気象観測装置を設置 した。 うち中継点 とドームふ じ
観測拠点のデー タは,衛 星経由でウィスコンシン大学で受信 されている。 また,氷 床流動量を求めるため,ル ー ト上
4地 点で昭和基地とGPS干 渉測位を行 った。その他,光 ファイバージャイロによる氷床表面形態の連続記録,化 学成
分分析用積雪試料 と水の安定同位体測定用水蒸気試料の採取などを行った。
(7)ド ーム初越冬 の開始
ドーム越冬隊員9名 の新 観測拠点 入 りと物資輸 送の ため,支 援隊員3名(古 川,竹 川,上 田)を 加 えた ドームふ じ
観測 拠点(77°19'S,39°42'E,高 度3810m)へ の往復 旅行 を実施 した。12月20日 全員S16へ 飛 び,荷 受 け ・そ り積 み
作業 の後,30日 に雪上車6台,ブ ル ドーザ ー1台,そ り35台 で出発 した。先行 隊は1月15日,後 続 隊は24日 に新観 測
拠点 に到着 し,35次 隊 ドーム建設班9名 と合流 した。氷床 深層掘削場 を含め基 地施設 は,35次 隊員 の11月 か らの作 業
で順調 に仕上が って きていた。
支援隊 が帰途 につ くまで には,基 地居住 区の建 物,発 電機(28kVA),暖 房 ・給排 水設備 はすべ て設 置完了 ・稼 働
してお り,基 本 的 な生活 環境,必 要な通信手段,燃 料,食 料,車 両 な どは確保 され,初 越冬 の 開始 条件は十分 整 って
いた。1月29日,ド ーム越冬 隊員 を残 し,35次 後発 隊員 と36次 支援 隊員 はS16に 向 かい2月7日 帰着,13日,35次 先
発 隊員(1月21日 ドーム発,2月8日S16着)とともに,「 しらせ」 のヘ リコプ ター に ピックア ップ された。今 回 は
じめて夏隊行動 期 間中の ドームふ じ往復旅行 が実現 し,そ の 間,同 観測拠点 で2週 間滞 在す るこ とがで きた。
(8)越 冬隊による観測
第36次 南極地域観測隊(昭 和基地越冬31名,ド ームふ じ観測拠点越冬9名,夏 隊16名:計56名)は,交 換科学者1
名とともに,1994年!!月14日 観測船 「しらせ」で東京港を出港 した。12月3日 フリーマン トルを出港後各種の船上観
測をしつつ南下 し,12月8日 南緯55°を通過,14日 氷海に入った。18日 には基地北方約100kmの 流氷域縁部から昭和
基地への第1便 が飛び,そ の後Sl6へ の内陸用全物資,昭 和基地への優先物資と要員を空輸 しなが ら 「しらせ」は砕
氷航行を続け,24日 午後,2年 ぶ りに昭和基地見晴 らし岩沖に接岸 した。接岸後は燃料のパ イプ輸送,大 型機材の氷
上輸送,一 般物資の空輸が実施 された。 またS!6で は ドームふ じ観測拠点越冬隊員の拠点入 りと物資輸送のための旅
行準備が行われ,夏 隊員を加えた旅行隊は12月30日 ドームふ じに向けて出発 した。同隊は1995年1月15日(後 発隊は
24日)観 測拠点に到着,基 地建設を行 っていた35次 隊 と合流 し,掘 削場の建設,基 地内部設備の敷設作業等を行った。
1月29日 支援隊および35次 隊は拠点を出発 して帰路 につ き,36次 隊9名 による初越冬が開始 された。
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36次 隊では例年 より早い 「しらせ」の接岸により,夏 期オペレーションがほぼ予定 どお り行われたこともあって,
越冬のスター トは極めて順調で,こ れがその後の越冬 をスムーズに運ばせる大 きな要因 となった。
① 昭和基地
1995年1月12日 に持 ち込み物資の輸送が終 「した。昭和基地への総輸送物資量 は約980t(う ち氷上輸送量 は約
190t),Sl6へ の空輸物資量は90tで あった。建設,設 備工事 は12月19日 か ら2月14日 までの間に当初予定分 を完了 し
た。観測関係では,昭 和基地において測地,生 物ほかの観測,大 型短波 レーダー ・アンテナ設置,気 球回収実験など
が行われ,ま たリュッォ ・ホルム湾沿岸では地質,測 地,生 物,海 洋の各調査が行われた。
② ドームふ じ観測拠点
1995年1月15日,先 発隊7名(越 冬隊6名,支 援隊1名)が ドームふ じ観測拠点に到着,先 に到着 し基地建設を行っ
ていた35次 隊 と合流,掘 削場の建設,基 地内部設備の敷設作業等を開始 した。24日,後 発隊(越 冬隊3名,支 援隊2
名)が 到着 した。1月29日,上 田隊長が越冬可能 と判断 し,越 冬確認式 を行った後,越 冬隊9名 を残 し,36次 支援隊
お よび35次 隊は帰路に就いた。
越冬中は 「氷床 ドーム深層掘削観測計画」(5年 計画の4年 次)に 基づき,同 計画を中心に各種雪氷観測,気 象観
測,生 物 ・医学系研究観測等を行った。初越冬のため観測業務以外の,生 活のための各種施設の建設 ・整備が大 きな
仕事 となった。主なものは,居 住区各棟内装,器 材搬入,食 堂棟内設備設置,食 糧庫建設,通 信アンテナ設置,屋 外
デポ棚作製,造 水用雪取 り前室作製,屋 外デポ地整備,冬 期用燃料 ドラムそ り積み等であった。
また氷床深層掘削のための諸準備 として,マ ス トベース設置,床 張 り,屋 根張 り,燃 料置 き場設置,掘 削場へのウィ
ンチ ・暖房 ダク ト設置,掘 削 タワー組立,タ ワー起倒用8mピ ット掘削,関 連機器 ・設備配線,ウ ィンチケーブル巻
取 り,掘 削機組立 ・調整等 を行った。
(8)-1.定 常観測
① 電離層
第35次 隊 に引 き続 き電離層 垂直観測,オ ー ロラ レー ダ観測,リ オ メー タによる電離層吸収 観測,短 波 電界強度 観測,
オメ ガ電 波受信 測定,及 び衛星 電波 に よる全電子 数等 の観 測 を実施 した。 オー ロラ レー ダ観測 につい ては50MHzの
観測器 を更新 したが,シ ステムの立 ち上 げ に時 間がかか り,連 続観測 は4月 か ら とな った。
② 気 象
35次 隊 に引 き続 き総合 自動気 象観測 装置(以 下AMOS-　 2と 記す)等 を用 いて定 常気 象観測 を行 った。各観 測結果
はDCP装 置 に よ りヨー ロ ッパの静止 気象衛 星METEOSATを 経 由 して,ダ ル ム シュ タ ッ ト地上 局(ド イツ)に 通報 し




オー ロラが視認 で きる全期 間にわ たって オーロ ラ全天 カメラ(フ ィルム記 録,　CCDカ メ ラ)に よ り観測 を行 った。
CCDカ メラは制御 用 ワー クス テー シ ョンの故障 の ため7月 まで観 測が で きず この 間は フ ィルム記録式 全天 カ メラに
よ り観測 した。　SIT-TVカ メラは補助 観測 に用い,　VTRに オー ロラの動態 を記録 した。
・地磁気3成 分連続 観測
フラ ックスゲー ト磁力計 を用いて,地 磁 気3成 分のチ ャー トによる連続記録並 びにパソコ ンに よるデー タ収録 を行 っ
た。　K-indexは パ ソ コンの デー タを使用 しプロ グラム を用 いて作成 した。越冬 開始直 後 は基準 時刻系 の トラブルが 多
く,パ ソコ ンデー タの欠落 のた め にK-index作 成 をチ ャー ト記録か らの読 み取 りに頼 る場 合が多 かった。年 間 を通 し
オ フセ ッ ト値 に大 きな変化 はなかった。
・地磁気 絶対観測
GSI二 等 磁気 儀 を用い て偏 角Dと 伏角1を,携 帯 型 プ ロ トン磁力計 を用いて 全磁 力Fを 計 測 した。観測結 果 の計 算 は
パ ソコ ンプロ グラムを用い て行 い,こ れ までの傾向 か ら大 き く外 れてい ない事 を確認 した。越冬期 間 中12回 の観測 を
行 い大 きな問題 は発生 しなか った。
・自然地 震観測
HES型 短 周期地震計(固 有周期1秒),　 PELS長 周期地震計(固 有周期12～15秒)各3成 分(U/D,N/S,E/W)によ
る観測 を継続 して行 っ た。　HESに ついて は感熱式3チ ャンネル(ch)長 時間連続 記 録計(8D23H)に よる連 続モ ニ
ター を,　PELSに ついて は感熱 式8ch長 時 間連続記録計(8K23)に よる連続 モニ ターをそれぞ れ行 った。8K23で は,
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同時にSTS地 震計記録を得 た。データ収録装置用の刻時信号は,情 報処理棟からのNNSS信 号 を利用 していたが,10
月以降は地学棟 に設置 されたGPS受 信機か ら得た。地震の読み取 りは8D23Hの モニ ター記録か ら行い,地 学棟から
のUUCP伝 送によってほぼ週1回 のペースで国立極地研究所へ報告 した。
HES地 震計のN/S成 分は可動部に塵が付着 し2度 ほど感度低下が発生 した。 またPELS地 震計の各成分にも地震計室
内の気温変化が原因と見 られる感度低下が発生 した。
このほかSTS-1型 地震計3成 分によるSTS地 震観測を継続 した。　LPデ ィジタル収録用のパ ソコンを変更 した以外
は従来の システムに変更はな く,8D23Hを 用いてBRB出 力3成 分の連続モニター記録を継続すると共に8K23で の
収録を行った。3成 分のアナログ出力はパソコンに接続 された光磁気デ ィスクに収録 し,そ のうちのデー タファイル
のみをワークステーションに転送 し波形表示及びデータ編集 を行った。　LPデ ィジタル収録は3秒 サ ンプリングを継
続 し,年 間を通 じて特 に問題なかった。ハイブリッドレコーダー(RD2212)に よるPOS3成 分の出力 と上 下動保温
箱内温度のアナログモニターでは,停 電時 にRD2212内 の設定値が完全 に消去 された。内蔵バ ッテリが機能 していな
い と思われる。
STS-　1型 地震計のセンサーは再設置の必要はなく,停 電時以外 は安定 して動作 した。停電時には,半 日ほどセン





西の浦に設置 された験潮儀のデータ収録を継続 して行った。地学棟内のディジタル復調器を用いて,デ ィジタル記




35次 隊に引 き続 きオーロラダイナ ミックスの観測および磁気圏ダイナミックスの観測 を主なテーマ として各種観測
業務 を行った。磁気圏ダイナミックスの観測のためには新たに大型短波 レーダ設備を建設 し,電 離層プラズマの ドリ
フ ト速度を広範囲にわたって観測 した。 また,昭 和基地内のLANの 整備 と観測データ伝送実験を行 った。
大型短波 レーダは3月 末までにはほぼ安定 して送信が出来る状況になり,エ コーも確認された。使用する電波の周
波数が短波帯であるため,通 信,気 象FAX,　 各観測等への混信が問題 となったが,関 係部門の合意により,受 信予定
時間には運用 を休止することにより対処 した。
人工衛星観測は35次 隊に引き続 き同様の方針でEXOS-Dの 受信 を行い,Sバ ン ドデー タを取得 した。年間の総受信
数は945パ ス,取 得CCTは233巻 であった。
超高層モニタリング関連では,基 準時刻系,地 磁気3成 分連続観測,　VLF帯 自然電波観測,　ULF帯 地磁気脈動観測,
銀河電波吸収(CNA)観 測,イ メージングリオメー タ等の観測を引 き続 き行い,特 に大きな問題 はな く1年 を経過
した。なお西オングル ・テレメ トリー設備のうちVLF観 測データ伝送用のFM送 信機を35次 隊 との引 き継 ぎ時に更新
した。
オーロラ光学観測は,オ ーロラが視認できる全期間にわたって35次 隊から引 き継いだオーロラ全天 カメラ(フ ィル
ム記録,　CCDカ メラ),　SIT-TVカ メラ,固 定方位の多色(7色)フ ォ トメー タ及びテ ィルテ ィングフォトメータによ
り動態,発 光強度分布を観測 した。
観測データ伝送実験 は,38次 隊で予定されている昭和基地内LANの 整備にむけて,夏 期間にその一部の整備を行 っ
た。またインマルサ ットB装置 を通信棟内に設置 し伝送実験を試みたが,使 用 したモデムが音声デ ィジタル回線に馴
染まず,従 来のインマルサ ットAに よる伝送実験 を継続 した。伝送実験 では昭和基地一国立極地研究所間でUUCPに
よりメールおよびファイルの転送を行った。昭和基地か らの衛星仰角が低いために時間帯により品質が劣化すること
が度々あったが,経 過は概ね良好であった。また新たに情報処理棟にワークステーションを導入 し,イ ーサネットで
各観測棟 を結 んで本格的LAN構 築の基礎 を築いた。
35次 隊より引 き継いだNASA　 Polar　Deltaロ ケ ット追跡管制支援は,予 備実験 としてLLV-1ロ ケット追尾のスタン
バイを行ったが,同 ロケットの打ち上げ失敗により実際の追尾は行われなかった。　Polar　Deltaロ ケット打 ち上げは延





付加 して反射波の ドップラーデータを取得 した。
② 気水圏系
気水圏系では(1)南極氷床 ドーム深層掘削計画,(2)南 極大気化学観測計画,(3)地 球観測衛星受信計画,の3計 画を重
点的な観測項 目とした。 ドームふじ観測拠点が完成 し,南 極氷床 ドーム深層掘削計画を中心とする越冬観測が開始さ
れたため,昭 和基地における観測は後者2計 画に従 うもののみ となった。
南極大気化学観測計画では,35次 隊から引 き継いだ大気微量成分濃度の連続観測,大 気サンプリングを継続 して実
施 した。大気微量成分観測では,重 要な温室効果気体である二酸化炭素,メ タン,地 上オゾン濃度連続観測,オ ゾン
ホール関連物質として成層圏二酸化窒素,成 層圏オゾン濃度の連続観測を行った。メタン濃度連続観測は機器を移設
し,そ の他の項 目についても機器の更新あるいは新システムの導入 ・設置を行った。大気サンプリングでは微量気体
(CO2,CH4,CO,N20,ハ ロカーボン等)濃 度等測定用のサ ンプ リングを行い,観 測の経過は概ね順調であった。
また二酸化炭素の炭素 ・酸素同位体比 を測定するために,新 たに二酸化炭素精製装置を持ち込み,各 気体成分の凝固
点の差 を利用 して大気中の二酸化炭素を分離 ・抽出 して測定用二酸化炭素サ ンプルを作成 した。精製装置は正常に動
作 した。
地球観測衛星受信計画では,従 来から実施 していたMOS-　 1b　(海洋観測衛星1号b),EERS-1(ヨ ーロッパ リモー
トセンシング衛星1号),JERS-1(日 本地球資源衛星1号)の 受信観測継続に加えて,若 干数ではあるがEERS-2
(ヨーロッパ リモー トセ ンシング衛星2号)の 受信 も行った。データの多 くは解析方法が複雑であるために昭和基地
では画像解析できず,受 信 ・記録再生時のXバ ンド信号 レベルの強度や安定度のみをチェックした。なおMOS-　 1bの
クイックル ック画像写真は,一 部を海氷状況の資料 として 「しらせ」に提供 した。受信 は国立極地研究所 より送 られ
て くる受信要求に従って行い,軌 道要素は宇宙開発事業団か らファックスで入手 した。必要なデータを随時入手する
ことを目的として,イ ンマルサットとワークステーションを使用 した昭和基地一日本国内のデータリンク試験 も行っ
たが,情 報処理棟から国立極地研究所へのワークステーションへのアクセスには成功 したものの,そ こか ら宇宙開発
事業団へのアクセスは失敗に終わった。
③ 地学系
「地殻動態の総合的監視 ・測量計画」に従 って,超 伝導重力計による重力連続観測 とGPS連 続観測を行った。
超伝導重力計による重力連続観測では34次 隊から開始 した超伝導重力計(SCG)に よる地球潮汐 ・地球自由振動の
観測を継続 して行い,越 冬期間中を通 して大きな トラブルもなく順調にデータを収録することがで きた。得 られたデー
タの中には多数の大地震デー タも含 まれ,予 定の測定を完遂することがで きた。なお液体ヘリウムは10日 に1回 の割
合で容器内の残量 をチェックし,1995年7月,12月,1996年1～2月に,製 造 とSCGへ の充填作業を行 った。36次 隊
では計1821の 液体ヘリウムを製造 した。
GPS連 続観測ではアンテナを重力計室の南西にセッ トし,受 信機,デ ータ管理装置を重力計室に設置 して,　LANを
介 して情報処理棟のデー タ通信装置にデータ管理装置 を接続 し,3月 中旬 よりGPS連 続観測の試験を実施 した。デー
タ管理装置には,設 置当初からシステムエラーがあ り,越 冬期間内に取 り除 くことがで きなかったため連続観測 シス
テムの構築は行 えなかった。そのほかGPS連 続観測点 と多 目的衛星受信 アンテナ とのGPSに よる取 り付 け観測,旧
GPS点 での観測 を実施 した。また受信感度 もHFレ ーダーによる影響調査 も行ったが,影 響は見受けられなかった。
そのほかの観測 として,昭 和基地周辺の垂直方向の地下温度構造を推定する目的で,1995年5月 より地電位連続観
測を行った。地下温度構造の推定にはマグネ トテルリック法 を採用 し,地 磁気3成 分データと地電位4測 線のデータ
を同時に収録 した。
また,リ ュッォ ・ホルム湾沿岸露岩域 ・海氷上,リ ーセル ・ラルセン山周辺露岩域において,　GPS及 びラコステ重
力による野外観測を行 った。露岩域では主に三角点上でGPS・ 重力測定を行い,海 氷上での重力測定では,　GPSに よ
る観測点の位置決定 を行った。さらに11月 にはとっつき岬三角点の再設 を行ったほか,1996年1～2月 のSCAR　 GPS
キャンペーンにともない,昭 和基地GPS連 続観測点において連続観測 を実施 した。
④ 生物 ・医学系
生物 ・医学部門は,(1)昭 和基地周辺の環境モニタリング,(2)南 極における 「ヒ ト」の生理学的研究の2項 目を越冬
観測 として実施 した。
昭和基地周辺の環境モニタリングは,例 年行っているアデリーペンギンの個体数調査,昭 和基地周辺の土壌細菌類 ・
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藻類の調査,ラ ングホブデ雪鳥沢SSSI　(特別科学的関心地区)モ ニタリングを行った。大型動物モニタリングは,航
空機を持たないため,陸 上からのアデリーペンギンセンサスのみが行われた。アデリーペ ンギンセンサスは,昭 和基
地周辺に存在する9つ のコロニーにおいて実施されているが,本 年か ら調査方法が多少変更になった。土壌細菌モニ
タリングでは土壌細菌相の定性 ・定量のための定点での土壌採取と,セ ルロース分解活性を調べ るためのベンチ コー
トシー トの埋設 ・回収を行った。　SSSIモ ニタリングでは例年の生物監視のほか,こ の地域を中心 として,コ ケ植物の
分子系統学的研究,コ ケ植物の生活史と環境変動の研究,淡 水域生態モニタリングとしての湖沼,沢 の水位 ・水質監
視,湖 底に生育するコケ植物の調査などを行った。これらの調査 ・観測のために各地で試料のサ ンプリングを行 うと
ともに,必 要な箇所には簡易温室,花 粉捕集器,水 位計などを設置 し,コ ケ植物の生育状況を直接的に観察 し,生 育
環境 を計測 した。また,い くつかの湖沼において,ビ デオカメラによる生育状況の観測 を行い,貴 重な映像 を多数得
ることに成功 した。
南極における 「ヒト」の生理学的研究では,昭 和基地越冬隊員の季節的な骨代謝変動の研究を行った。従来から骨
密度には季節変動があ り,日 照 との間に相関があると指摘 されている。季節 により日照時間が極端に変化する南極に
おいて,越 冬隊員の骨密度 と骨代謝マーカーを経時的に計測することによって骨代謝の季節的な変動の把握が可能 と
考え,36次 隊では3カ 月毎に年間5回,超 音波骨量測定装置お よび二重X線 吸収装置を用いて昭和基地越冬隊員全員
の踵骨骨密度の測定,採 血および採尿 を行った。また,ア ルミ階段 を入れた手部X線 写真 を1995年3月 と1996年1月
に撮影 した。さらに全員に万歩計を配布 して,各 隊員の 日々の運動量 と食事の摂取量 を記録 した。
その他,1995年7月20日,ラ ングホブデ北部のぬるめ池小舎跡地において種子植物 を発見 した。植物は1株 のみで
小舎の入 り口から1mの 岩盤の割れ目に生えていた。既に大部分は枯死 していたが,一 部緑色を残 している部分 もあっ
た。花序も付けてお り,こ の環境で生活環をほとんど全 うしていたと考えられる。南極地域 における種子植物の生育
は南極半島に限られ,昭 和基地周辺はおろか東南極ではこれまでに報告されていない。今回発見 された植物は帰国後
の調査で 「オオスズメノカタビラ」 と判明 した。
(8)-3.ド ームふ じ観測拠点における観測
① 掘 削
36次 隊は液封液を用いたわが国最初の本格的氷床深層掘削 を開始 し,深 度200m以 深の傾斜がほぼ0.5°以内とい う
直線性の高い,き わめて鉛直な掘削孔を開けることに成功 した。その結果最終深度は614.02mま で到達 し,現 在か ら
最終氷期にいたる最良質の氷床 コアサ ンプルを採取することができた。本年は2年 間の本掘削計画の初年であったた
め,越 冬開始から4月 下旬までの約3カ 月間は掘削場の建設にあたり,そ の後7月 中旬 までの約2.5カ 月間は ドリル
のテス トと調整を行った。さらに8月 下旬 までは34次 隊掘削のパイロット孔の整備 を余儀なくされたが,8月 末になっ
てようや く液封液 を用いた本掘削を開始 した。その後も ドリルの性能を期待通 りのものにするために各部の調整を行
い,本 格的掘削体制に入ったのは11月 中旬であった。
② 雪 氷
雪氷では,氷 床深層掘削により採取 されたコアー解析のほか,無 人気象観測,風 力 ・太陽光発電装置実験,雪 温観
測,昇 華 ・凝結観測,各 種サンプリングその他の観測を行った。
またS16か らドームに至 るルー ト上でも無人気象観測,ト ラバース雪尺,雪 尺網,表 面積雪サ ンプリング,積 雪断
面観測,表 面積雪形態の観測などの各観測を行った。
コアー解析は1995年11月 より採取されたコアの現場解析 を実施 した。処理 した深さは112.59m～429.85mで ある。
コアはカットした後それぞれ梱包 し,一 部を日本に持ち帰 り,残 りは雪洞内に貯蔵 した。
無人気象観測では35次 隊から引き継いだ観測装置により,1995年2月1日 から毎正時ごとに気温 ・風速 ・風向をデー
タロガーに記録 した。 また,新 たに米国製の無人気象観測装置を設置 した。
風力 ・太陽光発電装置実験では,無 人気象観測で使用するデータロガーやバ ッテリーの保温のための電源供給の可
能性を検討することを目的に,風 車型風力発電装置2台 とサボニウス型風力発電装置2台 および太陽光発電装置1台
を設置 した。
雪温観測では白金抵抗センサーとデータロガーを使用 し,8層 の深度の雪温を1995年2月21日 より測定 ・記録 した。
昇華 ・凝結観測は35次 隊から引き継いだ4種 類の大型蒸発パ ンと,新 たに用意 したガラスシャー レを用いて実施 し
た。
表面積雪と積雪内部との差圧測定では,微 差圧計のセンサー部に取 り付けた2本 のシリコンチューブを積雪表面 と
積雪内部 に設置 し観測 した。
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各種サンプリングは,表 面積雪,大 気,エ アロゾル ・酸性 ガスの各サンプリングを行った。また36本 雪尺,積 雪断
面観測 を実施 した。
一方,S16か らドームふ じ観測拠点に至るS,　H,　Z,　MDの 各ルー ト上では,ト ラバース雪尺,雪 尺網,表 面積雪サン
プリング,積 雪断面観測,表 面積雪形態の観測を行 った。
③ 気 象
・地上気象観測
越冬開始に伴い新たに自動気象観測装置を設置 して1年 を通 じて風向,風 速,気 温,日 射,気 圧を毎分観測 した。
目視観測による視程,雲 量,雲 型,大 気現象及び現在天気については,09,15,21(LST)に 観測 した。自動気象観
測装置は,風 車型風向風速計 は10mポ ールを建てて取 り付け,気 温計は通風 と無通風タイプをそれぞれ専用のシェル
ターに入れ,3mポ ールの高さ1.5mの 位置に取 り付けた。 日射計 は観測棟屋上に2mの 日射計用台を作 り設置 した。
記録機器及び気圧計は,観 測棟内のラックに設置 した。センサーからの信号は,変 換モジュールを経て物理量に換算
し,こ のアナログ出力をペ ンレコーダーに記録すると共にデータロガーに入力 し,パ ソコンに1分 ごとに出力させた。
1995年2月6日 か ら10日 まで気象測器設置工事 を行い,2月11日 よりデー タ収録を開始 した。立ち上げ当初はデータ
収録用パソコンのハー ドディスクの動作不良により1分 データの欠測が数 日あった。越冬中は各セ ンサー,各 変換器,
記録器各系統等 ともに大 きな故障はなく順調に作動 した。データはノー トパ ソコンで監視 し,フ ロッピーディスクに
収録 した。観測は気象庁地上気象観測指針,統 計は気象庁地上気象観測統計指針 に基づいて行い,観 測結果は旬毎に
関係機関に報告 した。 日射が少なくなる3月 から10月 までの期間に風向風速計に霜が付 き,月 数 日の数時間に欠測が
あった。気温(通 風型)通 風ファンは一70℃ 以下で も順調 に作動 し,感 部について も障害等は発生 しなかった。気温
(無通風型)は 日射のある時や風の弱い時は,通 風型 と比較 してかな り高い値が出力され,デ ータの信頼性がなかっ
た。気圧は通信機の送信波の影響で異常値を出力することがあった。
・高層気象観測
あすか観測拠点で使用 したヴァイサラ社製 レーウィンゾンデ(オ メガゾンデ)22個 を飛揚 して,上 空10km前 後ま
での気圧,気 温,湿 度 を観測 した。冬明けの ドーム補給隊によって昭和基地から観測装置一式を運び,1995年11月6
日に観測装置設置を完了 した。受信 ・解析装置は観測棟内に設置 し,　UHF,　VLFア ンテナは基地の屋根に設置 した。
ヴァイサラ社製レーウィンゾンデは上空25km(20hPa)ま での気圧,気 温,湿 度及び風向 ・風速を観測できるが,
今回オメガ局が一局 も受信で きず風のデータが全 く取れなかった。またゾンデ発信器の周波数飛び等で逃げられるこ
とが多 く,上 空10km程 度まで しか観測できなかった。気球の充填は主に避難施設 を利用 したが,冬 期は避難施設に
は雪上車が入っているので,今 後越冬観測を行 う場合には雪洞などを利用 した専用の簡易充填室が必要である。
④ 生物 ・医学
南極における 「ヒト」の生理学的研究の一環として,越 冬隊員9名 を対象に超寒冷環境下かつ高所環境下における
心 ・血管系 自立神経系の変化 を,24時 間の血圧 ・脈拍変化,液 性 因子の変化 を測定する事 により推測 した。測定は
「しらせ」出港前お よびオース トラリア寄港前 を含め計5回 行った。各データの比較統計処理,液 性因子の測定は,




年間を通 して発電棟 システムをは じめ とする基地諸設備の維持管理,装 輪車 ・装軌車 ・雪上車の車両管理,及 び観
測部門により計画 された内陸 ・沿岸調査旅行の支援作業 を行った。また後半は,除 雪作業に不可欠な重機のオペ レー
ションも大 きなウエイ トを占めた。
電力設備については,多 目的衛星受信アンテナ運用時や液体ヘ リウム製造時に大 きな電力を費やすため,特 に液化
作業期間中は電力量の急激な増加 を懸念 し,製 造時間の調整や発電機の並列運転によ り過電流による停電事故の防止
を図った。年間を通 じては出来るだけ並列運転 を抑えて単機運転で運用 したが,並 列運転の期間は合計230.6時 間に
達 し過去最高 となった。発電機は年間を通 じて概 ね順調に稼働 した。宙空系のHFレ ーダーが新たに運用を開始 した
ため平均電力が増加 し,月 間の最大電力が単機での定格電力を越 えることがあった。原動機の燃料は,従 来通 りW軽
油を使用 し,見 晴 らしにあるターボリンタンクと金属 タンクから基地側の金属 タンク及びピロータンクに定期的に送
油 した。年間燃料消費量 は計392662.91で あった。
燃料 ・油脂 については,バ ルクでW軽 油420klとJP-5燃 料100ktを,ド ラム缶でW軽 油200本 と新南極軽油618本 を
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持 ち込み,バ ルクのW軽 油燃料については見晴 らし貯油所の金属タンクとターボリンタンクに,JP-5燃 料は金属 タ
ンクにそれぞれ受 け入れた。見晴らし貯油所か ら基地タンクへの送油は毎月実施 した。 ドラム缶で持ち込 んだW軽 油
は,装 輪車や装軌車の燃料に使用 した。基地貯油所にある20kl金 属 タンク1基 はJP-5専 用 タンクとし,暖 房用燃料
及びボイラー燃料 として使用 した。暖房用燃料はタンクか ら空の ドラムに移 し各棟に配布 した。またボイラー燃料は
タンクから直接ポンプで新発電棟内にあるボイラー用タンクに給油 した。新南極軽油は ドームふ じの補給用 と内陸旅
行等に500本 使用 した。1996年1月 にターボリンタンクの横 に油ポンプ小屋 を新設 した。
雪上車は新たに大型雪上車(SM105)と 小型雪上車(SM407)を 搬入 し,既 存のものに加え1年 を通 じて内陸や沿
岸の調査旅行,氷 上輸送,各 種観測,物 資輸送等に使用 した。数 も多く不足する事はなかった。みずほ旅行や ドーム
補給旅行の際にはオルタネ一夕の故障が続出 したが,予 備品や代替品により対処 し,旅 行 日程 に影響はなかった。沿
岸調査旅行では,SM40とSM311の パンクが目立 った他は大 きな トラブルはなく,概 ね川頁調に運用で きた。スノーモー
ビルは,越 冬始めと明けに基地周辺や近辺の沿岸旅行に使用 した。装輪車は,冬 明けの除雪時の雪運搬や夏作業の物
品運搬 ・人員輸送に使用 した。1995年3月 中旬 より2輪 駆動の車か ら順 に整備 して,Aヘ リポー ト付近にオーニング
しデポした。
そりは,秋 のみずほ旅行 ・春の ドームふ じ旅行で,雪 上車のけん引出来る台数ぎりぎりの,合 計50台(み ずほ旅行
20台,ド ームふ じ旅行30台)を 使用 した。そりは損傷がひどく特に ドームふ じ旅行 においては,主 線 ワイヤーそりの
Lア ングル脱落や老朽化 による床材の破損等が起こり,み ずほ基地に1台 残置 した。カブースは,機 械そ りとして使
用 されている2台 の内,幌 の損傷が激 しい1台 を36次隊持ち込みの幌 と交換 した。食堂幌 カブースについては,36次
隊持ち込みのそりを年間を通 して主に使用 した。
諸設備の維持管理では,管 理棟エアーハ ンドリングユニッ トのメインヒー トコイルの凍結亀裂や,ブ リザー ド時に
荒金 ダムの取水ポンプが トリップするというトラブルがあった。荒金ダムの取水ポンプについては,積 雪が多かった
ためにす ぐには対応で きず,雪 融けを待って復旧作業を行った。その他小さな トラブルはあったが適宜対応 し,概 ね
問題な く運用出来た。造水関係では新 たに脱塩装置と静電陽電子水処理装置2基 を持ち込み設置 した。性能が向上 し
脱塩率が良 くなって,良 質の水 と急激な冷水槽(製 造水)の 消費に対応が可能となり,医 療部門による大腸菌検査等
で も問題は認められなかった。冷水槽(貯 水槽)タ ンクは,自 動で給水 ・停止 を行い,給 湯(温 水)設 備,中 水道設
備 も特 に問題はなかった。給湯ポンプについては年間を通 じて24時 間連続運転 した。温水ボイラーは設定温度50℃ で
運用 した。36次 隊ではボイラー燃料 にJP-5を 使用 したために屋外金属タンクからボイラー給油 タンクまでの配管増
設工事 を行った。年間の燃料消費量は計11703.Olで あった。
風呂は特に入浴制限せず毎 日可 とした。濾過装置は循環を止めると汚れが目立つために24時 間の連続運転 とした。
洗濯には中水を利用する事 により毎 日可とし,雑 排水は自動で排水 を行ったが,凍 結等 もなく問題な く運用できた。
空気圧縮機は,3カ 月毎 に潤滑油交換 ・エアフィルターの清掃 ・ドレンセパレーターからの ドレン抜 きなどの保守作
業を行 った。汚物槽の排出は80%で 実施 した。便器洗浄水用の電磁弁に異物が詰まることが数回あ り,流 し水が流れ
ない不具合があったが,電 磁弁の交換 により対処 した。
各棟の温風暖房機は,設 定温度 を16℃以下として燃料の節約に努めた。燃料 ドラムは2月 初頭に1度 配布 し,そ の
後使用状況に応 じて再配布 した。 また老朽化の激 しい気象棟の暖房機を5月 に更新 したほか,重 力計室では室内観測
機器の放熱だけで充分暖房効果があるとの判断から暖房機を撤去 した。管理棟では夏期 に通信室 と隊長室および医務
室の室温が度々30℃ を越えた他は年間を通 じて特に問題はなかった。
防火設備 としては新通路棟完成 に伴い,仮 設 してあった火災表示器 と防火扉用連動操作盤を防火区画Bに それぞれ
移設 ・新設 した。また適所に総合盤,自 動閉鎖装置,光 電式煙感知器等を設置 し,夏 作業中お よび毎月の防火訓練の
際に発信器 ・警報ベル ・受信機 ・副受信機 を含め動作確認を実施 した。仮設 してあったリモー トマイク,ス ピーカも
それぞれ防火区画Bと 通路Bに 本設 し,通 路Cに もス ピーカを1個 設置 した。このほか第lHFア ンテナ小屋,新 放球
棟等に電話機を設置 ・配線 した。
冷凍 ・冷蔵庫関連では,第1冷 凍庫の屋外放熱器が積雪で埋 まると高圧側圧力上昇によって停止するという不具合
があり,雪 上車の予備のラジエ ターとダク トファンを組み合わせた簡易放熱器を新発電棟内に設置 して対応 した。第
2冷 凍庫は6月 に屋外放熱器内のナイブラインが凍結 した。第7冷 凍庫には特に大 きな問題は無かったが,老 朽化に
より一15℃ 以下 に下が らず,主 にレーションの保管に利用 した。第3冷 凍庫は ドレイン量が多いため,排 水 に注意 し
た。厨房冷凍庫はフィルターの目詰まりにより庫内温度が下が らない事があった。新発電棟冷蔵庫は新発電棟内室温
が高いことと,高 圧側圧力上昇によって停止 してしまうために,フ レキダク トとダクトファンを使 って旧第9発 電棟
か ら新発電棟へ冷気を送風 して運転 した。また,ド レイン量が多いため,排 水に注意 した。厨房冷蔵庫は年間を通 し
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て順調に稼動 し特に問題はなかった。
作業工作棟1階 は,大 作業室 を年間を通 して車両整備 に使用 し,旅 行用機械 カブースの幌張 り替えや食堂 カブース
の組立 も行 った。小作業室 ・工作室はスノーモー ビル2台 の整備 ・駐車場 ・部品置 き場や溶接作業場 として使用 し,
旋盤加工作業場 ・雪上車部品 ・ボル ト・ナット類の置 き場 としても使用 した。旋盤の壁の上部 より雪が吹 き込むこと
があった。2階 部品庫 は持ち込み部品の置 き場がないため一部を中央に床置 した。設営事務所は主に休憩室 として利
用 した。ドアを交換 したために雪の吹き込み もな く一年中使用できた。書棚 は移動を行ったのみでその まま使用 した。
工作機械 ・電動工具は旋盤 ・ボール盤 ・タイヤチェンジャー ・エアーコンプレッサー ・高速シャー ・卓上グライン
ダー ・溶接機 ・その他の電動工具を引 き継 ぎ,小 型卓上 グラインダーは新品と交換 した。ボール盤 ・高速シャー ・ジ
グソウ ・卓上グラインダー ・電気 ドリル ・溶接機は使用頻度が多かった。
その他,衛 星受信棟ではブリザー ド時に電算機室内温度が上昇するため,空 調設備改修工事 として電算機室 を中心
に,送 風設備機械室の新設,エ アーカーテンの設置等を実施 した。電算機室内にエアーカーテ ンを取 り付けたことに
より全体の温度が平均的になり,年 間を通 じて天候にかかわらず室内温度は適温 に保たれた。
② 建 築
年間を通 しての主な作業は,基 地内建物の点検 ・補修及び建設機械 ・資材等の管理であった。越冬交代後,各 建物
の外部 ドアの取 り替え工事から作業 を進め,夏 作業の残工事 として通路棟の床の仕上げ作業 を行った。その後機械 ・
工具類の整理 を行い,建 物の補修へ と作業を進めた。 どの建物についてもなんらかの補修が必要であり,建 物共通の
問題 として外壁 ・鉄骨土台の塗装工事 を夏作業に加える必要がある。特 に夏期隊員宿舎 と送信棟は外壁の塗装がはげ
落ちてお り,ま た電離棟の鉄骨土台の錆 びもかな り進んでいた。越冬期間中に手のまわらなかった作業は37次 隊に引
き継いだ。
③ 通 信
越冬中の通信設備は運用 に差 し支えるような故障もなく順調 に経過 した。 ドームふ じ観測拠点との定時交信 は不通
日なく運用でき,各 旅行隊との交信 も概ね順調に交信で きた。36次 隊ではVHF,　UHF基 地局用アンテナタワーの建設
とインマルサッ トB方式の導入を行ったが,い ずれ も良好 に運用できた。一方,蜂 の巣山にある受信 アンテナの近 く
に短波 レーダーアンテナ群が建ち,こ れから発射 される電波の影響をかな り被った。
運用は毎日8時 から24時 までのワッチとし,旅 行隊との交信時間は ドームふ じの定時交信前後に設定 して ドームふ
じにバ ックアップをして もらった。データ通信は特に時間帯を決めず適宜行 った。24時 以降の隊員のインマル利用に
ついては各個人に任せた。24時 以降のワッチ省略による支障はなかったが,定 時交信外 に旅行隊から事故連絡が入っ
て きたことがあった。
銚子無線電報センター とは1年 間を通 して双方共に14MHz帯 を主に使用 したが,昭 和基地の発射周波数を冬場は
18MHz,夏 場は11MHzと した日もかな りあった。概 して銚子側 よりも昭和基地の方が感度が良かった。電報は慶弔
扱いの ものがほとんどであ り,ま た送信通数が受信通数の6倍 以上 となった。
なお,銚 子無線 との交信は36次 隊越冬最終日の平成8年1月31日 をもって39年 の幕を閉 じた。
インマルサ ットは新たにインマルサ ットB装置 を導入 し,主 に隊員の私用電話(送 話)と 私用ファックスの受信 に
利用 した。オペ レーターを介 した電話チ ャンネルによるファックス送信はうまくいかず,従 前 どお りインマルAで 送
信 した。 ファックスチ ャンネルによるダイヤル直通送信は問題なかった。インマルAは 受信 レベルの変動が多 く使用
できない時間もあったが,デ ータ通信やSSTV,　 ファックス,電 話 と多方面で利用 した。 ファックス受信 に限れば,
単位時間当りの受信枚数はインマルBの 方が多い。
外国基地 とは,　HaUey基 地と短波 レーダーに関 して,　Maitri基地と気象データーの交換,そ の他 とはミッ ドウイン
ターのメッセージ交換などを行った。いずれもインマルサッ トによるもので短波 による通信は行っていない。その他
数基地にもAntarctica　Station　Contacts　1994/95の 資料により通信を試みたが接続 されなかった。
「しらせ」 とは協定に基づ き定時交信を行った。 日本一オース トラリア間では主に基地側18MHz,「 しらせ」側16
MHzを 用い,オ ース トラリアー南極間では基地側11MHz,「 しらせ」側12MHzを 使用,近 距離では4MHzま たはVHF
で交信 した。通信状況はいずれも良好であった。
ドームふ じ観測拠点 とは定時交信 を20時 に設定 した。状態の悪い日がかなりあったが,交 信時間の延伸と電信によ
る通信で不通 日を出さずに済んだ。夏から秋にかけては7MHz,　 冬から春にかけては4MHzを 主 に使用 した。11月
後半から ドーム側で4MHz受 信感度が著 しく低下 し,昭 和からの送信を7MHzに する日が多 くなった。
沿岸調査隊のスカルブスネス,ス カーレン地域 との通信は4MHzで 行ったが状態は悪 く,ド ームに中継 してもら
うなどして何 とか確保 した。ラングホブデより近距離ではVHFで 安定 した交信ができた。袋浦に移設 した小屋からの
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VHF-　 1　Wに よる通信 も良好であった。オングル島内で届出の必要な地域及び海氷上に出るときもVHFを 使用 した。
UHFハ ンディはバ ッテリが低温に弱いこともあ り全 く使用 しなかった。
内陸旅行ではVHFに よる昭和基地からの到達距離はS26付 近 までであ り,み ずほ秋旅行では4MHzを 使用 したが,
状態が悪い時期であ り電信 による交信が多かった。 ドーム春旅行で もすべて4MHzを 使用 した。状態は全般 に良好
であったが,ブ リザー ドによる静電 ノイズの抑圧で,昭 和側 には十分入感がある場合で も旅行隊側ではほとんど受信
できず,電 信で連絡をとった時があった。
共同ニュースは11時 の夕刊受信は17MHz,18時 か ら21時 にかけての朝 ・夕刊受信は8MHzを 利用 し,他 の周波数
で受信する事はほ とんどなかった。　8MHzに は短波レーダーによる雑音が入 り画質が低下 した。
短波 レーダーの影響は,使 用す る受信アンテナによる差はあるが,概 ね1.5MHzか ら11-19MHzの 範囲で雑音が受
信 された。10MHzを 越 えるあたりか ら雑音 レベルは下が り始め,19MHzか らは急激に減衰 した。雑音のピークは3
MHzと9MHzあ た りに見 られた。銚子 との通信では主に14MHzを 使用 したが,ノ イズブランカを使用 して概ね支障
なく通信できた。 ドーム との通信(主 に4MHzと7MHzを 使用)で は,通 信状態が良い時はノイズブランカの働 き
であまり支障はなかったが,状 態が悪い場合には雑音 レベルが高 くなるので,レ ーダー発射 を停止 してもらった。ドー
ムふ じ側では影響はなかった。旅行隊への影響 も同様で,昭 和基地側のみに現れた。短波 ファックスは17MHzに は
ほとん ど影響はなかったが8MHzは 雑音の影響が大 きく,感 度が良い場合で も画質が下がった。ラジオジャパ ンは
17MHz帯 にはほとん ど影響はなかったが,11MHz帯 は雑音の影響が大 きく,感 度の良い日で も聞 く気 にならなかっ
た。
④ 調 理
調理隊員は2名 とも初めての越冬であったが,日 本国内での調理業務と同じように取組み,特 に支障はなかった。
越冬交代当初は様 々な作業形態を試みたが,最 終的には1週 間交替制(献 立から調理 まで1人 で担当)に 落ち着いた。
但 し月2回 程度実施 される会食会などは2人 共同で調理 した。このため当番でない週は比較的自由であ り,諸 行事に
どちらか一方が参加できた。 また長期旅行にも当番のや りくりにより参加 した。
調達 した食品は数量,品 質共に問題はな く満足出来るものであった。生鮮品は保存期間,保 存方法などの問題を考
え,日 本,オ ース トラリアとも調達量を例年より少な くした。特 に玉葱等はで きるだけソテー済みの冷凍品を持ち込
んで,プ ロパ ン等の燃料節約 もはたす よう考えた。その他の野菜類 も可能なか ぎり冷凍品を利用 したために,皮 剥 き
などの作業が不用になり,そ れによる廃棄物量 も20kgに とどまった。これらの生鮮品は新発冷蔵庫に十分収納でき
た。野菜類,鶏 卵などの生鮮品は3月 下旬までにほとんど消費を終えた。オレンジ,グ レープフルーツ,レ モ ンなど
は,2月 に少量 を残 して全てを冷凍 し,越 冬終了間際まで利用 した。牛乳は10月 頃より変質し始めたためメニューに
よっては使用できず,他 のもので代用 した。36次 隊より使用可能な予備食は,2月 と3月 に一部を非常用として各観
測棟 に配布するとともに個 人携帯用非常食 として各隊員に配布 し,残 りは旧食堂神前の棚に整理保管 して旅行時など
に使用 した。野菜栽培は逆さ野菜栽培機などを利用 して一定の収穫 を得たほか,各 観測棟内で も色々栽培 し,収 穫量
は少なかったが食卓を楽 しませた。栽培 した野菜は,も や し,貝 割れ,き ゅうり,長 葱,京 菜,ラ ディッシュ,べ ん
り菜,サ ラダ菜,み つば,あ さつき,葉 大根,ア ルファルファ,ガ ーデ ンクロスなどであった。
献立は,朝 食は種々のおかず を準備 して各人が自由に取 る方式に し,昼 食は原則 として丼物,麺 類 といった一品 も
のにした。夕食は,和 食,洋 食,中 華などと変化をもたせ,肉,魚,野 菜のバランスを考えなが ら飽きがこないよう
メニューを決定 した。越冬期間中に数回,味,量,希 望するメニューなどのアンケー トを実施 し,で きるだけ隊員の
意に添ったメニュー作 りを心掛けた。旅行などで人数の変動があったが,朝 食を取った人数は概ね半分強であった。
内陸及び沿岸旅行では各旅行隊ごとに食料担当者 を決め,調 理隊員がサポー トをして,献 立の作成,レ ーション,
食材の準備と梱包 を行った。レーションについては日々の惣菜 を多めに作成 して真空パ ックし,7冷 に保管 して必要
に応 じて取 り出す ようにした。但 し10月の ドーム燃料補給旅行では,1カ 月前より9人 ×60日 分の レーションの準備
を始め,約400k9を 作成 した。このため旅行中は全て レーションで賄 うことができた。
越冬中に1回 あた り1週 間の栄養計算を計4回 実施 し,調 理上の参考 とした。提供 した一 日三度の食事は,30～40
歳の普通程度の労働量の数字であるという結果 を得た。食事量は,栄 養計算実施後に行ったアンケー トでも全員が十
分 と答えていることか ら,特 に問題はなかったと思われる。
調理室は30～40名 の調理設備 としては十分な広 さであるが,作 業効率などを考えた調理機械,器 具の選定,配 置が
なされていないために使い勝手が悪 く,非 常に疲れを感 じた。また人数か らいって も大量給食にあた り,衛 生面 を考
えると日本国内の食品衛生法に準 じたそれな りの器具 ・設備が必要であろう。調理室のある管理棟内は乾燥 している
とはいえ,室 温が20～30℃ もあるため日本 と同 じ条件であ り,専 門家による早急な対策 と改善がのぞまれる。調理室
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以外の冷凍庫,冷 蔵庫では機械の トラブルが多少あったが,特 に大 きな支障はなかった。食料の保管 と管理面では,
冷凍庫,冷 蔵庫,食 料庫,酒 庫などが基地内に分散 してお り,管 理 ・取 り出し等に不便を感 じた。
⑤ 医 療
昭和基地の医療は1995年9月 までは2名,10月 以降は1名 で担当した。1995年8月 に沿岸旅行中の事故により母指
の開放性脱臼が発生 したが,期 間中これ以外 には重大 な傷病の発生 はみられなかった。全隊員を対象に,計3回
(1995年2月,7月,1996年1月)の定期健康診断を実施 した。診断項目は,問 診,胸 部聴診,血 圧測定,胸 部X線
撮影(初 回のみ),皮 下脂肪厚測定,血 液一般及び血液生化学検査,テ ス トテープを用いた尿検査であった。検査結
果は1年 を通 じて概ね良好であったが,毎 回若干名の隊員に軽度の高脂血症やアルコール性肝機能障害,高 尿酸血症
が認め られ,運 動 ・食事療法を指導するとともに高尿酸血症の2名 に対 しては内服薬投与を行い,著 明な改善が得 ら
れた。また健康管理の一環として,検 査希望者及び軽度の胃部症状 を認めた計3名 の隊員に対 し上部消化管内視鏡検
査を,同 じく検査希望者及びアルコール性肝機能障害を認めた数名の隊員に対 し腹部超音波検査を数回実施 した。い
ずれ も積極的に治療を要するほどの疾患は認めなかった。生鮮野菜摂取不足や暗夜期の日光照射不足を考慮 し,ビ タ
ミンB・C製 剤及びカルシウム製剤 を胃腸薬 とともに食堂に常備配置 し,隊 員のビタミン不足等を補 った。
設備関連では,血 液生化学検査装置お よび歯科治療台ユニ ットの新規搬入 ・設置を行 った。また,汎 用ならびに救
急の薬品及び衛生材料 を医務室に,そ の他の予備品を第9発 電棟内の旧 レントゲ ン室 と医療倉庫に保管 した。1996年
1月 の第9発 電棟解体作業に伴い,旧 レントゲン室 と医療倉庫内の機器 ・薬品類の整理及び廃棄処分を行った。破損
が著 しい機器以外は非常時を考慮 して今後 も倉庫棟等に保管することとし,薬 品 ・輸液製剤については基本的に30次
隊以前に持 ち込まれたものは廃棄することに した。包帯や絆創膏などの衛生材料に関 しては殆 どの物に著 しい破損が
なかったので,引 き続 き通路Bに 一時保管 した。救急医療セ ットは,新 たにHF小 屋 とラングホブデ雪鳥沢小屋分に設
置 した。 また,医 師が同行で きなかった近距離旅行に対 して も,医 療セットの配備 と使用講習を行った。火災特用の
緊急医療セッ トを医務室ならびに防火区画Bに 設置 した。
水質検査は6カ 月ごとの上水水質検査 と,1995年10月 以降は細菌学的検査を毎月行った。検査項目は,色 度,濁 度,
臭気の他,化 学的検査 と細菌学的検査であった。検体 として主に厨房の水道蛇口か ら採取 した上水を用いたが,1995
年3月 には水源の荒川ダムか らも検体を採取,ま た1995年3月 と8月 には,食 堂の冷蔵庫内の ピッチャーに常備 して
あるジュース類 も検体 とした。細菌学的検査の結果はいずれ も陰性であった。
1995年5月 に実施 されたみずほ基地への燃料輸送旅行 には,医 療担当として1名 が参加 した.旅 行隊員9名 に凍傷,
雪眼炎,頭 痛,高 所障害等の傷病が認められたが,い ずれ も簡単な治療にて軽快,治 癒 した。また10月 か ら11月 にか
けて行われた ドームふ じ観測拠点への補給旅行にも1名 が参加 した。傷病の状況はほぼ同様であった。
越冬期間中の隊員の健康状態は,健 康診断の結果 も含め概ね良好であった。傷病の発生状況は8月 の旅行中の負傷,
及び同月に集中して発生 した消化器症状を除けば,発 生数,傷 病の内容 とも過去の越冬隊 と同程度であった。また ドー
ムふ じ観測拠点への旅行における急性の高所障害の程度も過去の隊次の報告 とほぼ同様であった。
なお,越 冬 中に排出された医療廃棄物および第9発 電棟解体に伴 って排出された不要薬品や不要輸液製剤は,医 療
廃棄専用ポリ容器および空 ドラム缶にすべて収納 し,廃 棄物担当隊員の手によって国内持 ち帰 り処分 とした。
⑥ 装 備
装備品のうち個人装備については,寝 具等の 一部を除いて国内で配布 し,越 冬期間中は隊員本 人から要求のあった
ものについて,随 時予備品を追加支給 した。また越冬後半には除雪などの全員作業が増加 したため,手 袋やヤ ッケ等
の追加支給 を行った。内陸の長期旅行には羽毛服,D靴,手 袋,靴 下等の衣料品を非常用 として携帯させた。1年 を
通 じてヘ ッドライ ト用の乾電池が不足気味であった他は,概 ね要望 に応えることができた。
旅行用共同装備は野外観測等の旅行の都度,必 要な装備品について準備,回 収を行った。1年 を通 じて不足 したも
のはなかったが雪上車の振動等で装備品の損傷が著 しく,越 冬当初から灯油 コンロやハン ドベアリングコンパスなど
の機械装備品は使用不能なものがあ り,ま た調理器具は数量はあったが変形や汚れがひどく,使 用で きるものは少な
かった。
灯油コンロについては越冬開始直後に点検 ・整備を行い,ハ ンドベアリングコンパスについては補修部品を37次隊に
調達依頼 した。調理器具の耐用年数は1年 程度と思われる。8月 のコンロガス爆発事故以後は,講 習会の実施ととも
にコンロガスの越冬期の使用について制限を設けた。その他,特 に問題はなかったが,旅 行用共同装備は種類,数 量
が多 く保管場所が分散 しているために管理が大変であった。
文房具についてはほとん どのものを印刷室に保管 し,隊 員が各自使用 したものをノー トに記入することとした。新
聞に使用 したA3判 コピー用紙 と,ポ スターカラーや模造紙などが不足気味であったが,そ の他の文房具については
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不足は生 じなかった。
日用品については9発 旧印刷室及び11倉 庫に保管 した。9発 旧印刷室には石鹸,シ ャンプー,洗 剤 などの消耗品を
保管 し,発 電棟洗面所や トイレへ必要量を随時配布 した。日用品のうち,バ スマジックリンとリンスが越冬後半に不
足 した。
台所用品については管理を調理担当者に一任 した。
娯楽用品の管理は,ビ デオ,　CD,　LDに ついてはAV係 に,映 写機用品については映画係に,現 像用品については暗
室係 に,ス ポーツ用品,遊 具についてはスポーツ ・遊具係 にそれぞれ一任 した。使用については個人の責任において
貸出,返 却,整 理等を行 った。
家電製品については,ビ デオデッキ,　CD・LDプ レーヤー,コ ピー機等の故障があったが,そ の他は概ね良好 に使
用できた。故障品については修理 を試みたが,修 理不能なものについては持 ち帰ることとし,予 備品で対処 した。
各種装備品の保管場所 は概ね35次 隊と同じであったが,一 部の物品については保管場所を変更 した。9発 の旧印刷
室 にあった日用品,文 房具,個 人装備品等については建物解体に伴い一時的に通路棟へ移動 した。
⑦ 廃棄物
廃棄物の管理及び処理は,越 冬隊内規 「廃棄物処理細則」に従って昭和基地内か ら排出される廃棄物の種類及び排
出量を中心 とした管理 ・処理を行 った。基地内の廃棄物処理方法及び設備 とも十分 とは言えないが,各 隊員の理解 と
協力を得ておおむね順調 に行われた。
昭和基地では複雑化 を避け,か つ作業効率 を上げるために,生 活系廃棄物,事 業系廃棄物の分類は行わず廃棄物の
種類ごとの分類 とした。また,越 冬期間中定常的に排出されたものを 「昭和基地廃棄物」,昭 和基地外で排出された
物 を 「野外活動廃棄物」 とした。
廃棄物はほぼ毎 日排出され,大 部分が生活系廃棄物であった。 このほかに鉄 くず,複 合物,ゴ ム,皮 革等 も排出 さ
れた。2月 は夏オペ レーションの後片づけや搬入物資の開梱などで可燃物,焼 却不適物とも大量 に排出された。また,
これ以外に基地内の不要物 も大量に屋外焼却 した。ll,12,1月 は越冬交代及び夏オペレーション関連により,持 帰
り物資の準備,後 片づけ,清 掃等で各種廃棄物が大量に排出された。野外行動では数 日程度の短期旅行の廃棄物につ
いては 「昭和基地の廃棄物」 として取 り扱った。
廃棄物は,可 燃物,厨 芥,プ ラスチ ック等焼却不適物,ゴ ム ・皮革,缶 類,ガ ラス,鉄 くず,複 合物,焼 却灰,乾
電池,電 球 ・蛍光灯,廃 油,現 像液,医 療廃棄物,不 良食料に分類 して回収 し,焼 却できないものは専用の廃棄物収
集容器(空 ドラム缶,コ ンテナパック,プ ラスチ ックコンテナー,一 斗缶,木 箱等)に それぞれ回収 して日本へ持ち
帰 った。
廃棄物処理設備のうち焼却炉については,越 冬開始後故障バーナー1台 の交換及び炉内清掃 を行い,越 冬期間中は
投入口,灰 取出 し口のパ ッキンの交換 ・調整,バ ーナーのダンパー調整,光 電管の清掃,灰 出し,冷 却運転,焼 却炉
棟内の清掃等 を定期的に行 った。焼却回数はごみの排出量により調整 した。焼却炉には2次 燃焼室,ア フターバーナー
がつけられているが十分な性能ではなく,ま た集塵装置もないために煙突から大気への黒煙及び灰の排出は避けられ
なかった。不良個所 として炉内の耐火 レンガ,ロ ス トル,バ ーナーガー ドが熱酸化及び熱劣化 により腐蝕,破 損 して
お り交換を必要 とする。焼却炉棟の広 さはごみを保管 して焼却作業するスペースとしては狭 く,ま たブリザー ド時に
はシャッター,換 気口から雪が大量に棟内に吹 き込むため対策が必要である。さらに焼却炉棟の風下には気象棟があ
り,晴 天時及び大陸からの風があるときは排煙が観測業務に影響 を与えるため作業 を制限 されることがあった。早期
に各観測に支障がない場所に移転を検討する必要がある。
缶つぶ し機は清涼飲料水用の小型が2台,一 斗缶 ・ペール缶用が1台 であった。アル ミ ・スチール缶に使用 したも
のは,正 常 に動作はしたが経年劣化ひどく,越 冬後半からは減容率が低下 してきた。また,投 入口が小 さいので調理
から出される1～21缶 は潰すことができなかった。一斗缶 ・ペール缶用は減容率は十分であったが処理速度が遅かっ
た。さらに圧縮空気 を使用するため作動音が大 きく,冬 期に暖房されていない室内で使用 した際にエアータンク及び
配管内で水分が凍結 し使用不可能となった。
ビンクラッシャーは36次 隊で導入 した。減容率は十分で粉砕後のカレッ ト処理についても問題 なかった。越冬開始
直後は順調 に動作 したが,冬 期 にはビン内に含まれていた水分でガラス粉が凍結 し,作 動不能になることがたびたび
あった。
(8)-5.設 営(ド ームふ じ観測 拠点)
① 機械 ・燃料
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発動発電機は1号 機を常用機,2号 機 を予備機,3号 機を掘削用 として運用 した。排気熱回収ヒーターの詰まりに
よる燃費の悪化,オ ーバーヒー ト,ブ ローバイガスの過多があったが,排 気熱回収 ヒーターを取 り外 してからは大 き
な問題 もなく運用できた。
排気熱回収ヒーターを取 り外 してか らは,燃 料消費量が1日 あた り約201減少 した。500～550時 間毎に潤滑油交換,
オイルフィルター交換,燃 料 フィルター交換,イ ンジェクションノズル交換,バ ルブクリアランス点検,フ ァンベル
ト点検,エ アークリーナー清掃,排 気管清掃等の点検整備を行った。
送配電設備は35次 隊の行った工事 を引 き継 ぎ,増 設と一部変更を行った。200V～100V変 換 トランスの関係でS線 の
負荷が大 きく,ま た トランスのブレーカーの容量がやや小 さいため100V回 路の停電が頻繁 にお きた。100V負 荷が大
きくなる夕食準備時は消費電力に注意 した。 ドリル作業室,掘 削 コン トロール室は,室 温が低いため蛍光灯が暗 く寿
命 も短かったが,11月 に掘削用発電機の24時 間運転が始 まってからは問題なかった。
温水暖房設備 は,越 冬前半は排気熱回収 ヒーターの詰 まりによってエンジンがオーバーヒー ト気味であったため温
調バルブを開放にした。後半は20度 に設定 した。ボイラーは当初は数10分 に1回 程度失火 したが,エ ンジンがオーバー
ヒー ト気味だったために風呂場の給湯以外に実害はなかった。また,排 気ガスに含まれる水蒸気が煙突中に結露 ・凍
結するため,2～3日 毎に氷を落 とす必要があった。ファンコイルは温水循環が止まってエンジンがオーバーヒー ト
することがあった。
水の使用量 は1日 平均527Lで あったが,風 呂日には1200似 上,そ の他の日は200以 下になる時があった。使用量の
変化が大きいため,そ の都度造水熱交のヒー トバ ランスを調整 して造水槽の水位や温度を適正 に保った。雪洞を掘る
作業が多かったため,造 水用の雪は大部分雪洞から切 り出した雪でまかなうことができた。5月 には造水熱交がごみ
でつまったため,分 解清掃を行い更にス トレーナーを設けた。
その他の設備では,食 堂棟前室に火報受信機を設置 し,観 測棟,医 療棟,食 堂棟,居 住棟,発 電棟,掘 削場にそれ
ぞれ配線 した。原因不明の誤動作はな く問題はなかった。また非常放送アンプを食堂に設置 し,ス ピーカーを観測棟,
医療棟,居 住棟,廊 下～発電棟,掘 削場に設置 した。 リモー トマイクは ドリル作業室に設置 した。非常放送 システム
は火報受信機 と連動 した。さらにインターホンを食堂棟 とコントロール室間に設置 した。
焼却 トイレは,輸 送中に損傷 した熱風ヒーターの破損 により,設 置 して数 日後に作動 しな くなった。予備 として調
達 したパク トトイレを使用 し,小 便にはションドラも用いた。 トイレの汚物は毎日回収 して ドラム缶 に捨て,シ ョン
ドラは約1週 間に1回 のペースで交換 した。
生活排水は基地の脇に掘 った トレンチに排出 し,雪 中に浸透させた。10月 に トレンチを点検 したところ,排 水の流
れ落ちる部分は深い穴があいており特 に問題はなかった。
野菜栽培装置は冷房機がうまく作動 しなかったため庫内の温度が高 くな りす ぎた。また庫内が乾燥 しすぎたので,
加湿器を空気取 り入れ口に置いた。おもにサラダ菜とラディッシュを栽培 し,ず れも3～4週 間で収穫できた。
避難小屋は車両整備 に便利なように中央にピットを掘 り,底 に断熱材 を敷いた。非常用に3kVAの 発々を置 き,保
温箱にいれて電気毛布で常時暖めす ぐに使えるようにした。小屋 には排気設備がないため,出 入口を開けておかない
と車両のエンジンを始動できなかった。送風ファンや送風 ダクト等を利用 して排気 を試みたがうまくいかなかった。
車両は寒 さでエンジンが容易に始動せず,プ レウォーマーも着火 しないことが多かった。このためマスターヒーター
で半 日以上暖めてからエ ンジンを始動するようにした。極寒期 にも,ご み捨てや燃料搬入で月に1回 程度車両を使 う
必要があったため,SM102は 常時避難小屋 に入れ,気 温の高い日を見計 らって前 日から暖め,当 日午前中は慣 らし運
転,午 後から作業という手順を踏んだ。3月 後半から各車両の整備 を始めた。バ ッテリーは電解液の凍結の恐れがあっ
たため取 り外 して屋内に保管 しようとしたが,寒 さのために脆 くなってお り,取 り外 し作業中に2個 破損 した。その
ためバ ッテリーの取 り外 しは2台 のみにとどめ,他 はそのままデポ した。デポ中の車両が ドリフ トで埋まった り,内
部に雪が吹き込むといった トラブルはなかった。プレウォーマーは気圧が低いためか煤が溜まりやす く,煤 のために
燃焼が不安定になりやすかった。燃焼室に穴をあけて針金をさしこみ煤をかきお とした。煤掃除後の穴はビスで塞い
だ。
燃料については,越 冬前半は発電機エ ンジンの燃費が悪かったため軽油の消費量が多 く,後 々軽油の不足が懸念さ
れたので灯油を混ぜて使用 した。7月 下旬以降は燃費は向上 したが,そ の分発熱量が減ったのでボイラーの燃料消費
が増えた。そのため年間を通 じて軽油と灯油の総消費量に大 きな変化はなかった。11月 からは掘削が軌道に乗 り掘削
用発電機の燃料消費が増 えた。
② 建築 ・土木
地上部分では医療棟横の倉庫,発 電棟食堂棟間の雪取 り用前室を建設 し,そ れぞれ食糧庫および雪ブロック置 き場
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として利用 した。地下部分では雪取 り前室から縦穴を掘 り,そ こから水平に雪洞を掘 り続け,そ の時出た雪ブロック
を生活用水 として利用 した。越冬終了時には長 さ約50mに 達 し,食 糧庫 として利用 した。雪取 り雪洞か ら地上の前室




35次 隊によって観測棟内に600W短 波通信機,雪 上車に可搬型 インマルサ ットが設置されてお り,既 に日本及び昭
和基地との通信は確保 されていた。35次 隊 と共同で設置型 インマル,昭 和基地向け短波通信アンテナの建設を完了 し
た。可搬型インマルは予備 として残置 した。越冬中の通信設備は運用 に差 し支えるような故障もなく順調に経過 し,
日本及び昭和基地と不通 日なく運用できた。
昭和基地 とは短波 による定時交信 を20時00分(LST)に 設定 した。伝搬状態が悪い時は延伸時間を20時30分,21時
00分 に設定 した。呼 び出 し周波数は4MHzで あった。冬期は感度の時間的変動が大 きく伝搬状態が不安定だったた
め,電 信 と延伸,周 波数の変更で対処 した。夏か ら秋は7MHzの 使用が多かった。 また,昭 和基地か ら沿岸調査隊,
内陸旅行隊等が出ているときは,常 に中継できるよう待機 した。内陸旅行隊とは必要に応 じて交信 した。
共同ニュースは夕刊は17MHz,朝 刊は8MHzの 使用が多かった。受信可能 日は月に7割 程度であ り,受 信 した新
聞は7割 程度利用で きた。短波通信機は電源のヒューズ切れ,　BKリ レーの誤動作等があったが概ね良好に動作 した。
インマルサッ トは運用時間等は特に定めず,通 話,フ ァックス,　SSTVに 使用 し,良 好 に運用で きた。ただデータ
通信については何度か行わない と回線接続で きなかった。 また受信 レベルの変動のためにFAXの 送受信に支障をきた
す時間が1日 数時間あったが,音 声については雑音が多 くなった程度で通常の会話は可能であった。11月 頃より受信
レベルが著 しく低下 し,回 線が途切れることがあった。 レベル低下の時間帯を隊員及び極地研等 に連絡 してその時間
を避けるようにした。また受信 レベルが高いにも関わらず ノイズが入ることが1カ 月に数回あった。可搬型インマル
サ ットは設置型の予備機 として観測棟内に置いたが,設 置型が故障 しなかったので使用 しなかった。
このほかVHF携 帯移動無線機,基 地局,車 載用VHF移 動無線機等 も良好 に作動 した。また基地が火災等で使用でき
なくなった場合などの緊急時の対策 として,避 難施設内の避難用雪上車にGPS,　 レーダーなどの航法装置 を設置 した
ほか,短 波通信機を夜間す ぐ持ち出せるよう個室の入口に置いた。　GPSア ンテナのプリアンプ部の出力側 に,低 温に
よる半田付け不良の接触障害があったほか故障等はなかった。
今後の課題 として,観 測棟内に通信機と観測機器を同居 させると,通 信機の送信電波が観測々器等に障害を及ぼす
可能性があることか ら,通 信機は別の棟に設置すべきと思われる。また設置型インマルサ ットの レドームは,イ ンド
洋衛星の方向以外 には断熱材等を使用 して保温性 を良 くする必要がある。一方可搬型インマルサ ットは一70℃以下に
なる冬期の屋外での使用は難 しいので,観 測棟北側一部の壁 をFRP等 電波の通る素材にして,室 内にアンテナを置け
るようにするべ きであろう。
④ 食料 ・調理
初越冬のため観測,設 営資材の量が多 く,容 積を減少 させるなどの制約があった。また,輸 送過程での激 しい振動
と低温で,す べての食料の凍結 ・破損が予想 された。このため調達では 「越冬食料+予 備食3カ 月分」 として,冷 凍
食品,缶 詰類,乾 燥品,紙 パ ック類 を選び,生 鮮野菜,フ ルーツ,ビ ン詰類,ペ ットボ トル類,発 泡飲料は不可とし
た。全越冬を通 して質,量 ともに問題なく余裕 をもって調理ができた。
冷凍食品は基地入口に作 った前室に搬入 し使用 した。前室の温度は一30℃ ～-75℃ 程度 と季節変動 した。8月 以降,
食料前室に酢酸 ブチルの匂いが こもることがあった。米,油 は4カ 月分を通路 に入れ,残 りは屋外 にデポし,必 要に
応 じて搬入した。缶詰,菓 子,乾 燥品類は通路 に棚を作 り搬入した。酒類,煙 草,茶,コ ーヒー,紅 茶,ジ ュース類
は通路に搬入 し自由消費とした。ビールは3カ 月分を調達 し,9カ 月分を現地で醸造 したが好評であった。室内湿度
が10%程 度 と乾燥 していたためジュース類の消費量は多かった。生鮮野菜は逆 さ野菜装置を6月 か ら稼動 し,レ タス,
キャベツ,ほ うれん草,春 菊,赤 カブ,チ ンゲン菜,カ イ割などを出荷 した。花の咲 くものは観賞用として食堂にお
いた。
このほか非常食 として,火 災発生時を想定 して簡単な調理器具で利用可能な材料3カ 月分を非常装備とともにソリ
にデポ した。行動食は日常のメニューを多めに作 り,人 数分のレーションとして備蓄 した。
調理は第2,第4土 曜日には基地長,毎 日曜日には当番隊員が行い,そ れ以外は調理隊員が担当した。献立は当番
隊員の好みに任せた。水の使用量 に関 しては,高 地で低温のために造水槽への雪入れ作業がかなりの負担 とな り,食
器洗浄,材 料の処理などにも制約を受けた。なお,ド ームふ じ観測拠点の沸騰温度は85.1℃ と低 く,調 理は圧力釜を
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使用 した。
その他低圧,低 温と限定 された食糧事情を考慮 して,医 療隊員が食堂にビタミン剤,カ ルシウム剤などを置 き,健
康維持 も含め自己管理とした。越冬全般では1名 をのぞ き1.5kg～20k9の 体重の減少があ り,酢 酸ブチル使用後一時
的に食欲の減少 もみられた。
⑤ 医 療
越冬前半は建設作業に多 くの時間を従事 したため,医 療設備の立ち上げ終了は3月 上旬 となった。9月 に急性虫垂
炎疑いの患者が発症 し,ド ームふ じ観測拠点は非常事態体制,昭 和基地は レスキュー体制,国 立極地研究所は医療顧
問等 を招聴 し,頻 回の電話連絡等によるバ ックア ップ体制 をしいた。結局患者は抗生物質の投与等による内科的治療
で臨床症状 ・検査データは改善 し事無きを得た。このほか生命にかかわる重大な疾病 ・傷病は発生 しなかったが,高
所(低 酸素)・ 低温 ・日照時間の短縮 ・酢酸ブチル暴露等 ドームふ じ特有の環境の為か,体 重減少 ・精神衛生上の不
安定 ・疾病の回復の遅延 ・頻回の凍傷 ・ブチル中毒症状が多 く認められた。
健康管理 としては医学研究項目もあわせて,毎 月体重 ・血圧 ・動脈血酸素飽和度 を測定 し,越 冬中3回 にわたって,
問診 ・理学検査 ・血液検査 ・(24時 間)血 圧測定 ・12誘導心電図 ・尿検査等の健康診断を実施 した。 また,食 堂に健
胃剤 ・ビタミン剤を常設 したほか,凍 傷治療の為に数種類の軟膏を配付 し,軽 度 ～中低度の凍傷には各自で対応させ
た。ブチル使用後の皮膚刺激症状 ・角膜刺激症状 についても頻繁に認められたが,目 薬 ・漱薬の配付等で通常は各自
の対応に任せた。代わりに毎 日食卓等で健康問題等を積極的に話題に し,疾 病の早期発見に努めた。
血液検査では,9人 中7人 の隊員に多血症を認めた。 また全隊員に尿酸値の上昇を認め,数 名は高尿酸血症状 を呈
していた。その他,過 労働によると思われる筋原酵素の上昇,ア ルコール多飲 によると思われるγ－GTPの 上昇等を
認めた。またブチル暴露前後で,ド リラー2人 に貧血傾向を認めたが,ブ チルとの因果関係は明かではない。
体重測定では,1人 を除いた全員に平均 で一5.6kgの 体重の減少が認められた。動脈血酸素飽和度は,ド ーム到着
時は平均86%,2月 初旬は平均88%,10月 は平均90%と 推移 し,越 冬当初は低飽和度であった隊員も序々に上昇 した。
高度障害については,ア ンケー トに基づ き,日 本 ・ 「しらせ」での生活では認めず,越 冬以後認め始めた症状 をま
とめた。重篤な症状は認めなかったが不眠を訴える隊員が多 く,日 常生活にもその影響が見られた。同様にブチル暴
露 による症状についてもアンケー トにより状況 を把握 した。ブチル暴露によると思われる症状については 「しらせ」
帰艦後ほぼ消失 したが,今 越冬のように高濃度 ・長期暴露の環境で連 日作業を強いられる状態での長期予後に関する
レポー トは少な く,全 隊員に対 しての追跡調査が必要 と思われる。
その他,自 覚症状 として,視 力低下 ・聴力低下を訴える隊員を数名認めた。基地の越冬環境との因果関係は不明だ
が,高 地眼底出血等の除外診断 も含めた帰国後の精査が望 まれる。
水質検査は細菌検査(大 腸菌 ・一一般細菌)を 年4回 施行 した。細菌試験紙 とカルボ ックスを用いて,造 水槽 ・食堂
の水道蛇口 ・発電棟内洗面所について行なったが,有 意な細菌の発育は認めなかった。 しか し1955年3月 に造水槽の
白濁を認めた為,水 質検査を行なった結果,混 濁度2～5,色 度10以 上,PH5.5,過 マ ンガンカリウム15,塩 素の上
昇 を認め,何 らかの酸性有機科学物質の混入が疑われた。造水槽の貯蔵水の排出とアルコール等による拭 き掃除によ
り以降の有毒物質の混入は認めなかったが,造 水用雪ブロック周辺の汚染が疑われたためブロック採取の場所 を変更
した。
医療機器については一酸化炭素検知器,酸 素濃縮器等に作動状態の不調が認められたが,そ のほかはほぼ正常 に作
動 した。虫垂炎疑い患者の発生に関して今回は保存療法で解決 したが,今 後腹部外科手術を万全に行なう為には手術
用ベ ッド,電 気 メス,吸 引器等の大型機器の搬入が必要である。また,薬 品 ・衛生材料は初越冬の為,搬 入物品の種
類 ・量 とも基準になるものがなく苦慮 したが,特 に不足する物品は認めなかった。ただ,補 液用点滴製剤,抗 生物質,
胃薬:健 胃剤 ・胃炎胃潰瘍治療剤等は,多 くの破損が認め られたり,大 量に使用 した りしたため不足 した。特に点滴
製剤は,輸 送中の振動,屋 外デポ時の凍結による破損が多かった。
⑥ 装 備
ドームふ じ観測拠点での越冬は,今 まで日本隊が経験 したことのない未知の超低温が予想され,そ れに耐え得る装
備品が要求された。過去の内陸隊,極 点旅行隊,各 国の内陸隊の装備 を検討 し参考 にして,基 本的には 「重ね着」に
よる防寒で対応することとし,「-70℃ での外作業に耐えうる」装備品の確保 に努力 した。
基本装備及び追加装備については 「しらせ」出航前に配布 し,基 本装備の着用例,極 寒時の使用例 を説明 した。装
備品はほぼ満足のい くものであったが,手 足 ・顔については一60℃以下の外作業に於いて多くの隊員が冷たさを訴え,
そのうち幾人かは数10分 の作業で軽い凍傷にかかった。これに対 しては装備品の工夫改良を行うとともに,作 業時間
の短縮化で対応 した。また手袋 ・靴下の不足の意見があ り追加支給を行 ったが,黒 革手 ・毛手袋は9月 には予備品が
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底 をつ き,昭 和からの補給隊に追加を依頼 した。衣類では,二 重羽毛服が重 くて作業性が良 くないとの意見があった。
そのため一70℃ 以下の厳冬期の作業にもスノモウェアーを着用する隊員が多かった。 しか し二重羽毛服は軽作業時に
は使用頻度が高 く,-70℃ 以下の野外でも不安を感 じることはなかった。今回 ドーム用に追加注文 した極薄目出帽,
手袋は,重 ね着に非常 に効果的であった。なお8月 末掘削用酢酸ブチルの使用に伴い,ブ チル対策用のゴアオーバー
スーツ,オ ーバーシューズ及びマスクを配布 した。
什器品については初越冬のため基地生活用全てを必要 としたが,輸 送量の関係からそれぞれ軽量 ・小型の品を吟味
して必要最小限の物 とした。これら調達 した什器類はいずれも越冬生活 に有益であったが,基 地内の極端な低湿度 に
よる静電気で,テ レビ,コ ピー機等一部の電気製品が作動不良となった。小型加湿器も各棟の湿度を上げるには至 ら
なかった。日用品,生 活用品では越冬後半に洗剤類が不足 した。また庭箒は乾燥 してば らばらになり短期間 しか使用
できなかった。裁縫用具の針糸も不足 したが,基 地備品 として帆布 も縫える各種の針糸 も用意すべ きであった。事務
用品ではマ ジックインク,ノ ー ト等が不足 した。なお食堂棟の奥1/3に 絨毯を敷 き,ビ デオ他娯楽用品 と電気こたつ
を置いてリビングルームとし,隊 員安息の場所 として非常に有効に活用 した。 ビデオを ドームでの一番の娯楽であっ
たがテープの数が少 なく,越 冬中同じ物 を繰 り返 し見ることとなった。非常用装備は旅行用装備を兼用 した。また予
備衣類の…'部を非常用として屋外にデポ した。
⑦ 廃棄物
生活および観測活動によって生 じた廃棄物は,可 燃物,大 便,小 便,ガ ラス,缶,複 合ゴミ(プ ラスチ ック類 を含
む),の6つ に分別 し,所 定の場所にデポした。可燃物は初期に焼却を試みたが,風 向が 一ー i定しないことや,煙 が長
時間雪面 に垂れ込め,雪 面 を汚染することを考慮 し,焼 却 しないで雪中に埋めることにした。その他は ドラム缶に入
れてデポ した。今次隊では,作 業の困難性か ら昭和基地のような細かい分別処理は行わなかった。
(8)-6.沿 岸調査
ラングホブデ方面のルー ト確保が完了 した5月 以降,各 グループは活発な野外活動を展開し,行 動範囲は南はベル
オッデン,西 はパ ッダにおよんだ。これらの調査 には,担 当部門の隊員の他,常 時数名の隊員が調査協力のため同行
した。調査は目的別に分けることでなるべ く回数 を増や し,で きるだけ多数の隊員が沿岸地域調査に参加で きる機会
を作るようにした。調査に用いた雪上車は,海 氷厚が比較的薄い秋旅行ではSM311(浮 上型)を 中心 とし,海 氷が安
定 した後はSM407,408を 中心 とした。春旅行ではSM254が 多用 された。雪上車には非常食,非 常装備車両予備部品,
工具を常時搭載 した。燃料そ りとして2ト ンそりを,食 事 ・宿泊用には36次 隊で新たに持ち込 んだ食堂カブースを用
いた。SM407と 食堂カブースには宿泊用の敷板 を用意 し,各3人 の宿泊を可能 とした。食料は調理部門の協力で用意
したレーション食 を中心 とし,ま た常 に予備食料 を携行 して非常事態 に備えた。
通信は車載のVHFIOW通 信機を中心とし,必 要に応 じてVHFlW,　 HF10W等 を携行 した。定時交信は1930頃 に設定
した。36次 隊での行動範囲では,ほ とん どVHFに よって確実な通信が可能であった。ただ し,パ ッダか らの通信 は
VHF,　 HFと もに感度が非常 に悪 く,ド ームふ じ観測拠点に中継 して もらう事が数回あった。 また定時交信の時間に
なっても通信ができず,20時 からの ドームふ じ観測拠点 と昭和基地の定時交信中,感 度が上がった時に割 り込んだ事
もあ り,電 信の使用できる通信機の必要性を強 く感 じた。所々昭和からのVHFが 聞こえた地域があったので,　VHFの
サービスエ リアの把握 も必要であろう。
海氷ルー トは昭和基地 と,と っつき岬,向 岩,西 オングルテ レメ トリー小屋,弁 天島,ラ ングホブデ,ス カルブス
ネス,ス カーレン,ル ンバ,の 間にそれぞれ設定 した。オングル諸島周辺の野外行動では,こ れらのルー トを利用 し
て目的地近傍まで行き,そ こか らアプローチするようにしたため,特 別にルー トを設けることはしなかった。ルー ト
上には原則 として500～1000m間 隔で赤旗 をたて,転 針点等の要所 には ドラム缶や複数本の赤旗を設置 して目立つよ
うにした。旗の間はハン ドベア リングコンパスで磁方位を測定 し,さ らにGPSに よる測位 を行って旗の位置 をルー ト
方位表 に載せた。そのため地吹雪で視程が とれない時などでも,　GPS受 信機を搭載する雪上車を先頭 にする事で安心
して移動で きた。 しか し,　GPS受 信機 を搭載する雪上車はSM407,408の2台 しかなく,安 全な行動 を確保するため
にも,な るべ く早い時期にすべての雪上車にGPS受 信機 を備えるべ きである。
越冬期間を通 じて海氷が安定 していたため,各 ルー トとも問題な く使用できた。
(8)-7.内 陸調査
S16や とっつ き岬 な どの短期旅 行 について は,使 用雪 上車 として主 にSM40型 を用い,必 要 に応 じてSM255を 使 用 し
た。 その他の点 につい ては,沿 岸調査 とほぼ同 じ要領 で実 施 した。
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長期旅行については,車 両はSM100型 を中心 とし不足の部分をSM50型 で補った。食事 ・宿泊は雪上車内で行い,
特に ドームふ じ旅行はSM105号 車 を食堂車として改造 し,内 部に電気造水器(lkWと300Wの ヒーター付 き),電 気
ポット,ご み箱,電 子 レンジ,温 風解凍ボ ックス,電 気圧力炊飯器などを設け利用 した。造水器は鉄製のため錆が出
たが,非 常に有効であった。雪を入れておけばキャンプ地では湯になってお り,到 着後30分 で食事をとることができ
た。食料は調理部門の協力で用意 したレーション食を中心 とした。 ドームふ じ旅行では食堂の3kW発 電機 を回す こ
とにより,電 化された環境の中で朝 ・夕の食事の準備ができ快適であった。通信は100WHF通 信機2台 を雪上車に装
備 し,旅 行期間中ほぼ良好に通信で きた。またVHF無 線機 も,電 源ケーブルのはずれや,無 線機架台の破損,外 部ス
ピーカ端子の接触不良等の軽微 な故障以外は,問 題な く運用できた。必要に応 じてVHFl　 Wも 使用 した。
雪上車 にはほとんど毎 日のように トラブルが発生したが,創 意1夫 で切 り抜 けた。特 に転輪ガイドのボル ト折損が
多発 したが,唯 …空気入 りタイヤを装着 しているSM506に …度 も起こらなかったことから,転 輪に問題があると思わ
れる。 また,オ ルターネータのブラシの異常磨耗 も多発 したが,こ ちらはプレウォーマーのブラシを加工 して応急処
置として取 り付け,各 車とも旅行終了まで持 ちこたえた。廃棄物については,缶 類は食堂車に手製の缶つぶ し器を設
置 し空 きドラムに収納 した。瓶類も ドラム缶に入れた。その他のゴミは タイコンに入れ,い ずれもすべて昭和基地に
持 ち帰 り処分 した。
ドームふ じ旅行では,気 象のほか雪氷,設 営工学(そ りの走行抵抗の測定),地 学の各観測を実施 した。また医療
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鬼 頭研二(札 幌医科大 学医学部 ・助 手)
(4)目 的
南 極大陸 におけ る陸上生物相 の調査 及 びその生態学 的研 究
(5)調 査概要
ケー シー基 地周辺 に生息す る陸生無脊椎動物 の多様性 と生態,及 びそ れ らに対す る人為 汚染物 質の影響 に関す る
研 究
(6)調 査項 目
① ケー シー基地 周辺 にお ける陸生無脊椎動 物の多様性 と地理 的分布の解析
② 基地,　SSSII6,　 及 びSSSI17で の陸生無脊椎動物 の比較生態学 的解析
③ 基地 コケ群落 にお けるセ メン トダス トの残存 と陸生無脊椎動 物の分布 生態 との相 関関係 の解析
(7)調 査 の経 緯及 び取 得 した情 報
第49次 隊(ANARE-49)のVoyage3　(AuroraAustralis号)に 乗船 す る隊員 は11月3日AADに お いて局長 の挨拶,
Voyage　 Leaderか らの航海 に関す る説 明,つ づ いて ビデ オに よる航海 中の安全 につ いての説 明 を受 けた。 説明の 中
で船 のス クリュー周 りの故 障 とそ の修理 の ため,出 発が延期 され る旨発表があ り,隊 員 は出発 まで待機 す るこ とと
なった。その後 の予定 お よびその連絡 ・確認方法 につい ての説明 とともに,待 機 中 にタスマニアで行 われ る臨時野
外訓練へ の参加者 が募集 され,私 はCradle　 Mtn-Lake　 St　Clair国 立公園で行 われた4泊5日 トレッキ ングに参加 した。
船 は フリーマ ン トルへ 回航 して修理 され たため隊員 も11月20日 に飛行機 で フ リーマ ン トルへ 移動 した。結 局ll月2
日にホバ ー トを発つ予定 のAurora　 Australis号 が フ リーマ ン トルか ら南極 に向けて出港 したのは,予 定 か ら24日 間
遅 れのll月26日 だ った。
Voyage　 3で 出発 したの はMawson　 (23人),Davis(26人),Casey(48人)の3基地 に加 え　Low　 Base　 (2人),
Bunger　 Hills　(5人)へ 行 く合計104人 の隊員 だ った。 この他 に,　VL,　 SVL,　 AADの 庶務 担当者,さ らに各基地 に
同道 して越冬 隊員 に面接 調査 を行 う,軍 隊 の心 理 カウ ンセ リング担 当官が乗船 して いた。船内で は,海 難 に対 する
訓練 は もちろん,南 極 で想定 される野外活動 と緊急医療 に関す る講 義 と実技指 導が ビデオやス ラ イ ドなどを用 いて
行 われ た。
12月5日 快 晴 ・無風 とい う絶好 の天候 のなか を4機 のヘ リコプ ター による隊員輸送 が行われ,約1時 間空 か ら南
極 を楽 しんだ後基地へ 到着 した。隊の引継 ぎが行 われ,各 隊員 が配置部署 での仕事 を開始す る と同時 に,研 究者が
野外 調査等 に と りかかる こ とが で きるよ う,研 究者対 象の野外訓練 が行 われた。私 もテ ン ト泊 を含 む一通 りの野外
活動 とQuads　 (4WD単 車)やHagglunds　 (雪上 車)の 運転 を練習 した うえで研 究 にと りかか った。
私 は採 集調査 をケー シー基 地やSSSI16,17な どを含め たWilkes　 Land沿 岸部 とWindmill諸 島の島 々で行 い,多 く
の植物 ・土壌サ ンプル を得 る ことがで きた。 また,基 地内 の研 究所で は採 集 したサ ンプルか ら動物 を抽 出する とと
もに,生 息場所で ある コケ類,ら ん藻類,緑 藻類 の乾燥 標本 を作製 した。
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基地滞在 中,船 に よる2度 の燃料 ・食料 な どの補給が行 われ たが,2度 目の補 給 の際の1月26日 に他 の研 究者 と
ともに共 同研 究者Dr.　Seppeltが 到着 した。
帰還船Polar　 Bird号 の基地到 着 日程 は目 まぐる しく変わ った。2月21日 まで に荷物 を梱包す るな ど帰 国準備 を し
て船が来 るの を待 ったが,最 終 的 に基地 を離れたの は28日 だった。 なお,船 には,火 災 によ り自国の船 を使 えな く
なった中国隊13人 が,中 山基地 か ら帰 国す るため 同乗 して いた。船 は順調 に航 行 し,3月7日 早朝 ホバ ー トに入港
した。 翌 日か らAADで 資 料整 理 ・荷 物 の発想 を依 頼す る な ど帰 国準 備 を し,関 係 者 に挨 拶 した後11日 にホバ ー ト







昭和 基地 は東南 極 リュ ッ ォ ・ホ ルム湾東 岸の大 陸氷縁 か ら西 に約4km離 れ た東 オ ングル島上 にあ り,天 測点 は
69°00/22"S,39°35/24"Eで 標高 は29.18mで ある。
(2)建 築物
建物48棟 の総床 面積 は約5162m2で 発電 棟2,作 業棟2,居 住棟3,観 測 ・研究棟11,ロ ケ ッ ト関係棟4,多 目
的衛星 デー タ受信 シス テム,倉 庫2棟 が,オ ングル島の岩盤 の上 に建 て られ ている。他 に,見 晴 ら し岩 西側 に燃料
貯 蔵 タ ンク,観 測棟 東側 と電 離棟周辺 には各種観測 用の ア ンテナ群及 びセ ンサ ー類 があ り,基 地北側 のア ンテ ナ島
に送信棟 及び送信 ア ンテナ群 があ る。
(3)電 力
発電 棟 に300kVA(240kW)1基と200kVA2基 の発 電機 が配備 されて いる。通常 は300kVA発 電 機1基 の運 転 で
基地全体 の電 力 を賄 ってい るが,300kVA発 電機の点検 時 には200kVAの2基 並 列運転 も行 う。 また,非 常 用 として,
基 地主要部 か ら離 れた夏期隊 員宿舎の非常 発電棟 に200kVA発 電機 を設置 してい る。
(4)車 両,航 空機
夏期 の建 設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラ ック等 の装輪 車があ り,冬 期作業用 と してブル ドーザ ー,パ ワー
シ ョベ ル,小 型 雪上車,内 陸や沿岸域 な どの野外調査 用 として大型雪上 車,中 型 雪上車,小 型雪上車,浮 上雪上車,
ス ノーモ ー ビル等が配 置 されている。また,小 型航空機(ピ ラタスポー タ一-PC-6,セ ス ナ185)を 運 用 している。
(5)通 信
昭和基地基 地 と国内 との通信連 絡 は,イ ンマルサ ッ ト衛星 を利 用 して行 われ てお り,電 話,フ ァ ックス,テ レッ
クス な どが利用 で きる。 また,極 地研 究所 との間で は,こ の衛星 を利用 した静止 画像伝 送(SSTV)の 運用 も行 わ
れて いる。電報 は,昭 和 基地 とNTT東 京 電報 サ ー ビスセ ン ター 間を イ ンマ ルサ ッ トの フ ァ ックス通信 で結 び,送
受信 され る。 短波通信 は,内 陸基地や旅行 隊 との連絡 に用 い られてい るが,共 同FAXニ ュースの受信 も行 われる。
(6)医 療
毎 年1～2名 の医療 隊員が派遣 され てお り,医 療器具 も大型 レン トゲ ン装 置か ら歯 科治療台 まで一応 の ものは備




























































































建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途
旧 娯 楽 棟 1975(1)40
木製パネル(断 面図は旧電離棟 と同 じ)
常温食糧庫
旧 医 務 棟
1960(4)
23
木製パネル(断 面図は旧電離棟 と同 じ)
35次 で食糧冷凍庫に改造
旧 通 信 棟
1966(7)
46
木製パネル(断 面図は旧電離棟 と同 じ)
倉庫
旧 電 離 棟 1966(7)40
木製パネル
電離層観測,倉 庫
地 磁 気 変 化 計 室 1966(7)12
木製パネル,特 殊 コネクター使用
地磁気絶対測定





旧 余 熱 室 1966(7)13
軽量鉄骨,木 製パネル
旧 送 信 棟
1966(7)
29






旧 食 堂 棟 1967(8)96
木製パ ネル





















レー ダ ー テ レメ ー タ ー 室
1969(10)
86
高床,鉄 骨,木 製パ ネル
ロケ ッ トレー ダー,テ レメーター
コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー
1969(10)
22
高床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で移設
夏期:し らせ ヘ リコプ ター管制
組 立 調 整 室
1969(10)
86
高床,鉄 骨,木 製パ ネル
ロケ ッ ト組 立,ク レー ン,ラ ンチ ャー
発 射 台 1970(11)135
高床,鉄 骨,タ ー ンテー ブル,上 屋 な し
ロケ ッ ト発 射































建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途
環 境 科 学 棟 1974(15)101
高床,木 製パ ネル
生物,医 学観測
送 信 棟 1975(16)72
木製パネル
短波通信送信機室




電 離 層 棟 1977(18)101
高床,木 製パ ネル
電離層観測,大 小便所
地 学 棟 1977(18)1高 床,木 製パ ネル101地 学,雪 氷,地 震観測
水 素 ガス発 生 機 室 8
1978(19)1高 床,木 製パ ネル
気 象倉庫




高床2階,木 製 パ ネル
48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所







鉄骨2階,鋼 板 パ ネル,木 製パ ネル
300KVA発 電 機1基,200KVA発 電機2基,冷 凍 ・冷蔵食糧 庫,暗 室,
風 呂,便 所,洗 面,理 髪室
仮 作 業 棟 1985(26)112
パ イプ,断 熱 シー ト
航空 ・建築物品庫,木 工作業
作 業 工 作 棟 1986(27)289
鉄骨,鋼 板パネル,木 製パネル
車両整備,機 械物品庫















1階 鉄骨,2・3階 集 成材,鋼 板 ・木製 パ ネル
隊長室,厨 房,食 堂,医 務室,体 育娯楽室,図 書室,通 信室,倉 庫







高床,鉄 骨,鋼 板パ ネル
主要部通路





第1HFレ ー ダー 小 屋
1995(36)
16
高床,冷 凍庫 パ ネル改造
HFレ ー ダー観測





倉 庫 棟 1996(37)454
鉄骨2階,鋼 板パネル,木 製パネル
冷凍庫,冷 蔵庫,設 営倉庫,設 営事務室
地 震 計 室 1996(37)42
木製パネル
地震観測








昭和 基地 の南東 約270kmの 内陸氷床 上(70°41'53"S,44°19/54"E,標高 約2,200m)に あ る この基地 は第11次(昭
和45年)に コルゲー ト棟 を設 置 したの を始め として年 々拡充 され たが,27次 隊 で閉鎖 され,28次 隊か らは無 人観測 点
と して機 能 して いる。毎年,昭 和基地 か ら数 回保 守 に出か けてい る。
(1)建 設 物
雪面 下 に コルゲ ー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ー レックス棟,超 高層 観測室,医 療棟 の計6棟,延 床 面積106m2の 建
物の他,ト レンチ を利用 した発 電機室,ボ ー リング場,雪 洞 による実験 室が ある。 また地上 には,通 信 用 ア ンテナ,
30mの 気象 タワー な どが 設置 されてい る。
(2)電 力 等
16kVA(12.8kW)と12kVA(9.6kW)発電機 を有 し,居 住棟 と観測棟 の暖房 と風 呂は発 電機 エ ンジ ンの 冷却水 熱
を利用 して行 える ようになってお り,他 の建物 の暖房 は電力 によるパ ネル ヒー ターが使用 で きる。
みずほ基地平面図















あすか観測拠 点 は,ブ ライ ド湾か ら約140kmほ ど内陸 に入った氷床上 の基地で,第26次 観測 隊か ら建設 が始 ま り,
第28次 隊で越冬が 開始 されたが,1991年12月 に越冬観 測が 中断 され,現 在 は無人 で気 象観測装置 や実験用 の風力発電













































建物配置を図に示す。建物総面積は約433.6m2で,主 屋棟 ・発電棟 ・観測棟 ・通路兼倉庫 ・冷凍庫 ・飯場棟からな
る。
あすか観測拠点配置
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あすか観測拠点建物一覧
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途





14.6 1986年(27次)で 移設 。倉庫
主 屋 棟
1984(26)木製パネル
100.0 厨 房 ・食堂 ・通信 ・寝 室
発 電 棟
1985(27)木製パネル
95.0 発電機室 ・風呂 ・便所
観 測 棟
1986(28)木製パネル
105.0 観測室 ・医務室 ・寝室
通 路
1986(28)鉄 パ イプラチス ・木 製パ ネル,一 部分不燃 パ ネル
93.1 倉庫兼用
○電 力
常用電源として30kVA(24kW)発 電機2機 が発電棟 に設置 されている。




昭和 基地 の約1,000km南 の氷床 上の頂部 に位置 す る観測拠 点で,氷 床 ボー リングの ため に1995年2月 よ り越冬 を
開始 した。位置 は,77°19'01"S,39°42'12"Eで,標高 は3810mで あ る。
(2)建 設物
建 物8棟 の総床面 積 は278m2で,発 電棟 ・食 堂棟 ・居住 棟 ・観 測棟 な どの地上 施設 の他,雪 面 下の ドリル作業 室
と掘削 制御室 か らなる。避 難施設 を除 く地上建物 は通路 でつなが れ食糧 保存庫等 に使用 してい る。
ドームふ じ観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次) 床 面積(m2) 構 造
発 電 棟 1995(35) 44.6 冷凍庫パネル改造
食 堂 棟 1994(34) 36.5 冷凍庫パネル改造
居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
観 測 棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
医 療居 住棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
避 難 施 設 1994(34) 45.9 パ イプ トラス,断 熱帆布
ドリル作業室 1995(35) 32.4 冷凍庫パネル改造
掘 削制御 室 1995(35) 9.7 本鞘,断 熱鋼板パネル
通 路物 品庫 1995(35) 107.8 冷凍庫パネル改造
(3)電 力等
常用電源として28kVA(22.5kW)2基 が発電棟に設置 されている。このほかに ドリル作業室に掘削用 として28
kVA発 電機1基 がある。生活用発電機は,常 時1基 で運転 しているが,掘 削用は必要な時に運転する。生活区画の
暖房はエンジンの余熱 とボイラーで行い,造 水は雪ブロックを融か して行 う。
(4)車 両
物資の補給はすべて昭和基地からブル ドーザ,大 型および中型雪上車 を使 って行 う。現地 にはこれらの車両 とク
レーン車,小 型パ ワーショベルなどがある。
(5)通 信




毎年1名 の医療隊員が滞在 し,健 康管理 と治療業務を行 う。医療器具は小型X線 装置やポータブル超音波診断装
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これらの資料整理 は順調に進み,研 究発表は,学 会等における口頭発表の他Memoirs,　 南極資料,　JARE　 Data　Re-
ports及 び関係学会誌において行われている。
観測項目 データ内容 測点数又は記録期 間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
定常海洋物理 ・化学 寄 高 博 行 ・並 木 正 治
表面採水 水 温,塩 分,溶 存酸 素, 77測 点 観測野帳,観 測記録 各1冊 海上保安庁
リン酸 塩,ケ イ酸 塩, 3.5イ ンチMO 1枚
亜硝酸塩,硝 酸塩,ア
ンモ ニ ァpH
XBT観 測 水温鉛直分布 138測 点 観測野帳,観 測記録 各1冊
3.5イ ンチFD 2枚
CTD・ 各 層 観測 水圧,水 温,電 気伝導 17測 点 観測野帳,観 測記録 各1冊
度,塩 分,溶 存 酸 素, 3.5イ ンチMO 1枚
リン酸塩,ケ イ酸塩
ア ンモニ ア,　pH
海洋汚染調査用表 重金属,油 分分析用試 26測 点 5Lキ ュー ビテ ィナ ー 20個
面採水 水 0.5L褐 色 ガ ラ ス瓶 20個
5Lガ ラス瓶 26個
漂流ブイ 水温,位 置 3個 観測野帳 1冊
XCP観 測 海流 ・水温鉛直分布 5個 観測野帳,観 測記録 各1冊
3.5イ ンチFD 2枚
海底地形調査 水深,位 置 1994.11.14～ 3.5イ ンチFD 6枚
1995.03.19 79日 分
潮汐 水圧 1994.02.01～ 自記記録用紙 1年 分
1995.02.013.5イ ンチFD 12枚
定常海洋生物 野 村 潔
表面海水連続モニ 水 温,塩 分,溶 存 酸 素, 1994.11.15～ 5イ ンチFD 4枚 国立極地研究所
タリ ン グシ ス テム クロ ロ フ ィル,プ ラ ン 1995.3.20
による観測 クトン粒子数
生物 ・医学研究 緑 川 貴
海洋生物 有機物分析結果 1994.12.03～ 3.5イ ン チFD 20枚 気象研究所
採水観測 1995.3.16
定常観測 ・気象 佐 藤 尚 志
地上気象観測 現地気圧,海 面気圧, 1995.02.01～ 観 測野 帳,日 表,月 表 1年 分 気象庁
気温,露 点温度,蒸 気 1996.01.31自記記 録 紙,3.5イ ンチFD
圧,風 向風 速,日 照 時
間,全 天 日射 量,雲,
視程,天 気
高層気象観測 高 度 約29kmま で の 気1995.02.01～ 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 1年 分
圧,気 温,風 向,風 速 1996.01.31指定気圧面資料,観 測原簿
一40℃ まで の湿 度
一118一
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
定常観測 ・気象 佐 藤 尚 志
特殊ゾンデ観測 オゾン分圧の垂直分布 1995.02～ 観測 記 録,3.5イ ンチFD 54回 分 気象庁
1996.01
上,下 向き放射量の垂 1995.05～ 観 測記 録,3.5イ ンチFD 14回 分
直分布 1995.09
オゾン観測 オゾン全量 1995.02～ 観 測記 録,3.5イ ンチFD 241日 分
ロング反転 1996.Ol観 測 記録,3.5イ ンチFD 38回 分
シ ョー ト反 転 55回 分
地上 大気混濁度 1995.09～ 観 測記 録,3.5イ ンチFD 5ケ 月分
日射 ・放射観測 1996.Ol
直達日射量 1995.02.Ol～ 観 測 記録,3.5イ ンチFD 1年 分
全天日射量 1996.Ol.31
散乱日射量 (た だ し,極 夜
紫外域日射量 期を除 く)
波長別紫外域日射量
下向き放射量 1995.02.01～ 観 測 記録,3.5イ ンチFD 1年 分
長波長放射量 1996.Ol.31
その他の観測 Sl6気 温,風 向 風 速 1995.02.01～ 観 測 記録,3.5イ ンチFD 1年 分
(ロ ボ ッ ト気 象計) 1996.Ol.31
海氷上の積雪量 1995.02～ 観 測 記録,3.5イ ンチFD 1年 分
1996.01
陸上の積雪量 1995.07～ 観 測 記録,3.5イ ンチFD 6ケ 月分
1995.12
定常観測 ・電離層 稲 森 康 治
電離層垂直観測 イオ ノグ ラム 1995.02.01～ 35mmフ ィルム30mリ ー ル 53巻 郵政省通信総合
1996.02.05 研究所




リオ メ ー タ 雑音温度 1995.02.01～ レ クチ ホ リ38cm 3巻
1996.Ol.31リオ メ ー タ20MHz・30MHz
地磁気H成 分
短波電界強度測定 受信電界強度 lt レ クチ ホ リ20cm 4巻
JJY　8　・　10MHz
電 波 に よる オ ー ロ 受 信 エ コー 強 度 ・受 信 〃 レ クチ ホ リ38cn1 3巻
ラ観測 ・オ メガ電 位相信号 地磁 気H・D成 分
波受信観測その他 オ ー ロ ラ レ ー ダ50・112MHz
リオ メ ー タ30MHz
〃 レ クチ ホ リ20cm 4巻
リオ メ ー タ30MHz
地磁気H成 分
一119一
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
定常観測 ・電離層 稲 森 康 治
電 波 に よる オー ロ 受 信 エ コー 強度 ・受 信 1995.02.01～ 打点記録計E906ZNF 12巻 郵政省通信総合
ラ観 測 ・オ メ ガ電 位相信号 1996.Ol.31JJY8MHZ　 地磁気H成 分 研究所
波受信観測その他 オ メ ガ13.6kHz






電 波 に よる オ ー ロ 受信エコー強度 1995.02.01～ 打点記録計E906ZNF 12巻
ラ観測 1996.OL31オ ー ロ ラ レー ダ50・112MHz
地磁 気H・D・Z成 分
50MHz受 信 エ コ ー 信1995.04.Ol～ 光磁気ディスク 12枚
号 1996.01.31オー ロ ラ レー ダ50MHz
地磁 気H・D・Z成 分
衛星電波による全 NNSS衛 星電波の観測1995.02.01～ レ クチ ホ リ20cm 13巻
電子数等の観測 1996.Ol.31TPK-10 53巻
デ ィジ タル記 録 カ セ ッ トMT-C500H 53巻
GPS衛 星電波の観測 1995.02.01～ 光磁気ディスク 1枚
1996.01.06
定常観測 ・地球物理 田 中 俊 行
地震定常観測 HES地 震計 1995.02.01～ 感熱記録紙 24冊 国立極地研究所
アナ ログモ ニ ター記 録 1996.Ol.31NEC三 栄長時間連続記録計8D23H
(1996.Ol.Ol～31は37次持 ち帰 り) (2冊)
PELS地 震 計 1995.02.17～ 感熱記録紙 14冊
アナ ログ モ ニ ター 記録 1996.Ol.31NEC三 栄 レクチ ホ リ8K23 (1冊)
(1996.01.17～31は37次持 ち帰 り)
STS地 震観測 STS地 震 計BRB出 力 1995.02.01～ 感熱記録紙 12冊




STS地 震計BRB出 力1995.02.Ol～ 8mmビ デ オ テ ー プ(3GB)　 EXABYTE 2巻
デジタル記録 1996.01.31光 磁 気 デ ィス ク(5イ ンチ,600MB) 4枚
NEC　 PC-ODlO2-01
STS地 震計LP出 力 1995.02.17～
アナ ロ グモ ニ ター 記 録 1996.Ol.31上記の8K23感 熱記録紙に記録
STS地 震計LP出 力 1995.02.Ol～ 5イ ンチFD 10枚
デジタル記録 1996.01.31カ セ ッ トMT　 CT600,　 TEAC　 DS-80 6巻
STS地 震計POS出 力1995.02.01～ チ ャ ー ト紙 12冊
ア ナ ロ グモ ニ タ ー記 録 1996.01.31NEC三 栄 ハ イブ リ ッ ドレコ ー ダRD2212
一120一
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関















3.5イ ンチFD,　 メモ リー パ ック ・明 星電 気









チ ャー ト紙 ・　YOKOGAWA
'・R180打 点 式 記 録計
'
12冊












K-index読 み取 り原 簿 1冊





2400feetCCT　 ・デ ィ ジ タ ル 記 録
16ch　 ・　TEAC　 DR-200
53巻 国立極地研究所
2400feetMT　 ・ア ナ ロ グ記 録
0.031PS7chTEACR-950L
24巻
チ ャー ト記 録　 8ch連 続 記録






チ ャー ト記 録　 3ch打 点記 録
25mm/min　 YEW　 HR2400
12巻





5イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィス ク(2HD) 53枚
フラ ックスゲー ト磁力計
H成 分(測 機 舎)
1995.02.01～
1995.05.18














3成 分(測 機 舎)
1995.03.28～
1995.12.15






8mmビ デ オ テー プ　 Hi-8　 LPモ ー ド
PCM録 音　 SONY　 EVS-900
52巻
イ メー ジ ン グ リ オ メー タ1995.02.Ol～
2次 元CNAデ ー タ`1996.01.311
,
ICM　 MO7616
光磁 気 デ ィス ク
14枚
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観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
研究観測 ・宙空 大 高 一 弘
オーロラ光学観測 オー ロ ラ全 天 カ メラ
フ イル ム記 録
1995.03.06～
1995.07.22





オ ー ロラ 全天 カ メラ
デ ィ ジ タル画 像
1995.07.02～
1995.10.06
8mmデ ィジ タル テ ー プ
5イ ンチ光 磁 気 デ ィス ク








S-VHSビ デ オ テ ー プ
レーザ デ ィス ク
353本
3枚
フ ォ トメー タ
発 光 強 度
1995.03.06～
1995.09.27
2400ft磁 気 テ ー プ 51巻
大型短波レーダ ドップ ラー シ フ ト
及 びエ コー 強度
1995.08.01～
1996.01.31








Sバ ン ドデ ー タ
1995.02.01～
1996.01.31
2400feet/CCT(945パ ス分) 233巻 国立極地研究所
EXOS-Dア ン テ ナ 追 尾
















CT-600(カ セ ッ トMT),2秒 サ ン プ リ ン グ

















CT-300(カ セ ッ トMT)
5分 サ ンプ リ ン グバ イ ナ リー
DR55　 (TEAC)
15巻


















2HDフ ロ ッ ピー デ ィス ク,バ イナ リー
DR-F1　 (TEAC)
232枚 金沢大学
重力観測 ラ コ ス テG515に よ る
野 外 観 測 デ ー タ記録
1995.06～
1996.02
重 力 測 定用 フ ィー ル ドノ ー ト 5冊 国立極地研究所
研究観測 ・気水圏 森 本 真 司
大気中の二酸化炭
素濃度
濃 度 デ ー タ 1995.02.Ol～
1996.Ol.31
3.5イ ンチFD
ペ ン レ コー ダー チ ャー ト






観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
研究観測 ・気水圏 森 本 真 司
大気中のメタン濃 濃 度 デ ー タ 1995.02.0ト 3.5イ ン チFD 24枚 国立極地研究所
度 1996.01.31プ リ ン タ出力 12冊 東北大学理学部
地上オゾン濃度 濃 度 デ ー タ 1995.02.Ol～ 3.5イ ン チFD 24枚
1996.Ol.31ペ ン レ コ ー ダ ー チ ャ ー ト 12冊
プ リン タ出力 12冊
成層圏二酸化窒素 スペ ク トル デ ー タ 1995.02.Ol～ 3.5イ ン チFD 48冊 名古屋大学太陽
・オ ゾ ン濃 度 濃度 デー タ 1996.01.315イ ンチFD 48枚 地球環境研究所
プ リン タ出 力 2冊
研究観測 ・気水圏 藤 原 淳 一・
地球観測衛星受信 MESSR,　 VTIR,　 MSR1995.02.01～ 高密度ディジタル磁気テープ 3巻 国立極地研究所
計画 MOS-1b衛 星受 信 1996.Ol.31高密度ディジタル磁気 12巻
カセ ッ トテ ー プ
受信ログ 1冊
SAR 1995.02.01～ 高密度ディジタル磁気 6巻
EERS-1衛 星 受 信 1996.Ol.31カセ ッ トテ ー プ
EERS-2　 〃 受信ログ 1冊
JERS_1　 〃
MESSRク イ ッ ク ル ッ1995.02.01～ 35111mモ ノ ク ロ ネ ガ フ ィ ル ム 250本
ク写真 1996.02.01
MOS-1b衛 星
研究観測 ・生物 伊 村 智
SSSIの 生 物 監 視 群落写真 1996.01.04 カ ラ ー フ ィル ム 20本 国立極地研究所
簡易温室微気象観 気温,照 度 1995.11.02～ 3.5イ ンチFD 1枚
測 1996.Ol.05
花粉捕集実験用風 風向,風 速 1995.12.12～ 3.5イ ンチFD 1枚
デ ー タ 1995.12.18




湖沼環境観測 水位,照 度,温 度 1995.Ol.25～ 3.5イ ンチFD 1枚
1996.Ol.13
.14




観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
気象 東 信 彦 ・吉 見 英 史
地上気象観測 現地気圧,気 温 1995.02.11～ 観測野帳,自 記記録紙 11ヶ 月分 国立極地研究所
風向風速 1996.01.221分 毎 記 録 ・3.5イ ンチFD ・気 象 庁
全天日射量 1995.03.01～
1996.01.22
量,雲,視 程,天 気 1995.02.01～
1996.01.22
高層気象観測 高度約10kmま での気1995.ll.7～ 観 測記 録,3.5イ ンチFD 22回 分 国立極地研究所
圧,気 温 1996.01.322回飛揚 気象庁
一40℃ まで の湿 度
雪氷 東 信 彦 ・亀 田 貴 雄








気 温 ・風 速 ・風 向
(ド ー ム ふ じ観 測 拠
点)




昇華 ・凝結観測 ドームふじ観測拠点で 1995.02～ 観 測原 簿,3.5イ ンチFD 11カ 月分
の昇華凝結量 1996.Ol
積雪内部の差圧観 ドームふじ観測拠点で 1995.02～ 3.5イ ン チFD 10カ 月 分 北見工業大学
測 の表面と内部の積雪間 1995.10
の差圧
積雪かん養量 Sl6か ら ドー ム ふ じル1995.Ol～ 観 測原 簿,3.5イ ンチFD 1年 分 国立極地研究所
一 ト雪 尺 高 1996.01
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採 取 試 料 一 覧
観測項目 試料名 採集期間 採集場所 試料の形態
111 数量 保管機関|
定常海洋生物 野 村 潔





生物 ・医学研究 緑 川 貴
1





有機物分析のため 1994.11.15～ 20リ ッ トル ポ リ プロ ピ 220個
のろ過海水試料 1995.3.16 レン容器内凍結保存 {
全炭酸分析のため 1994.12.3～ 120ミ リ リ ッ トル ガ ラ 202個
の海水試料 1995.3.17 ス容器内冷蔵
海洋生物調査 プ ラ ン ク トン試 料 1994.12.7～ 50ミ リリ ッ トル ポ リエ 10個
1995.3.16 チレン容器内凍結保存
海底堆積物調査 海底堆積物試料 1994.12.30～ 500ミ リ リ ッ トル ポ リ 4個
1995.1.8 エチレン容器内凍結保
存
雪試料採取調査 雪試料 1994.12.22 250ミ リ リ ッ トル テ フ 6個
ロン容器内酸性保存
研究観測 ・地学 川 野 良 信 ・有 田 正 志 ・内 藤 一 樹
ク イ ー ンモ ー ドラ 岩石 1994.12.24～ラ ン グホ ブデ ブ ロ ック試 料 200kg佐賀大学教育学
ン ド及 び エ ン ダー 1994.12.30 部
ピー ラ ン ドの 地 殻 1995.1.4～ オメガ岬 ブ ロ ック試 料 200kg広島大学付属中
形成過程の調査研 1995.1.8 高等学校
究 1995.1.8～ 奥岩 ブロック試料 120kg
1995.1.11 地質調査所鉱物
1995.1.13～ ア ウ ス トホ ブ デ ブ ロ ッ ク試 料 250k9資源部
1995.1.20
1995.1.21～ ル ン ドボ ー ク ス ブ ロ ック試 料 350kg
1995.1.27コ ラ ネ
1995.1.27～ ス カ ー レ ン ブ ロ ック試 料 300kg
1995.1.31
1995.2.1～ 東西オングル島 ブ ロ ック試 料 400kg
1995.2.5
1995.2.25～ リー セ ル ラル セ ン山 ブ ロ ック試 料 150kg
1995.2.26
研究観測 ・地学 青 山 雄 一
地学
1
岩 石1995.02～ リ ュ ツ ォ ホ ル ム 湾 沿 岸1 ブ ロ ッ ク試 料 約100kg金沢大学
,
1996.02リ ー セ ル ラ ル セ ン 山
地電位観測電極埋 1995.Ol・ 東 オ ン グ ル 島 コア試料 16本
設地試料
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観測項目 試料名 採集期間 採集場所 試料の形態 数量 保管機関
研究観測 ・気水圏 森 本 真 司
大気微量成分測定 大気試料 1995.02.Ol～昭和基地 550mZガ ラ ス フラ ス コ 52本 東北大学理学部
用大気サンプリン 1996.Ol.31 500mZガ ラ ス フ ラス コ 48本 米 ・　NOAA
グ 500mげ ラ ス フ ラス コ 48本 米 ・ロ ー ド ア イ
ランド大学
ス テ ン レス フラ ス コ 10本 東京大学理学部
1αア ル ミシ リ ン ダー 12本 国立極地研究所
大気中の二酸化炭 二酸化炭素試料 1995.02.01～昭和基地 2mげ ラス バ イヤル 80本 国立極地研究所
素の精製 1996.Ol.31
降雪 ・水蒸気サ ン 降雪試料 1995.02.Ol～昭和基地 10mげ ラ スバ イヤ ル 15本 ア ル フ レ ッ ド ・
プ リン グ 水蒸気試料 1996.Ol.31 5耐 ポリ瓶 40本 ウェ ー ゲナ ー研
モ レキ ュラ ー シー プ 12本 究所(AWI)
研究観測 ・生物 伊 村 智
環境 土壌サンプル 1995.12～ オングル諸島 冷凍 ・冷蔵標本 100点 国立極地研究所
モ ニ タ リン グ 1996.02 ・北里大学
土壌細菌 ベ ン チ コ ー トシ ー 1995.12～ オングル諸島 冷蔵標本 15枚 国立極地研究所
モ ニ タ リ ング ト 1996.02
蘇類調査 蘇類標本 1994.12～ 宗谷海岸 冷凍標本 500点
1996.02ア ム ンゼ ン湾
湖沼調査 湖沼水 1995.Ol ス カ ル ブ ス ネス 500耐 ポリ瓶冷凍 12本
淡水域生態 沢水 1995.12～ ラングホブデ雪鳥沢 500mZポ リ瓶 冷 凍 20本
モ ニ タ リン グ 1996.01
環境変動と生活史 エ ア ーサ ンプ ラ ー 1995.12.12～ラングホブデ プ レパ ラー ト 15枚
シ ー ト 1995.12.18
雪氷 東 信 彦 ・亀 田 貴 雄
掘削 ドー ム氷 床 コア 1995.8 ドームふじ観測拠点 Bコ ア 中ダン29箱北海道大学低温
～1996.1 科学研究所
Cコ ア 中 ダ ン16箱 国立極地研究所
裸氷サンプリング と っつ き裸 氷 1995.11 S16～ とっつ き岬 間 氷 ブ ロ ッ ク 中ダン3箱 北見工業大学
ハムナ裸氷 1995.11 ラ ング ホブ デ ・ハ ムナ 氷 ブ ロ ッ ク 小ダン1箱 北見工業大学
氷濠上流
積雪サンプリング ドー ム積 雪 1995.2 ドームふ じ観測拠点 サンプル瓶 中ダン4箱 国立極地研究所
～1996.1
積雪(有 機) 1995.1 S16～ ドー ム ふ じ サンプル瓶 中ダン4箱 北海道大学低温
～1996.1 科学研究所
ル ー ト積 雪 1995.11 S16～ ドー ム ふ じ サンプル瓶 中ダン3箱 国立極地研究所
エ ア ロ ゾ ル サ ン プ ブ イ ル タ ー 1995.2～12 ドームふじ観測拠点 フ ィ ル タ ー 中ダン1箱 国立極地研究所
リ ン グ




総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立大学院(学 校教育法第68条 の規定に基づ き学部を持たず大学院だ
けを置 く大学)と して,昭 和63年10月 に設置 された国立大学である。
全国の大学研究者の共同研究推進について,中 心的役割をはたしている大学共同利用機関のうち11研 究機関(高 エ
ネルギー物理学研究所,国 立極地研究所,国 立遺伝学研究所,統 計数理研究所,国 際 日本文化研究セ ンター,国 立天
文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構(分 子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所)及 び国立民
族学博物館)と の緊密な連係 ・協力の下に,そ れらの優れた人材 と研究環境 を基盤 として博士後期課程の教育研究を
行 うことを特色としている。こうした特色を生か して教育研究活動 を活発に進め,新 しい学問分野を開拓するととも
に,そ れぞれの専門分野において学術研究の新 しい流れに先導的に対応することので きる優れた研究者を養成するこ
とを目的 としている。
2.総 合研究大学院大学への参画
国立極地研究所は,平 成5年 度から総合研究大学院大学 に参画 し,そ の基盤機関として同大学数物科学研究科に設
置 された極域科学専攻(博 士後期課程3年)の 教育研究指導を行 うこととなった。平成7年 度は,12名 の学生が在籍
し,3名 の学生が学位を取得 した。
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が一つの大 きな自然系 を構
成 している。極域科学は,こ の自然系に係る幅広い研究分野の基礎の上 に立ち,地 球の自然 を支配する物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程 とその相互作用を地球規模のシステム科学 として究明することを目的 としている。本専攻において
は,南 北両極域の自然現象を中心に全地球的環境 をも視野に入れた教育 ・研究を行い,高 度の研究能力 を具備 し,か
つ,幅 広い地球科学研究に従事できる優れた研究者 を養成する。
2)数 物科学研究科極域科学専攻学生一覧
学 年 氏 名 教育研究指導分野
3年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
2年 次
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
学 年 氏 名 教育研究指導分野
1年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
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3)学 位取得者一覧
氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日
五十嵐 誠 スバールバル諸島亜極地型氷河における堆積環境示標 シグナ
ルの特性 に関する研究
博士(理 学) 平成8年3月21日
安 田 道 恵 極域海洋におけるバクテリア群集の増殖
一研究方法の確立 と海氷域の応用一
博士(理 学) 平成8年3月21日
中 井 睦 美 磁気履歴特性の異方性についての岩石磁気学的研究 博士(理 学) 平成8年3月21日
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VI.　大学院教育に対する協力
大学共同利用機関は,国 、Z学校設置法第9条 の2第2項 の規定に基づき,大 学の要請に応 じて大学院の教育に協力
で きることになっている。国立極地研究所では,昭 和56年 度から極地科学及びこれに関連する分野の大学院学生(特




所 属 研 究 項 目
超高層物理学
岡 林 昌 宏 東北大学大学院理学研究科 |
1久 保 麻 紀 東北大学大学院理学研究科 一
安 藤 雅 彦 千葉大学大学院工学研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
1
ト
兼 頭 淑 江 高知大学大学院理学研究科
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
ゴ
|
海老原 祐 輔 東海大学大学院工学研究科
気 象 ・雪氷 学
池 田 哲 哉 北海道大学大学院工学研究科
極
「
地 雪 氷 学lI
l
l
竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科
宮 本 淳 北海道大学大学院地球環境科学研究科
松 岡 健 一 北海道大学大学院地球環境科学研究科
内 藤 望 名古屋大学大学院理学研究科
河 野 美 香 岡山大学大学院自然科学研究科
地 学
中 嶋 勝 治 横浜国立大学大学院教育学研究科 一 {
大 石 祥 之 岡山大学大学院自然科学研究科 極 地 地 形 学 ・ 地 質 学
濱 本 拓 志 岡山大学大学院自然科学研究科
1







韓 東 勲 東京大学大学院理学系研究科
海 洋 生 態 学1黒 木 麻 希 東京大学大学院農学生命科学研究科
さ 谷 誠 司 三重大学大学院生物資源学研究科
!
1
南 川 直 五!、 口 京都大学ノく学院理学研究科
中新田 去 ワ月 十 東京大学大学院理学系研究科
極 域
一ー 一
陸 上 生 態 学吉 村 義 隆 東京工業大学大学院生命理工学研究科










当図書室は,極 地関係の文献センターとして,南 極 ・北極に関する文献の収集に力をそそいでいる。また,研 究 ・
教育機関の図書室として,極 地に関する自然科学全般,た とえば超高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地設営工学,明 石,情 報科学などの分野に関する文献 ・資料の収集,整 理,充 実にもつ とめている。






















































































































3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数
　

















当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series　 A,
B,　C,　D,　E,　F,　G,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 (Upper　 Atmosphere　 Physics,　 Polar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Antarctic　 Meteorites,　 Polar　 Biologyの5シ リ ー ズ を 各 年1回),
JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期,10カ テ ゴ リ ー の う ち 年 約10回),　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　 Special
Map　 Series　 of　the　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog　 (不 定 期),　 Glaciological　 Folio　 (不 定 期)
が あ り,そ の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。 平 成7年 度 の 研 究 所 成 果 刊 行 物 を2)に,過 去5年 間 の 年 度 別
出 版 冊 数 を お よ び 頁 数 を3)に 示 す 。
2)研 究所成果刊行物




Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　(5冊)
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Syrnposium　 on　 Upper　 Atmosphere　 Physics
　　 No.　 9,　 86　 P.　 February　 l996
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology
　 　 No.　 9,　 209　 p.　 September　 1995
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Geosciences
　　 No.　 8,　 282　 p.　 October　 l995
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteorites
No.9,249p.Marchl996
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 oll　Polar　 Biology
　　 No.　 9,　 348　 p.　 February　 l996
JAPE　 Data　 Reports　 (　12冊)
　 No.　 208　 (Upper　 Atmosphere　 Physics　 13):　 Upper　 atmosphere　 physics　 data　 obtained　 at　Syowa　 Station　 in　 1993,　 by
　 　 Y.　Tonegawa,　 K.　 Rokuyama,　 Y.　Makita,　 Yang　 Huigen,　 A.　Kadokura　 and　 N.　 Sato.　 201　 p.　 March　 1996.
No.　 209　 (Upper　 Atmosphere　 Physics　 14):　 Upper　 atmosphere　 physics　 data　 obtained　 at　Syowa　 Station　 inユ994,by
　 　 N.　Obara,　 Y.　Wakino,　 M.　 Kubota,　 K.　Iwasaki,　 H.　Nishimura　 and　 A.　 Kadokura.　 207　 p.　 March　 1996.
　 No.　 210　 (Seismology　 30):　 Seismological　 bulletin　 of　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1994,　 by　 K.　 Nawa　 and　 M.　 Kanao.
　　　 84　 p.　 February　 l996.
　 No.　 211　 (Glaciology　 25):　 Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 35th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 during
　 　 1994-1995,　 by　 T.　 Shiraiwa,　 Takashi　 Saito,　 Takeshi　 Saito,　 H.　 Shoji,　 Y.　Taguchi,　 T.　Abo,　 Y.　Yamamoto,Y.　Inagawa,
　 　 K.　Yokoyama　 and　 O.　 Watanabe.　 69　 p.　 March　 l996.
　 No.　 212　 (lonosphere　 55):　 Radio　 observation　 data　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 during　 l994,　 by　 K.　 Iwasaki　 and　 M.
　 　 Ichinose.　 197　 P.　 March　 l996.
　 No.　 213　 (lonosphere　 56):HF　 field　 strellgth　 data　 measured　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 from　 January　 to
　 　 December,　 1994,　 byM.IchinoseandK.Iwasaki.　15　 P.　 March　 1996.
　 No.　 214　 (Marine　 Biology　 22):　 Report　 on　 the　 phytoplankton　pigments　 measured　 during　 the　 JARE-30　 cruise　 to
　 　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 November　 l988　 to　March　 1989,　 by　 Y.　 Watanuki,　 T.　 Suzuki　 and　 M.　 Fukuchi.　 181　 P.
March1996.
一131一
No.　 215　 (Marine　 Biology　 23):　 Report　 on　 the　 phytoplankton　pigments　 measured　 during　 the　 JARE-31　 cruise　 to
　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 November　 1989　 to　 March　 l990,　 by　 T.　 Konno,　 T.　 Suzuki　 and　 M.　 Fukuchi.　 70　 p.
　 March　 l996.
No.　 216　 (Marine　 Biology　 24):　 Report　 on　 the　 phytoplankton　pigments　 measured　 during　 the　 JARE-32　 cruise　 to
　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 November　 1990　 to　March　 1991,　 by　 T.　Kuramochi,　 T.　Suzuki　 and　 M.　 Fukuchi.　 184　 p.
March!996.
No.　 217　 (Marine　 Biology　 25):　 Report　 on　 the　 surface　 phytoplankton　pigm nts　 measured　 during　 the　 JARE-33
　 cruise　 to　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 November　 l991　 to　 March　 l992,　 by　 T.　 Odate,　 N.　 Harada,　 T.　 Suzuki　 and　 M.
　 Fukuchi.　 101　 p.　 March　 l996.
No.　 218　 (Marine　 Biology　 26):　 Report　 on　 the　 surface　 phytoplankt(m　pigm nts　 measured　 during　 the　 JARE-34
　 cruise　 to　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 November　 1992　 to　March　 1993,　 by　 M.　 Ishii,　 T.　Suzuki　 and　 M.　 Fukuchi.　 206
p.March1996.
No.　 219　 (Marine　 Biology　 27):　 Report　 on　 the　 phytoplankton　pigmellts　 measured　 during　 the　 JARE-35　 cruise　 to
　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 November　 l993　 to　 March　 1994,　 by　 M.　 Kawachi,　 T.　 Suzuki　 and　 M.　 Fukuchi.　 184　 P.
　 March　 l996.
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
Sheet　 34:Brattnipene,　1/100000,　 with　 explanatory　 text,　 by　 Y.　Osanai　 etα1.　 2g　 P.　with　 7　pl.　 March　 l996.
3)年 度別出版冊数及び真数
3年 度 4年 度 5年 度 6年 度 7年 度
冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数)
南極資料 3(452) 3(424) 3(368) 3(293) 3(375)
Memoirs　 NIPR 1(107)
Proceedings　 NIPR 6(1121)5(921) 6(1409)5(1049)5(1174)
Symposiurn
JARE　 Data　 Reports 12(1387)10(814) 7(749) 9(1226)12(1699)












m.一 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議 員 会
研究所の事業計画その他管理運営 に関する重要事項について所長に助言する。
第11期 評議員名簿 (任 期5.9.29～7.9.28)
秋 葉 錬二郎 宇宙科学研究所長 田 中 昌 _一 一 東京水産大学長
淺 田 敏 東京大学名誉教授(会 長) 田 中 正 之 東北大学理学部長|
有 馬 朗 人 文部省学術顧問,理 化学研究所理事長 中 根 千 枝 民族学振興会理事長
川 村 恒 明 国立科学博物館長 蜂須賀 弘 久 神戸女子短期大学長
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 樋 [] 敬 二 中部大学教授
古 在 由 秀 国立天文台名誉教授 藤 野 和 夫 1北海道大学低温科学研究所長
小 山 宙 丸 早稲田大学総長 1松 田 達 郎 国立極地研究所名誉教授
七 田 基 弘 神奈川大学教授 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授(副 会長)
下 鶴 大 輔 東京農業大学教授 山 本 草 二 上智大学教授1|











第11期 評議員名簿 (任 期7.9.29～9.9.28)
秋田谷 英 次 北海道大学低温科学研究所長 下 鶴 大 輔 東京大学名誉教授
秋 葉 鎮二郎 前宇宙科学研究所長 菅 原 寛 孝i 高エネルギー物理学研究所長
秋 本 俊 一 東京大学名誉教授 田 中 昌 一 働日本鯨類研究所顧問
有 馬 朗 人 文部省学術顧問,理 化学研究所理事長 田 中 正 之 東北大学理学部長
奥 島 孝 康 早稲田大学総長 中 根 千 枝 (助民族学振興会理事長
久 城 育 夫 岡山大学固体地球研究センター長 中 村 洗 二松学舎大学教授
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 樋 口 敬 二 中部大学教授
小 平 桂 一
ト
国立天文台長 |平 野 哲 也 東京大学海洋研究所長




松 田 達 郎 国立極地研究所名誉教授














第11期 運営協議員名簿 (任 期5.9.29～7.9.28)
荒 木 徹 京都大学教授 若 井 登 東海大学教授
甲 藤 好 郎 日本大学教授 平 澤 威 男 国立極地研究所教授(会 長)
小 疇 尚 明治大学教授 小 野 延 雄 国立極地研究所教授
瀬 川 爾 朗 東京大学教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
武 田 喬 男 名古屋大学教授 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授
田 中 義 人 名古屋大学教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
坂 野 昇 平 京都大学教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
前 晋 爾 北海道大学教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
村 野 正 昭 東京水産大学教授(副 会長) 福 地 光 男 国立極地研究所教授
















第12期 運営協議員名簿 (任 期7.9.29～9.9.28)
荒 木 徹 京都大学大学院理学研究科教授 小 野 延 雄 国立極地研究所教授
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
川 口 弘 一 一. 東京大学海洋研究所教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
坂 本 亘 京都大学農学部教授 白 石 和 行 国立極地研究所教授
瀬 川 爾 朗 東京大学海洋研究所教授 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授
武 田 喬 男 名古屋大学大気水圏科学研究所教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
野 上 道 男 東京都立大学理学部長 福 地 光 男 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本大学理工学部教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
廣 井 美 邦 千葉大学理学部教授 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
前 晋 爾 北海道大学工学部教授 山 内 恭 国立極地研究所教授



















3)南 極 地 域 資 源特 別 委 員 会
(1)南 極鉱物資源特別委員会
所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。






















六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))
10)極 地観測隊員健康判定委員会
所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者,及 びその候補者等の健康 に
関する事項について調査審議する。
11)極 地観測記録映画作成委員会
所長の求めに応 じ,極 地観測に関する記録映画の作成について助言を行 う。
12)北 極科学研究推進特別委員会
北極研究及び観測の推進に関する事項その他北極研究及び観測に係る事項等について調査審議する。

































1)外 国 出 張
伊村 智 助 手,
森本真 司 助 手,
石沢賢二 設営総括 係長















小野 延雄 教 授
7.4.22～4.28
ブ インラ ン ド共和国 国際北極科学委員会(IASC)評 議会出席
行 松 彰 助 手
7.4.30～5.10 連合王国 カスプ帯 とオーロラ帯2対 共役点観測による太陽風エネ
ルギー流入過程の研究
山岸久雄 助 教授
7.4.30～5.14 連合王国 カスプ帯とオーロラ帯2対 共役点観測による太陽風エネ
ルギー流入過程の研究
佐藤 夏雄 教 授










7.5.7～5.20大 韓民 国 第19回 南極条約協議国会議出席
平澤威男 所 長,
山内 恭 教 授
7.5.8～5.20 大韓民国 第19回 南極条約協議国会議出席
神 山孝吉 助 教授,
本山秀明 助 手







画に関す るEISCAT科 学協会 との協議,同 協会評議会へ
の出席及びISレ ーダ視察
神 沼克伊 教 授,
野 木義 史 助 手
7.5.21～5.26 大韓民国 第4回 南極科学 ソウル国際シンポジウム出席
渡邉興亜 教 授
7.5.21～5.26 連合王国 南極大陸ボス トー ク基地付近の氷床湖に関す るワー ク
ショップ出席
澁谷和 雄 教 授
7.6.12～6.15 オース トラ リア 南半球における衛星測地 ・リモー トセンシングの国際協
力による推進
佐 藤夏雄 教 授,
菊池雅行 助 手
7.6.12～6.16 中華人民共和国 カスプ帯とオーロラ帯2対 共役点観測による太陽風エネ
ルギー流入過程の研究
??????????






アメリカ合衆国 南半球における衛星測地 ・リモー トセンシングの国際協
力による推進
野木義 史 助 手







アメリカ合衆国 南半球における衛星測地 ・リモー トセンシングの国際協
力による推進
佐 藤夏雄 教 授
7.7.19～7.27 スウェー デン王 国 カスプ帯 とオーロラ帯2対 共役点観測による太陽風エ ネ
ルギー流入過程の研究
長坂悦朗 専 門職 員
7.7.19～7.27 ス ウェー デ ン王国 ISレーダ(非 干渉散乱 レーダ)導 入 に伴う資料収集及び
調査
一138一
岡 野 章 一 教 授
7.7.22～8.13
平 澤 威 男 所 長
7.7.29～8.7
白 石 和 行 教 授,
佐 野 雅 史
7.7.29～8.7
渡 邉 興 亜 教 授
7.8.1～8.18
神 田 啓 史 教 授
7.8.1～8.18
山 内 恭 教 授
7.8.1～8.18
伊 藤 一 助 教 授
7.8.10～8.24
福 地 光 男 教 授
7.8.24～9.1
神 沼 克 伊 教 授
7.9.2～9.17
佐 藤 夏 雄 教 授
7.9.5～9.13
岡 田 雅 樹 助 手
7.9.5～9.19
澁 谷 和 雄 教 授
7.9.9～9.22





































山内 恭 教 授
7.9.21～9.25
神 沼 克 伊 教 授
7.10.1～10.23
山 内 恭 教 授
7.10.10～10.15













平 澤 威 男 所 長
7.11.24～11.30























国 際 北 極 科 学 委 員 会(IASC)ベ ー リ ング 海 影 響研 究
(BESIS)ワ ーク シ ョップ出席
南極における固体地球物理学的研究に関する打合せ











ISレーダ(非 干渉散乱 レーダ)建 設 に伴 う打合せ
北極域の大気一海氷 一海洋 システムの変動特性の研究
南 半球における衛星測地 ・リモー トセンシングの国際協
力による推進
一140一
渡 邉 興 亜 教 授
7.12.4～12.11
小 野 延 雄 教 授
7.12.5～12.11
小 島 秀 康 助 教 授
7.12.5～12.11
宮 岡 宏 助 教 授
7.12.10～8.1.10
渡 邉 興 亜 教 授
7.12.29～8.1.19
鮎 川 勝 助 教 授
8.1.4～2.3
堤 雅 基 助 手
8.1.10～10.10
牛 尾 収 輝 助 手
8.1.13～2.17










岡 野 章 一 教 授
8.2.11～2.19





デ ンマー ク王 国
ロシア連邦






























カスプ帯 とオーロラ帯2対 共役点観測による太陽風エ ネ
ルギー流入過程の研究
一141一
和 田 誠 助教授,
平沢 尚彦 助 手




























宮 岡 宏 助 教 授
8.3.11～3.31 アメリカ合衆国 南極点基地全天カメラデー タを用いた極冠域 オーロラダ
イナ ミックスの研究
白石和 行 教 授,
福本 國太郎 事 業部長
8.3.17～3.22オ ー ス トラリア 南極地域観測隊員の帰国に伴う渡航事務手続き及び南極
輸送システムの調査
本 吉 洋 一 助 教 授
8.3.17～9.1.7オ ー ス ト ラ リ ア 東南極グラニュライ トの進化に関する岩石学的 ・年代学
的制約の研究
鷹野和夫 用度 第二係長
8.3.18～3.22オ ース トラ リア 南極地域観測隊員の帰国に伴う渡航事務手続き及び南極
輸送システムの調査
川久保 守 用度 第一係長
8.3.19～3.24ノ ル ウェー王 国 非干渉散乱 レーダ検収
佐藤 夏雄 教 授
8.3.20～3.24 ノル ウェー王国 カスプ帯 とオーロラ帯2対 共役点観測による太陽風エネ
ルギー流入過程の研究
一142一
門倉 昭 助 手
8.3.24～9.18連 合王国
船 木 實 助教授
8.3.25～5.24ア メ リカ合衆 国
渡 邉興亜 教 授
8.3.29～4.12ロ シア連邦
サハ共和 国
神 沼克伊 教 授




行 松 彰 助 手
7.6.30～7.14
山 岸 久 雄 助 教 授
7.7.8～7.16
本 吉 洋 一 助 教 授
7.7.12～7.21
三 浦 英 樹 助 手
7.7.26～8.13
牛 尾 収 輝 助 手
7.8.8～8.14
白 石 和 行 教 授
7.9.2～9.18
森 脇 喜 一 助 教 授
7.9.2～9.18








































イタリア共和国 第7回 国際南極地学 シンポジウム参加及び トリノ大学で
の研究打合せ











ピー ター ワ ダムス　(Peter　Wadhams)
ケ ンブ リ ッジ大 学ス コ ッ ト極 地研究所 ・リーダー
平成7年10月1日 ～平成7年12月31日
地球規模 気候 ・環境 変動 におけ る北極 海氷域 の役 割 に関す る研 究








ギ ュ ンター シュ ワル ッ　(GUnter　 Schwarz)
アル フレ ッ ド ・ウェゲ ナー極 地海洋研 究所 ポツ ダム支所 ・研 究員
平成7年10月1日 ～平成8年3月31日
安定 同位 体 による南極大気 中の水循環 の研究








アル フ エ ゲラ ン ド　(Alv　Egeland)
オスロ大学物理学 部 ・教授
平成8年1月10日 ～平成8年4月9日
北極域 にお けるオー ロラ現 象 に関す る研 究
北極 圏環境研究 セ ンター
2)外 国人来訪研究員
(1)氏 名
所 属 ・ 職
受 入 期 間
共 同研 究 課 題
担 当 教 官
チ ョウ ソ ンミン　(Choe　 Seung-Min)
韓 国海洋研 究所
平成7年3月15日 ～平成7年4月14日












(3)氏 名 楊 恵根　(Yang　Huigen)











所 属 ・ 職
受 入 期 間
共 同研 究 課 題
担 当 教 官
ジ ィルケ ヴェセル　(Silke　Wessel)
アル フレ ッ ド ・ウェゲ ナー極地海洋研究 所 ・学生
平成7年9月12日 ～平成7年10月10日

















グラハ ム ホー ジー　(GrahamHosie)
オース トラリア南極 局 ・主任研 究官
平成7年10月15日 ～平 成7年12月15日







ピー ター ワシ レウスキー　(PeterWasilewski)
米国航空宇宙 局 ゴダー ド宇宙飛行 セ ンター ・研 究員
平 成7年11月7日 ～平 成7年11月22日







ポール アーサー バ ー クマ ン　(Paul　Arthor　Berkman)
オハ イオ州立 大学バ ー ド極 地研究 セ ンター ・准教授
平 成8年3月13日 ～平成8年3月23日











Prof.　TAYLOR,　 M.　J.　(ユ タ 州 立 大 学 物 理 学 科 教 授)
Dr.　WASILEWSKI,　 P.　 (米 国 航 空 宇 宙 局 ゴ ー ダ ー ド宇 宙 セ ン タ ー)
Mr.　 JAYATILEKE,　 S.　(セ イ ロ ン 科 学 技 術 研 究 所)
Dr.　CATTLE,　 H.　 (ハ ー ド レ ー 気 候 研 究 セ ン タ ー 研 究 部 長)
prof.　TREGUER,　 P.　 (ブ レ ス ト大 学 教 授)
Prof.ARTAXO,P.　 (サ ン パ ウ ロ 大 学 教 授)
Prof.　BENTLEY,　 C.　R.　 (ウ ィ ス コ ン シ ン 大 学 教 授)
Dr.HUBOLD,G.　 (ド イ ツ 水 産 研 究 所 長)
Dr.　THORLEY,　 M.　R.　 (英 国 南 極 調 査 所 デ ー タ セ ン タ ー 長)
Dr.　ALLISON,　 1.　F.　(オ ー ス ト ラ リ ア 南 極 局 研 究 室 長)




























Dr.　ACKLEY,　 S.　F.　(米 国寒地工学研 究所研 究員)
Dr.　ROSENBERG,　 G.　(ス ミソニア ン研 究所研 究員)
Dr.　RAYNAUD,　 D.　(フ ラ ンス科学研 究庁氷河地 球物理研 究所研究部 長)
Prof.　DI　PRISCO,　 G.　(蛋 白質生 化学 ・酸素 学研 究所教授)
Dr.　PRIDDLE,　 J.　(英 国南極調査 所研究室長)
Dr.　WADHAMS,　 P.　(ケ ンブ リ ッジ大 学ス コ ッ ト極地研究所研 究部長)
Dr.　MARCHANT,H.　 J.　(オ ース トラ リア南 極局主任研 究員)
Dr.MILLER,D.　 (海 洋水産研究所 主任研 究員)
Dr.　BATHMANN,　 U.　(ア ル フレ ッ ド ・ウェゲナー極地海洋研 究所主任研 究員)
Dr.DIECKMANN,G.　 (ア ルフ レッ ド ・ウェゲナ ー極 地海洋研究所 主任研究 員)
Dr.GEORGIADI,A.　 (ロ シア科学 ア カデ ミー地理学研究所 主任研究 員)
PRINZ,　 M.　(ア メ リカ 自然史博物館 鉱物部 門限石管理者)
謝 先徳　(Prof.　Xie,　X.)　(中 国科 学院広州 分院教授)
王 維敦(Wang,W.)(中 国科学院広州 分院主任技 師)
趙 必 強(Zhao,B.)(中 国科 学院広州 分院助手)
Prof.　FEGLEY,　 B.　(ワ シン トン大 学地球惑 星科学科教授)
LAURETTA,　 D.　S.　(ワ シ ン トン大学地球惑 星科学科研 究員)
LODDERS,K.　 (ワ シ ン トン大学地球惑 星科学 科研 究員)
Prof.　FOLDI,T.　 (エ トベ ス大 学教授)
Dr.　BERCZI,　 S.　(エ トベ ス大学助教授)
MCKAY,G.　 (米 国航空宇宙 局 ジ ョンソン宇宙 セ ンター研 究員)
PREMO,　 W.　R.　(ア メ リカ地 質調査 所研究 員)
KALLEMEYN,　 G.　W.　(カ リフォル ニア大 学地球物 理研究所研 究員)
LUKACS,B.　 (中央物理 学研 究所研 究員)
Prof.　ZINNER,　 E.　(ワ シ ン トン大学マ ク ドー ネル宇 宙科学 セ ンター教授)
Prof.　GOROKH　 OV,　N.　(ロ シア極 地地球物 理研究所応 用物理 セ ンター副所 長)
TROITZSCH,　 U　 (オ ース トラ リア国立大学)
Dr.　WASSMANN,　 P.　(ト ロム ソ大学研 究員)
Prof.　LANGWAY　 JR,　C.　C.　(ニ ュー ヨーク州 立大学教授)
Dr.　HIGUCHI,　 K.　(カ ナ ダ環境庁研 究員)
Prof.　WELLER,　 G.　(ア ラスカ大 学地球物理研 究所教授)
Dr.　SVOBODA,J.　 (ト ロ ン ト大学研 究員)
Dr.　GERNANDT,　 H.　(ア ル フ レッ ド ・ウェゲナー極地海洋研 究所研究 員)
Dr.　JONES,　 P.　(ベ ッ ドフォー ド海洋研 究所研 究員)
Mr.　ROGNE,　 O.　(国 際北極科 学委員会)
Dr.　ROOTS,　 F.　(カ ナ ダ環境庁研 究員)
Dr.　WADHAMS,　 P.　(ケ ンブ リッジ大学 ス コ ッ ト極 地研 究所研 究員)
Dr.　CLAUSEN,　 H.　(コ ペ ンハ ーゲ ン大学研 究員)
Prof.　LEGENDRE,L.　 (ラ バル大学教授)
Dr.　PRYAMIKOV,　 S.　(ロ シア北極南極研 究所研究 員)
Dr.　ALEXEEV,　 G.　(ロ シア北極南極研 究所研究 員)
Dr.　HAGEN,　 ↓　0.　(オ ス ロ大学研究 員)
Prof.BREKKE,A.　 (ト ロム ソ大学教授)
Dr.　ROETTGER,　 J.　(欧 州非干渉散 乱 レー ダ科 学協会 会長)
Prof.　ADOLFSEN,　 K.　(ノ ル ウェー防衛研 究所 ア ン ドー ヤロケ ッ ト基地所 長)
Prof.　THRANE,　 E.　(ノ ル ウェー防衛研 究所教授)
WASSEL,S.　 (ア ル フレ ッ ド ・ウェゲナー極 地海洋研 究所学生)


















Dr.　AXENOV,　 E.　(ロ シア北極南 極研 究所研 究員)
Dr.　BUZUEV,　 A.　(ロ シア北 極南極研究 所研究員)
Dr.　LIVERMORE,　 R.　(英 国南 極調査所)
BAKKEN,V.　 (ノ ル ウェー北 極研 究所研究 員)
Dr.　FROLOV,　 1.　(ロ シア北 極南極研 究所長)
CHARK,　 L.　H　 (パ タニ ア大学 講師)
Dr.　LEMAHO,Y.　 (フ ラ ンス科学研 究庁生理生態 エ ネルギー学研究 セ ンター所 長)
Prof.　LUNDIN,　 R.　(ス ウェーデ ン宇宙 科学研究所 長)
MURPHY,B.　 (オ ー ス トラ リア測地 ・測量局測量士)
Prof.　DIETRICH,　 R.　(ド レスデ ン工科大 学教授)
Prof.　BARRY,R.　 (コ ロラ ド大 学教授)
PINNOCK,M.　 (英 国南極調 査所主任研 究員)
Prof.HERNANDEZ,G.　 (ワ シ ン トン大学教授)
Dr.　MOORE,　 T.　E.　(米 国航空 宇宙局主任研 究員)
Dr.VO,H.B.　 (カ ル ガリー大学研 究員)
Prof.　SUGIZAKI,M.　 (サ ンパ ウロ大学 副学長)
Prof.　KAPPEN,　 L.　(ク リスチ ャン ・アルブ レヒ ト大学教授)
BRANDINI,F.　 (パ ラナ州立大学研 究員)
BOLTER,　 M.　(キ ー ル大学研 究員)
BORNEMANN,　 H.　(ア ル フレ ッ ド ・ウェゲ ナー極 地海洋研 究所研究 員)
Dr.　CLAUSEN,　 H.　(コ ペ ンハ ーゲ ン大学準教授)
Mr.　COSTRELL,　 」.　(米 国航 空宇宙局本 部地上追跡 部長)
Mr.GRIFFITH,D.　 (米 国航 空宇宙局 ジ ェ ッ ト推進研 究所計 画副部長)





















Prof.　BERKEY,　 F.　T.　(ユ タ州 立大学教授)
Dr.　KRAVCHINSKY,　 V.　A.　(ロ シア地球化学研 究所)
Dr.　TUNY,　 1.　(ス ロバキア科学 ア カデ ミー地球物理学研 究所研究員)
Dr.　PETROVSKY,　 E.　(チ ェ コ科学 アカデ ミー地球物理 学研究所研 究員)
Prof.　JONES,　 T.　B.　(レ ス ター大学教授)
GRADINGER,R.　 (キ ール大学極域 生態学研 究所研 究 員)
IKAEVALKO,J.　 (ヘ ル シンキ大 学生態学部研 究員)
Dr.　BERKMAN,　 P.　A.　(オ ハ イオ州立大学 バー ド極地研 究セ ンター准教授)
Dr.　ROTTGER,　 J.　(欧州非 干渉散乱 レー ダ科学協 会会長)
AUNDERSON,　 H.　(欧 州非 干渉散乱 レー ダ科学協 会役員)
Dr.　VINJE,　T.　(ノ ルウェー極地研究所 主任研究 官)
Dr.　BENGSTON,　 J.　(米 国大 気海洋局 国立海洋漁 業サ ー ビス研 究所主任研 究 員)
Dr.　BOVENG,　 P.　L.　(米 国国 立海産哺乳動物研 究所次 席 プログ ラム リー ダー)
Dr.　FANNING,　 C.　M.　(オ ース トラ リア国立大学 地球物理学研 究所研 究員)
MICHEL,C.　 (ラ バ ル大学研 究生)
Dr.　ELSTER,　 J.　(南 ボヘ ミア大学生物 科学部助教授)
Dr.　MITRA,A.　 (イ ン ド海洋 開発局南極 観測課主任 科学官)
Dr.　CHADHA,　 R.　K.　(イ ン ド国立 地球物理研 究所研究 員)
ZWARTZ,　 D.　P.　(オ ース トラ リア国立大学研究 生)
Dr.　KORSNES,　 R.　(ノ ル ウェー極 地研 究所 主任研 究員)





























































































































教 授(客 員)植 物生態学
助教授(客 員)藻 類分類学
(極地設営工学研究部門)










































































































岩手大学工学部教授 矢 内 桂
東北大学理学部附属大気海洋変動観測研究センター助教授 青 木 周 司
九州芸術工科大学事務局長 宮 内 盈 義
琉球大学附属図書館事務部長 与那嶺 政 吉
筑波大学研究協力部国際交流課国際学術係長 黒 澤 克 彦
[転 入]
管理部長 鷲 塚 壽
管理部会計課長 谷 川 成 美
[昇 任]























大 塚 英 明





内 藤 靖 彦



















































































鈴 木 由喜男(管 理部庶務課専門職員)
今 榮 直 也
澁 谷 和 雄
長 坂 悦 朗
橋 田 元
渡 邉 正 和
島 田 亙
久 保 篤 規
鈴 木 利






















谷 川 成 美










鈴 木 利 一











国 立 極 地 研 究 所
〒173-8515
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